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平成３０年第４回西川町議会定例会 

 

議 事 日 程（第１号） 

                 平成３０年１２月３日（月）午前９時３０分開会・開議 

 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 議会諸報告 

 日程第 ４ 行政報告 

 日程第 ５ 議案の上程 
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       議第５７号 西川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の 
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       議第５８号 西川町社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 

       議第５９号 西川町定住促進住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

       議第６０号 平成３０年度西川町一般会計補正予算（第６号） 

       議第６１号 平成３０年度西川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

       議第６２号 平成３０年度西川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

       議第６３号 平成３０年度西川町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第 ６ 提案理由の説明 

 日程第 ７ 人事案の審議・採決 

       同意第５号 西川町教育委員会委員の任命について 

 日程第 ８ 請願の常任委員会付託 
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会の宣告 

○伊藤議長 改めておはようございます。 

  ただいまの出席議員は全員です。定足数に達しておりますので、これより平成30年西川町

議会第４回定例会を開会します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○伊藤議長 これから本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進めてまいります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○伊藤議長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第124条の規定により、議長において、６番、奥山敏行議員、

７番、青山知教議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○伊藤議長 日程第２、会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期について、議会運営委員会の協議結果に基づき、本日から12月７日までの

５日間にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は本日から12月７日までの５日間に決定しました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議会諸報告 

○伊藤議長 日程第３、議会諸報告を行います。 

  最初に、議長報告を行います。 

  11月16日、村山地方町村議会議長会正副議長事務局長合同会議が大江町で開催されました。 

  会議では、平成31年度の事業計画及び予算案などについて協議いたしました。 

  11月21には、第62回町村議会議長全国大会が東京のＮＨＫホールで開催されました。 

  大会では、初めに、全国の町村が国民生活を支えるため、食料供給、水源涵養、国土保全

に努め、伝統・文化を守り、自然を生かした地場産業を創出し、個性あるまちづくりを進め

てきましたけれども、少子高齢化や過疎化の中で、依然として厳しい経済・雇用情勢に悩ま

され、地域の活力は減退している中で、町村の自治能力を高め、都市と農山漁村が共生し得

る社会を強力に進めていくために、一致団結して、果敢に行動していくことを宣言いたしま

した。 

  引き続き、安倍晋三内閣総理大臣を初め、大島理森衆議院議長、伊達忠一参議院議長と多

くの来賓から、国と地方が一体となって地方創生に取り組んでいかなければならないとの力

強い祝辞がありました。 

  議事では、町村財政の強化や議員のなり手確保など34件の要望事項決定、また17項目の決

議に加え、特別決議として、地方創生のさらなる推進や町村税財源の充実強化などの５件を

決議いたしました。 

  議事終了後には、「激動の21世紀をどう生き抜くか」の演題で、元ＮＨＫワシントン支局

長外交ジャーナリストの手嶋龍一氏の特別公演があり、日本を取り巻く中国、ロシア、朝鮮

半島情勢と日米同盟など、外交問題について拝聴をしてきました。 

  同日は、第43回豪雪地帯町村議会議長会全国大会も開催され、豪雪地帯の個性と活力ある

発展、住民福祉の向上を図るために、雪害防除等の克雪対策に加え、利雪・親雪対策に国土

保全を含めた総合的な豪雪地帯振興対策を確立し、豪雪地帯の活性化を図るよう、８項目の

要望を決議いたしました。 

  また、夕方には、４名の県選出国会議員との懇談会が開催され、喫緊の課題や重点要望に

ついて要望活動を行ってきたところであります。 
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  11月22日には、町村議会議長行財政セミナーが東京の全国町村議員会館で開催されました。 

  セミナーでは、持続可能な自治体病院の確立と医師の偏在是正、看護師確保等へ向けた地

域医療対策について、厚生労働省医政局地域医療計画課医師確保等地域医療対策室長の松岡

輝昌氏から講演をいただき、研修をしていまいりました。 

  11月29日は、山形県町村議長会理事・監事合同会議が天童市で開催され、平成31年度の事

業計画及び予算案などについて協議をされました。 

  以上、議長報告といたします。 

  次に、西村山広域行政事務組合議会報告を行います。 

  ９番、古澤俊一議員。 

〔９番 古澤俊一議員 登壇〕 

○９番（古澤俊一議員） 西村山広域行政事務組合議会報告を申し上げます。 

  10月24日に開催されました平成30年第２回定例会の報告をいたします。 

  報告第１号では、寒河江地区クリーンセンター償却施設内でのごみ収集車とごみクレーン

との接触事故について、損害賠償の額の決定についての専決処分の報告についてが報告され

ました。 

  認第１号では、平成29年度西村山広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算について、歳入

総額14億6,861万6,107円、歳出総額14億5,677万7,868円、実質収支額1,183万8,239円の黒字

決算を賛成多数で認定いたしました。 

  認第２号では、平成29年度西村山広域行政事務組合寒河江地区クリーンセンター斎場特別

会計歳入歳出決算について、歳入総額８億3,524万4,500円、歳出総額８億505万6,327円、実

質収支額3,018万8,173円の黒字決算を賛成多数で認定いたしました。 

  認第３号では、平成29年度西村山広域行政事務組合交通災害共済特別会計歳入歳出決算に

ついて、歳入総額1,947万1,954円、歳出総額1,732万2,033円、実質収支額214万9,921円の黒

字決算を賛成多数で認定いたしました。 

  以上、西村山広域行政事務組合議会報告といたします。 

○伊藤議長 次に、総務厚生常任委員会の行政調査報告を行います。 

  総務厚生常任委員長、宮林昌弘議員。 

〔総務厚生常任委員長 宮林昌弘議員 登壇〕 

○総務厚生常任委員長（宮林昌弘議員） 総務厚生常任委員会行政調査報告を行います。 

  総務厚生常任委員会で、去る10月18日、北海道上川郡東川町の定住人口確保対策と国際交
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流インバウンドの推進について行政調査を行ってきましたので報告いたします。 

  東川町の概要。 

  東川町は北海道のほぼ中央部に位置し、日本最大の自然公園大雪山国立公園の区域の一部

になっており、全国的に珍しい北海道で唯一の上水道のない町で、町民が毎日天然水で生活

しており、町の面積は247平方キロメートル、平成30年９月現在の人口は8,313人、世帯数は

3,879世帯の町です。 

  まちづくりの大きな特徴は、町民が参加し、後世に残せるまちづくりを目標にして、昭和

60年６月１日「写真の日」に、世界にも類のない写真の町宣言をしてから33年経過しており

ます。写真に関するイベントは、東川町国際写真フェスティバルを初め、全国高等学校写真

部選手権大会写真甲子園を実施しているほか、幼児、小中学生を対象にした写真少年団を実

施しております。 

  写真の町30年の経過の具体的なものとして、（１）定住人口、交流人口、起業の増加、

（２）写真文化に関する財産の蓄積、（３）国内外と写真文化を通じた交流の継続、（４）

写真関係ネットワークの広がり、（５）報道、雑誌紹介により知名度の向上、（６）東川ス

タイルの定着、（７）写真やイベントに関するノウハウの蓄積、以上７項目を成果に挙げて

おりました。 

  次に、東川町における定住人口確保対策について報告いたします。 

  定住人口確保対策の主な事業として、（１）分譲宅地造成売却を初め、（２）景観住宅建

築支援事業、（３）新規起業者への支援事業、（４）居住者、移住者支援事業、（５）民間

賃貸住宅建築支援事業、（６）２世帯居住推進事業補助、（７）高齢者世帯住宅リフォーム

支援補助を実施しております。 

  東川町は旭川空港から約10分、旭川駅から約30分で旭川市のベッドタウンとしての立地条

件にあり、分譲宅地を８カ所207区画造成し、完売しており、移住、定住人口確保の成果が

あらわれております。 

  次に、国際交流インバウンドの推進の取り組みの具体的な事業として、（１）海外都市と

の友好提携、（２）留学生の受け入れ、（３）日本語学校、（４）多様な国際交流事業、

（５）ＪＥＴプログラムによる外国人職員の配置、（６）海外事務局を設置しており、世界

の中の東川を目指しており、交流が実を結び始め、世界各地で東川が広がっております。 

  行政調査のまとめ。 

  東川町は、昭和60年６月１日写真の町宣言をしてから33年経過しており、その間、町長は
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３人かわっているが、終始一貫継続的に当初の目標達成に向けたまちづくりに取り組んでき

た結果、東川町の人口は、昭和25年の人口１万754人をピークにして、その後減少傾向が続

き、平成５年度には6,973人となり7,000人を切りましたが、平成６年度以降、写真の町事業

及び各関連施策の実施により、ついに平成26年11月４日に目標人口8,000人を突破し、平成

30年９月現在の人口は8,313人になり、約1,300人増加していることはすばらしい成果であり

ます。観光入れ込み客数は83万7,000人から148万9,000人に増加し、飲食店等の数は16件か

ら45件に増加、税収は８億4,690万から９億2,160万円に増加しております。 

  市町村人口は町政発展のバロメーターであると言われますが、写真を媒介にして知名度の

向上、東川ファンの増加、魅力の再認識、地域消費の拡大、人材の育成、供給が相互連携す

ることによって、定住人口の増加、交流人口の増加、起業の増加により1,300人の人口増加

に結びつき、にぎわいと活力あふれるすばらしい町で、ユニークな発想によるまちづくりと

情報発信の重要性を学んできました。 

  以上、行政調査報告といたします。 

○伊藤議長 次に、産業建設常任委員会の行政調査報告を行います。 

  産業建設常任委員長、佐藤耕二議員。 

〔産業建設常任委員長 佐藤耕二議員 登壇〕 

○産業建設常任委員長（佐藤耕二議員） 産業建設常任委員会の行政報告を行います。 

  10月17日から19日にかけて、総務厚生常任委員会とともに、北海道で合同視察研修を行い

ました。西川町では第６次総合計画の後期計画を策定中ですが、地域資源活用型再生エネル

ギーをいかにまちづくりに生かしていくのか、そのための一助になるために、北海道下川町

のバイオマス産業都市構想について、次の報告をいたします。 

  下川町は、北海道の北部に位置し、面積は644.2平方キロメートルで、森林面積は９割を

占めます。人口は3,347人で、高齢化率は39.4％です。スキージャンプのレジェンド、葛西

紀明氏の生まれ故郷でもあり、スキージャンプが盛んな町でもあります。 

  下川町は、森林活用小規模自治体のモデルとして林業に力を入れ、民有林の路網密度は日

本平均の倍以上で、毎年１億円を予算化し、循環型森林経営を実施し、製材品出荷額は年間

33億円に上るとのことです。 

  下川町では、平成21年に下川エネルギー供給協同組合を設立いたしました。この組合は、

木質原料製造施設としての木質の収集、運搬、受け入れ、自然乾燥、燃料製造を供給する組

合です。24年度から町は協同組合に業務を委託し、指定管理にしています。29年度の約
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1,820万円の利益は、協同組合と町で折半したということです。 

  また、森林バイオマスエネルギー利用では、木質バイオマスエネルギーを10基設置し、30

施設に熱を供給しています。公共施設の熱供給のうち68％を再生エネルギーへ転換し、年間

1,900万円を削減しています。この1,900万円は、ボイラー等の更新と子育て支援に活用して

いるとのことです。 

  また、集落再生を目的に、一の橋地域に、21年度、エネルギーマネジメントシステムを取

り入れ、計画的に集住化住宅22戸や、障害者支援施設、郵便局等が入っている住民センター、

特用林産物植物栽培研究所等を建設し、熱供給施設からの熱エネルギーで快適な空間をつく

り出しました。一の橋地域は、現在、地域おこし協力隊が現役５名、定着３名で、21年度に

高齢化率51.6％だったのが、28年度には27.6％になり、人口はほぼ変わらないということで

す。 

  下川町は、資源あるところに産業が興る、エネルギーのあるところに産業が興るとして、

持続可能な環境未来都市を目指しています。私たち議員も行政と切磋琢磨しながら、しっか

りした方針を持ち、今回の下川町の施策を参考にし、西川町の発展に寄与していきたいと思

います。 

  以上で産業建設常任委員会の行政報告といたします。 

○伊藤議長 次に、広報公聴常任委員会の活動報告を行います。 

  広報公聴常任委員長、大江広康議員。 

〔広報公聴常任委員長 大江広康議員 登壇〕 

○広報公聴常任委員長（大江広康議員） 広報公聴常任委員会から、７月30日から８月23日に

かけて開催した町民と議会の対話の集いについてご報告いたします。 

  対話の集いは、議会基本条例に基づき議会活性化の一環として、町民の皆さんと議会が町

政や議会活動について自由に意見を交換することを目的として、平成22年から始め、ことし

で８回目を迎えました。 

  今回は岩根沢、小山、志津の３地区に加え、西川町公民館連絡協議会、女性によるまちづ

くり会議Ｌｏｖｅらぼ、それに西川小学校ＰＴＡ役員の３団体との対話の集いを開催しまし

た。これら６回の開催により、延べ60名と前回より参加人数は少なかったのですが、大変有

意義な多くのご意見やご質問をいただきました。この場をかりてお礼を申し上げます。 

  今回の町民と議会の対話の集いで出された主な質問や意見につきましては、10月15日発行

の議会だより106号の16ページから19ページにかけて掲載しておりますが、主な内容につい
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てご紹介いたします。 

  まず、農林業関係では、農業従事者の高齢化や後継者不足などの影響により、耕作放棄地

の増加する中、町はどう対応するのか、西川町の林業にもっと力を入れ、西山材をもっと積

極的に利用するべきではないか、有害鳥獣がふえている反面、狩猟人口が減っており、その

対策を急ぐべきだ等の意見が出されました。 

  また、各種団体の皆さんからは、それぞれの団体ならではの問題や要望などを聞くことが

できました。 

  公民館連絡協議会からは、議員のなり手確保対策に関する質問や意見をいただきました。

地区の役員もなり手不足が問題になっている現状で、議員のなり手確保対策については、議

員の中で対応すべきだとの意見もありました。また、夜間議会や議員報酬の件など多くの意

見が出されました。 

  女性によるまちづくり会議Ｌｏｖｅらぼは、気軽に交流のできる場所が欲しいとの要望も

出されました。 

  西川小学校ＰＴＡ役員の皆さんからは、小中学校にエアコンの設置、除雪対策として登下

校時の歩道の確保、防犯対策としてＬＥＤ街灯の増設、また、音楽などを通じた上層教育に

も力を入れてほしいとの４つの要望が出されました。ほかにも、子育て環境の問題など多く

の意見が出されました。 

  町民の皆様からいただいたさまざまなご意見やご要望は、町に対してきちんと伝え、確認

するとともに、私たち議員一人一人も前向きに取り組んでまいりたいと思います。 

  以上、広報公聴常任委員会の活動報告といたします。 

○伊藤議長 以上で議会諸報告は終わりました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎行政報告 

○伊藤議長 日程第４、町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

  小川町長。 

〔町長 小川一博君 登壇〕 

○小川町長 おはようございます。 

  本日、平成30年第４回定例会を招集いたしましたところ、全員のご出席を賜りまして、ま
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ことにありがとうございます。 

  初めに、本定例会におきまして、議員の皆さんに啓翁桜のネクタイ、スカーフを着衣いた

だき、啓翁桜議会として開催いただきますことに深く感謝を申し上げます。 

  議長からありましたとおり、啓翁桜の園地拡大強化を図りながら販売額１億円、そして全

国に誇れる産地を目指し、トップセールスにも力を入れてまいる所存でありますので、議員

の皆さん、町民の皆さんのさらなるご理解とご支援をお願い申し上げます。 

  それでは、行政報告を申し上げます。 

  初めに、このたび、西川町地域学校協働本部の活動が地域学校協働活動推進に係る文部科

学大臣表彰を受賞する運びとなり、本日、文部科学省において表彰式がとり行われておりま

す。 

  この表彰は、幅広い地域住民等の参画により、地域全体で未来を担う子どもの成長を支え、

地域を創生する活動に対し表彰されるもので、西川小学校のふるさと学校や放課後子どもプ

ラン等の活動が評価されたものであります。まさに町民の皆さんの小中学校へのご支援、ご

協力に対しての表彰であると受けとめております。この場をおかりしまして、町民の皆さん

に感謝を申し上げます。 

  次に、11月28日に、東京のＮＨＫホールで開催されました全国町村長大会についてご報告

申し上げます。 

  町村の多くは農山漁村地域にあり、文化・伝統の継承はもちろん、食料の供給、水源涵養、

自然環境の保全等、国民生活にとって極めて大きな役割を果たしてまいりました。このよう

に国民共有のかけがえのない財産であり、日本人の心のふるさとである農山漁村を次世代に

引き継いでいくことが町村の責務であります。 

  しかしながら、町村は急速な少子高齢化や人口減少、基幹産業である農林水産業の衰退な

ど多くの課題を抱えており、また、総じて税源に乏しく、厳しい財政運営を余儀なくされて

おります。加えて、東日本大震災、熊本地震及び集中豪雨等による大規模災害の被災地にお

ける復旧・復興を初め、一億総活躍の実現に向けたさらなる地方創生の推進のためには、国

と地方が総力を挙げて取り組んでいかなければならないことを確認したところであります。 

  このような情勢の中で、町村は相互の連携を一層強固なものにしながら、直面する困難な

課題に積極果敢に取り組み、地域特性の資源を生かした施策を展開し、豊かな住民生活と個

性あふれる多様な地域づくりに邁進することを決意いたしました。 

  また、重点事項として大規模震災、豪雨災害からの復旧・復興と全国的な防災・減災対策
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の強化、一億総活躍社会の実現に向けた地方創生のさらなる推進など、９項目の実現を強く

求める決議を行い、さらに車体課税に係る地方税収の確保を緊急決議いたしました。 

  次に、11月20日に東京の砂防会館で開催されました全国治水砂防促進大会についてご報告

申し上げます。 

  大会に先立ち、特別公演として、ＮＨＫ解説委員の松本浩司氏による「命を守る避難をど

う徹底するのか ７月豪雨の教訓」と題し、講演が行われました。大会においては、「これ

からの砂防」と題し、国土交通省砂防部長の栗原淳一氏の講演と、広島県熊野町の三村裕史

町長から「平成30年７月豪雨災害」について、愛媛県宇和島市の岡原文彰市長から「西日本

豪雨について がんばろう宇和島」についての意見発表が行われ、議事においては、砂防関

係事業の促進を強力に推し進めるための大会提言を決議いたしました。 

  次に、11月29日に東京のグランドアーク半蔵門で開催されました全国山村振興連盟通常総

会についてご報告申し上げます。 

  議事に先立ちまして、新潟県糸魚川市の米田徹市長と広島県世羅町の奥田正和町長からま

ちづくりについての事例発表が行われました。 

  議事においては、平成31年度政府予算編成に当たり、自然災害の被災地、東日本大震災被

災地の復旧・復興、山村振興対策の総合的・計画的推進、多面的・公益的機能の持続的発揮、

山村地域の活性化、産業の振興、地域資源の活用など、13項目について政府並び国会に要請

することを議決いたしました。 

  さらに、山村は、日本人としての精神の原点として我が国を支えてきた力の源であり、水

資源、エネルギー資源を守り、国土保全、都市住民への憩いの場、若者の教育の場の提供な

ど、多面的・公益的機能の発揮に重要な役割を担っておりますが、この国民の共有の宝であ

る山村は、国土の約５割にも及んでおり、そこを人口のわずか３％の住民が守っているもの

の、その多くの山村が集落機能の崩壊等により存続の危機に瀕していると言っても過言では

ない状況にあります。 

  こうした中で山村の持つ多面的・公益的機能の一層の充実を図ることが重要であり、この

ため山村住民の定住と集落維持により、山村の活性化、自発的発展を図ることが我が国全体

の発展につながるものであり、国においては、山村振興を国の重要課題に捉えて山村振興対

策を図るよう、強く要望することを決議いたしました。 

  次に、大井沢小水力発電所通電式についてご報告申し上げます。 

  平成26年度に県営大井沢地区地域用水環境整備事業の採択を受け、本年度までの５年間、
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県において整備をいただいた大井沢小水力発電所がこのたび完成し、11月15日に通電式を開

催いたしました。 

  当日は、飛塚村山総合支庁長、松田県議会議員、伊藤町議会議長を初め、地元大井沢地区

の皆さんなど多数のご来賓のご臨席を賜り、皆さんが見守る中で代表者が起動スイッチを押

し、無事発電を開始いたした次第であります。このように大井沢小水力発電所の通電を開始

できましたことは、ひとえに議員の皆さんを初め、県並びに大井沢地区民の皆さんの並々な

らぬお力添えたまものであると心から敬意と感謝を申し上げる次第であります。 

  今後は地域の方々とともに、大井沢小水力発電所並びに大井沢堰の管理運営を行いながら

自然豊かなこの町の農業振興、経済発展、そして地域活性化へと寄与してまいりますので、

今後とも皆さんのご協力、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

  次に、一連のスポーツ大会等についてご報告申し上げます。 

  11月11日に開催されました第65回西村山地区駅伝競走大会に本町から２チームが出場し、

出場全10チーム中、Ａチームが５位、Ｂチームが７位という結果になりました。上位入賞に

は届きませんでしたが、若手の選手を中心にチームが構成され、明るい雰囲気の中で大会を

迎えることができ、各選手が健闘していただいたとお聞きしております。 

  また、高校生、中学生らも加わる中で、約２カ月に及ぶ練習に取り組んでいただいたとの

ことで、来年度以降の町駅伝や、西村山地区駅伝大会に必ずやこの成果があらわれるものと

思っております。大会出場に不可欠な中学生選手の賛同にご同意いただいた保護者の方々の

ご理解にも感謝を申し上げますとともに、連日にわたりご尽力いただいた西川町陸上競技協

会関係各位に心から御礼を申し上げます。今後、さらなる競技力の向上、選手育成の取り組

みにご期待を申し上げる次第であります。 

  11月25日に開催いたしました第42回西川町壮年バレーボール大会には、町内各地区から10

チーム参加をいただきました。結果は、下堀チームが優勝、海味の海援三太郎が準優勝しま

して、上西宝沢チームと入間チームが３位となりました。 

  また、昨日開催いたしました第51回西川町家庭婦人バレーボール大会には、10チームの参

加をいただきました。そして、昨年の第50回大会を記念して実施しましたプラカードコンテ

ストを今回も行いましたが、各チームとも趣向を凝らしたプラカードにより、華やかな雰囲

気の中での入場行進になり、その後熱戦が繰り広げられたとのことであります。 

  これらバレーボール大会は、町の駅伝競走大会と並んで、地域の広い世代の交流などに大

きな役割を果たしてきているのではないかと感じております。 
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  結果は、海味Ｃチームが優勝、間沢Ａチームが準優勝、海味Ｂチームと吉川Ａチームが続

いて入賞しております。今後とも地域の親睦を図り、健康増進をはかるため、このようなス

ポーツ大会を開催してまいりますので、引き続きご協力を賜りますようお願いいたします。 

  以上を申し上げまして、第４回定例会の行政報告といたします。 

○伊藤議長 以上で行政報告は終わりました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案の上程 

○伊藤議長 日程第５、議案の上程を行います。 

  同意第５号 西川町教育委員会委員の任命について、議第55号 西川町町税条例の一部を

改正する条例の制定について、議第56号 西川町特別職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定について、議第57号 西川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定について、議第58号 西川町社会体育施設条例の一部を改正する条例の

制定について、議第59号 西川町定住促進住宅条例の一部を改正する条例の制定について、

議第60号 平成30年度西川町一般会計補正予算（第６号）、議第61号 平成30年度西川町国

民健康保険特別会計補正予算（第３号）、議第62号 平成30年度西川町公共下水道事業特別

会計補正予算（第２号）、議第63号 平成30年度西川町介護保険特別会計補正予算（第２

号）、以上10議案を一括上程します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎提案理由の説明 

○伊藤議長 日程第６、提案理由の説明を求めます。 

  小川町長。 

〔町長 小川一博君 登壇〕 

○小川町長 ただいま上程されました議案についてご説明申し上げます。 

  同意第５号につきましては、西川町教育委員会委員の任命についてであります。 

  西川町教育委員会委員、笹島智子さんは、平成30年12月22日をもって任期満了となるので、

その後任として松田光子さんを任命するため、提案するものであります。 
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  なお、松田さんにつきましての略歴等につきましては、皆さんのお手元にお渡ししており

ますが、保健婦として天童市に在職されまして、その後平成22年から西川町の主任児童委員

としてご協力いただいておりますが、今、西川町は、これまで小中一貫教育というようなこ

とで進めておりますが、さらに幼児からの保小中一貫教育を目指しておりまして、その構想

としまして西川学園構想を今策定中でありますので、そういった意味で幼児も含めた教育環

境、こういったものについてのご意見等も非常に重要だと思って今回の推薦といたしたとこ

ろでありますので、よろしくお願いします。 

  議第55号につきましては、西川町町税条例の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。 

  地方税法の一部改正に伴い、規定の整備を図るため提案するものであります。 

  議第56号につきましては、西川町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてであります。 

  常勤の特別職及び議員の期末手当を改正するため提案するものであります。 

  議第57号につきましては、西川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてであります。 

  人事院勧告及び山形県人事委員会勧告に基づき、一般職の職員等の給与の改正を行うため

提案するものであります。 

  議第58号につきましては、西川町社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について

であります。 

  西川町民体育館使用料の一部を改正するため提案するものであります。 

  議第59号につきましては、西川町定住促進住宅条例の一部を改正する条例の制定について

であります。 

  西川町定住促進住宅Ｂ棟を新たに設置するため提案するものであります。 

  議第60号につきましては、平成30年度西川町一般会計補正予算（第６号）であります。 

  既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億9,813万2,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ53億7,937万4,000円といたすものであります。 

  歳出の主なものから申し上げます。 

  人事院勧告及び山形県人事委員会勧告に基づく給与の改正等に伴い、各款にわたり第２節

給料、第３節職員手当等、第４節共済費の給与等に要する経費の組み替えを行うものであり

ます。 
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  給与等に要する経費以外につきまして申し上げます。 

  第２款総務費につきましては、町内公共施設Ｗｉ－Ｆｉ整備に伴う通信運搬費35万7,000

円、同じく工事請負費200万6,000円の追加などであります。 

  第３款民生費につきましては、障害者自立支援事業に伴う扶助費428万円、介護保険特別

会計繰出金826万円の追加などであります。 

  第４款衛生費につきましては、小山鉱山公害防止坑内水中和処理維持管理委託料７万

9,000円の追加であります。 

  第６款農林水産業費につきましては、大井沢小水力発電事業負担金250万円の追加などで

あります。 

  第７款商工費につきましては、起業支援事業補助金100万円の追加であります。 

  第８款土木費につきましては、住宅建築支援補助金300万円の追加などであります。 

  第９款消防費につきましては、吉川坂ノ上地内消火栓更新工事請負費87万5,000円の追加

などであります。 

  第10款教育費につきましては、西川小学校冷房設備増設工事設計監理業務委託料594万円、

同じく工事請負費１億1,448万円、西川中学校冷暖房設備改修工事設計監理業務委託料259万

2,000円、同じく工事請負費4,320万円などの追加などであります。 

  第11款災害復旧費につきましては、８月５日から６日にかけての大雨に係る被害等に伴う

農林業災害復旧事業補助金143万6,000円の追加であります。 

  第13款諸支出金につきましては、小山のご出身で東京都にお住まいの渋谷喜美夫氏から20

万円、海味にお住まいの奥山和茂氏から30万円のご寄附をいただいたことに伴う地域福祉基

金積立金50万円の追加であります。 

  歳入につきましては、第９款地方交付税4,293万2,000円、第13款国庫支出金104万9,000円、

第14款県支出金361万8,000円、第16款寄附金50万円、第17款繰入金１億5,000万3,000円、第

19款諸収入３万円の追加であります。 

  議第61号につきましては、平成30年度西川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）で

あります。 

  事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ3,111万4,000円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億2,898万9,000円といたすものであります。 

  歳出につきましては、保険給付費に高額医療及び高額薬剤の支出が見込まれるため、一般

被保険者の療養給付費として2,478万円を、同高額療養費として622万円をそれぞれ追加し、
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退職被保険者の療養給付費26万円を同高額療養費に組み替えるものであります。 

  また、保険事業につきましては、所得税法の改正等により確定申告に利用可能な医療費通

知の作成を委託し、送付するための経費として11万4,000円を追加するものであります。 

  歳入につきましては、保険給付費については保険給付費等交付金で、保険事業費は繰越金

でそれぞれ対応するものであります。 

  議第62号につきましては、平成30年度西川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

であります。 

  既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ16万4,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億7,926万5,000円といたすものであります。 

  歳出につきましては、管渠管理費に役務費、委託料を追加するものであります。 

  歳入につきましては、繰越金で対応するものであります。 

  議第63号につきましては、平成30年度西川町介護保険特別会計補正予算（第２号）であり

ます。 

  既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ890万8,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７億5,195万8,000円といたすものであります。 

  歳出の主な内容につきましては、地域支援事業費の介護予防・生活支援サービス事業費に

ついて、今年度の利用実績により100万円の追加、諸支出金について、平成29年度実績報告

に伴う返納金など790万8,000円を追加するものであります。 

  歳入につきましては、地域支援事業費の財源となる国、支払基金、県、町のそれぞれの負

担割合に応じた額を追加し、諸支出金については一般会計繰入金等により対応するものであ

ります。 

  以上、ご説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明いたさせますので、

よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎人事案の審議・採決 

○伊藤議長 日程第７、人事案の審議・採決を行います。 

  同意第５号 西川町教育委員会委員の任命についてを議題とします。 

  議事係長に議案を朗読させます。 
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〔議事係長 朗読〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 質疑なしと認め、討論を省略し、採決します。 

  同意第５号 本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり同意することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎請願の常任委員会付託 

○伊藤議長 日程第８、請願の常任委員会付託を議題とします。 

  本日まで受理した請願は、お手元に配付しております請願文書表のとおり、総務厚生常任

委員会に付託します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○伊藤議長 以上で本日の議事日程は全部終了しました。 

  これにて散会します。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午前１０時２３分 

 



 

平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 ４ 日 
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平成３０年第４回西川町議会定例会 

 

議 事 日 程（第２号） 

                    平成３０年１２月４日（火）午前９時３０分開議 

 

 日程第 １ 一般質問 
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     １番  大 泉 奈 美 議員     ２番  大 江 広 康 議員 

     ３番  佐 藤 耕 二 議員     ４番  飯 野 咲 子 議員 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議の宣告 

○伊藤議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は全員です。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開

きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進めてまいります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○伊藤議長 日程第１、これより一般質問を行います。 

  通告順に発言を許します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 宮 林 昌 弘 議員 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

〔８番 宮林昌弘議員 質問席へ移動〕 

○８番（宮林昌弘議員） ８番、宮林昌弘でございます。 

  今回私は、本町における路線バスを初めとする公共交通の整備拡充について、一般質問を

行います。 

  山間地域が多く地域公共交通が不便な県ほど自家用車所有台数が多くなっているようで、

１世帯当たりの自家用車所有台数で全国第１位は福井県、1.72台。第２位は富山県、1.67台。

第３位が山形県、1.66台になっております。 

  本町の場合はというと、ことし３月31日現在で、自動車所有総台数は5,046台だそうでご

ざいまして、うち乗用車、軽乗用車の所有台数は3,504台。１世帯当たり乗用車所有台数は

1.88台になっております。 

  運転免許を持たない高齢者を初め、障害者、保育園園児、小中高校生の通学生などの地域

住民の移動手段を確保し、都市と地方の格差を解消するため、本町の地域公共交通のさらな
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る整備拡充をする必要があるという観点から、次の質問をいたします。 

  質問１ですが、本町の路線バスは町民混乗型のスクールバス10台を主体にして運行してお

りますが、路線バスの運行を開始してから41年経過しており、運転手の確保やデマンド運行

など、利用者の利便性や運行上の課題をどのように捉え検証しているのでしょうか。 

  また、今後さらに利用度アップを初め町民の利便性を確保するため、路線バスの利用向上

に向けて改善すべき点をどのように考えているのかについて、まず、最初にお尋ねいたしま

す。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

〔町長 小川一博君 登壇〕 

○小川町長 おはようございます。 

  ただいまの宮林議員のご質問にお答えいたします。 

  路線バスの運行上の課題、改善点についてでありますが、本町の路線バスにつきましては、

議員ご指摘のとおり昭和52年７月から運行を開始しておりまして、今年度は運行開始から41

年目に当たります。 

  運転手につきましては、運行開始に当たり当初は非常勤特別職の路線バス運転手としてお

りましたが、その後月山観光タクシー株式会社に運行業務を委託することとなりまして、同

社では路線バス運転手として現在27名が従事しております。運転手の確保につきましては、

年金の受給年齢が65歳へ引き上げられまして雇用形態が変わったこともあり、求人の問い合

わせについては少ないと聞いております。 

  デマンド運行などの課題といたしましては、デマンド運行のみならず通常の路線運行の利

用者が減少していることなどの課題もありまして、毎月乗降客数や運行状況につきまして委

託先である月山観光タクシー株式会社との検討会を開催しているほか、年に２回の路線バス

体系連絡調整会を開催しまして、他の公共交通機関及び各路線間を乗り継ぐ際の接続環境や

路線バスのさらなる効率的な運行体系など、改善すべき点について意見の調整を図っておる

ところであります。 

  以上であります。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） 路線バス運行開始から41年経過しているというようなことで、いろ

いろな今までの経緯もあったわけでございますけれども、当初走り出したときには、遠隔地

である大井沢の方々は非常にありがたいというようなことで、大井沢区にも協力金なるもの
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を町に出しながら、存続してもらいたいという動きもあったようでございます。 

  特に一般乗客も含めてですが、質問第２に移りますけれども、高校生の通学路線の関係で

ございます。 

  高校通学路線である左沢高校線、寒河江駅線、羽前高松駅、県立河北病院の病院線の利用

状況はどのようになっているんでしょうか。特に県立谷地高校路線については羽前高松駅か

らというようなことになったわけでございまして、いろいろ利用客数など教えてもらいたい

と思っております。 

  また、通学生や保護者からの運行上の苦情や要望などの改善すべき点と、採算面から考え

た場合復路便のいわゆる帰りの便ですけれども、復路便が非常に空バスで走っているのが多

いわけでございまして、復路便の利用向上についての方策はないものかについてお聞きいた

します。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 質問の第２点目でありますが、高校通学路線の利用状況、それと運行上の改善点

と復路便の利用向上についてでありますが、利用状況につきましてはこれまでもご説明ご報

告申し上げておりますが、大井沢、稲沢、左沢線については高校生の通学といたしまして１

日７名前後の生徒が道の駅にしかわ寒河江駅線。そして、道の駅にしかわ寒河江駅線につい

ては寒河江市のほか山形までの通学生徒も含め20名前後、羽前高松駅・県立河北病院線につ

きましては10名前後の生徒が利用している状況にあります。 

  時間帯によりましては、通学と通勤が重なりまして混雑するなどのご意見をいただいてい

る路線もありますので、今後さらに改善すべく方策を協議しているところであります。 

  また、復路便につきましては、通学通勤が主な目的でありますので、復路についての利用

をふやすのは難しいことでありますが、本町の温泉やイベント、さらに観光等への誘客の活

用について、検討していく必要があると考えているところであります。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） 特に復路便の関係を今回取り上げてみましたけれども、例えばの話

ですけれども、この前社会福祉協議会の事務局長から話を聞きますと、海味温泉うなぎ湯が

大変人気があるといいますか温泉効果が高いというようなことで、河北町にも「ひなの湯」

があるわけですけれども、河北町からの入浴客がふえているという話を聞きました。ミニデ

ィなんかにも使っているということでございます。 

  そんなことも含めながら、さらにはきのう病院の新改革プランの研修会議の結果の報告が



－24－ 

ありますけれども、私も会議に出たわけですけれども、委員の方から大江町では開業医が非

常に少なくなったというようなことで、西川町立病院に患者誘導できないかという意見も出

されました。 

  私も聞いていてなるほどなと思ったわけでございますので、それらについてやはり採算面

を考えた場合には、復路便が空バスで走るというようなことがなるたけないように、復路便

の高度利用も含めながら、何とかバスのほうで呼びかけながら、そういう復路便の利用向上

に向けての方策がないものかというようなことで、私今回取り上げたところでございます。 

  そんなことでいろいろなそういう情報等もお聞きしておりますので、何か考えられる点が

あるかどうかですけれども、何とかそれらの意見を生かした中で、今後の復路便の利用向上

に向けられないかというようなことで、再度質問いたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まずは復路便の利用等につきましてですが、今議員からご指摘ありましたように

河北町からの利用さらには大江町の町立病院の利用、こういったものについてのご意見のご

指摘をいただいておりまして、そういった意味もありましてさらに今、１市４町で県が中心

となって路線バス、既存の路線バス以外のバスの運行方法、利用方法についての検証試験も

やっておりますので、その中でさらに検討させていただければと思っていますし、町といた

しましても今ありましたような勧誘と申しますか、そういったお話は進めていきたいと思っ

ていますので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） 路線バス運行も、採算面を考えながら今後の運行について考えてい

ただきたいと思っております。 

  次の質問３に移ります。 

  本町の地域公共交通の主役である路線バスは、平成12年４月から均一200円の利用料で運

行されており、町民にとっては大変利用料が安いということはありがたい話でございますが、

採算面を考えた場合、今後利用料の見直し検討についてどのように考えているのかについて

町長の見解をお聞きいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 質問の第３点目、利用料金の見直しについてでありますが、現在の均一料金200

円につきましては、平成12年４月から町内の生活圏の料金負担を均一にすることや保育園の

移転に伴う通園手段の利便性を考慮しまして、町内生活圏域における料金を定額200円に、
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中学生以下を無料といたしたところであります。 

  利用料金の見直しにつきましては、利用者が交通弱者といわれます交通手段を持たない高

齢者や保育園児、小中学生、高校生などでありますので、当面は現在の料金体系を維持した

いというようなことで考えておるところであります。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） 当面は現在の200円を維持したいというようなことで町長の考えの

ようでございますが、スクールバスは10台運行しておりまして、スクールバスの年間の運行

経費が約4,600万円かかっているようでございます。さらに路線バスについては5,300万円と

いうようなことで、決算の資料を見ますとそのような数字が出ております。両方合わせます

と約１億円の運行経費になるかと思います。 

  一方利用料を調べてみますと、バスの使用料については２万7,700人の利用で721万630円

という決算の額が出ております。さらに寒河江市の負担分644万9,067円、約645万円ほど寒

河江市からもいただいております。そんなことで単純に収入といいますか、使用料の分だけ

足しますと1,365万円というようなことになります。 

  非常に一般財源の負担も大きくなっているわけでございますので、町民の利便性を考えた

場合は確かに200円の均一料金でやっていきたいというのは、考え方はわかるんですけれど

も、やはりある程度採算面も考えないと財政負担が非常に重くなるという観点から、当分は

引き上げないというならそのとおりでありがたい話でございますけれども、今後の運行を考

えた場合は採算面も十分検討なされた中で、今後の運行を考えていただきたいと思います。 

  それでは次に、質問４に移ります。 

  昨年度運転免許証返納者が、通告書では30名と書きましたけれども、決算資料を見ますと

実績としては28名だったようでございますので、これは訂正をお願いします。運転免許証返

納者が28名おりました。当初予算では20名を想定しておったのですが、予想以上に多かった

なと私も考えております。 

  免許証を返納した高齢者は自由自在に動けなくなり、不便な生活を強いられることになり、

２万円のタクシー利用券やバス利用券が交付されますが、１年限りの交付では足りないので

はないかという要望が多くあるようです。町長と語る会で本道寺でもその話が出ました。せ

めて１年限りではなくて３年ぐらいに延長してできないかという要望もあるようでございま

す。 

  一方運転免許証を返納した方が、電気自動車いわゆる電動車を買って乗っている方を大分
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見受けられます。電気自転車については余り乗っている方おりませんけれども、それらの返

納者に対する電動車や電気自転車等を買った場合の補助等についても考えられないかという

ようなことで質問いたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 ただいまの質問で、運転免許証の自主返納者に対する支援についてでありますが、

この事業につきましては、高齢化社会が進むにつれまして増加します高齢者の交通事故の減

少を図るため、高齢者の身体能力の低下及び運転に不安を感じるようになってきた場合に、

自主的に運転免許証を返納していただくよう推奨する中、自主返納した後の日常生活の支援

を目的としまして、昨年度から実施いたしております。支援の内容につきましては、運転免

許証を自主的に返納された方の移動手段の確保という点もありますが、最も重要な意義は高

齢者の交通安全の確保でありまして、支援内容は運転免許証を返納するきっかけに結びつく

ものとして定めたものであります。 

  金額につきましては、運転免許証を返納したことにより、自動車を保有することによる車

検費用や燃料費等の経費がなくなることなども考慮して設定したものでありまして、また、

電動車などへの補助につきましては、乗用車と同様に運転操作を伴うものでありまして、そ

の方の身体機能の状態にも関係するため、慎重に検討する必要があると考えております。 

  町といたしましては、運転免許証を返納された方に対しては、身体機能に不安がある方で

もありますので、その方に対しては積極的に介護予防に取り組むなど、力を入れてまいる所

存であります。 

  また、要介護認定を受けている方へのお出かけ支援事業や、障害者を対象としました福祉

タクシー利用助成事業なども行っておりますので、ご理解をよろしくお願いします。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） 電動車に乗っている方に聞いてみましたら、何ぼするもんだいとい

うことを聞いたら、36万円ぐらいするというようなことでございます。大分電動車も走行が

見受けられますけれども。 

  例えば今まで返納者に対しては、単年度２万円分のタクシー券なりバス券を交付している

んですけれども、５年ではちょっと長いのではという話もあります。ですから私は中をとっ

て３年ぐらいは延長してもらいたいということなのですけれども、３年延長した場合ですと、

二三が六で６万円になるわけです。ですからバス券なりタクシー券を利用する場合と、あと

は電動車を買った場合には例えば同じ６万円ぐらいに、電動車に対する補助も選択できるよ
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うな形にできないかというようなことで私は質問したいわけでございますので、その点十分

考えてもらいたいなと思っております。 

  電動車は歩道を走っているわけで、車道と違ってそう危なくはないのではないかというよ

うなことで、まだ運転に自信がある方は電動車を利用しているようでございますので、それ

らも今後十分考えていただきたいなと思っております。 

  それでは、質問５に移ります。 

  寒河江市では公共交通不便な５地区、いわゆる幸生、田代、醍醐、谷沢、中郷を対象に乗

り合いタクシーを運行しております。本町でも路線バスは走っているわけですけれども、い

ろいろそのほかにさまざまな形で出向く場合には、乗り合いタクシーも必要ではないかと思

っております。 

  そんなことで、遠隔地である西部地区を対象に、高齢者の乗り合いタクシー等の運行を考

えるべきと思いますが、町長の見解をお聞きいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 西部地区を対象としました高齢者乗り合いタクシーの運行についてへのご質問で

ありますが、近隣市町においても、バス路線のない公共交通空白地帯の解消と高齢者の生活

を支えるため、近年試行期間などを経て、その地区に住む登録者に対してタクシー事業者の

小型タクシーまたはジャンボタクシーによる運行時間を定めた乗り合いタクシーの予約運行

を実施しているようであります。 

  本町におきましては、町内全域に路線バスが運行しておりまして、利用者が減少した地域

にあっては一部デマンド要するに予約制として運行してまいりましたのですが、さっきの質

問１でお答え申し上げましたが、デマンド運行の利用者も減少していることもありまして、

今後は高齢者の運転免許証自主返納者への支援や通院、買い物、子育て支援などのためのデ

マンド乗り合いタクシーがよいのか、小型の車両などによる路線バスのデマンド運行がよい

のか、高齢者の方のご意見や地域の実情に合った利用しやすい公共交通体系の構築を図って

いくとともに、第６次総合計画の後期基本計画におきましても、生活環境対策の一つとして

公共交通対策の充実を検討しておりまして、これにあわせて本町の地域公共交通網を見直す

計画が必要であると考えております。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） 寒河江市を例にとりますと、田代、幸生エリアは500円。醍醐、谷

沢、中郷は300円というようなことで、値段の格差があるようでございます。 
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  私もデマンドの路線バスへ年間に何回か乗りますけれども、ほとんど私だけですね、大き

いバスに私だけ。私だけ乗っている貸し切りバスになってしまいます。非常にもったいない

なと、気の毒だなという感じもします。さらにおりるときには200円ぽろっと、200円だけで

乗れると、非常にありがたい話ですけれども、もったいないなが先に立ちます。 

  そんなことから、デマンド運行についてはやはり利用者も減っているというようなことな

んで、その辺は今の路線バスよりも小型化する必要があろうというようなことで、先ほど言

ったように高齢者の乗り合いタクシーのような形に切りかえながら運行できないかというの

が私の考えでございます。 

  そういう点では十分寒河江市に倣った中で、寒河江市では路線バスがないからタクシーを

走らせているというようなことだそうでございますので、その辺今後のバス利用については、

乗客の少ない路線とかデマンドについては小型化していくと、乗り合いタクシー的なものに

していくということでぜひ切りかえが必要かと思いますが、その辺り再度もう一回質問いた

します。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 今議員ご指摘のように、乗客が１人、あとはゼロというようなそういった路線も

あるということで、前々からバスの小型化、こういったものを検討するべきだというような

ことで考えておりましたんですが、ただ全体的なバスの配車等も考えますと、なかなか踏み

切る時点と申しますかそういったものがあろうかと思いますが、先ほど申し上げましたよう

に今、小型タクシー、ジャンボタクシーまたは今申し上げましたバスの小型化、こういった

ものを含めて全体的な検討が必要かとも思いますので、でき得ればやはりコストのかからな

い、そして利用者に利用しやすい交通体系だと思っていますので、そういった観点で吟味し

たいと思っていますので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） 検討する検討するではなくて、やはり早い機会に検討した結論を出

してもらうというようなことから、積極的にその点については検討検証してもらった中で取

り組んでもらいたいと思っております。 

  次に、質問６に移ります。 

  ２次交通の関係ですが、山形空港、ＪＲさくらんぼ東根駅から、また、高速道路西川イン

ターチェンジバス停から予約制定額乗り合いタクシー、月山ライナーの運行は、利用者から

大変好評のようでございます。前にも山形新聞で月山の宿に直接連絡ということで新聞等に
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も出たところであります。乗り合いタクシー好評というようなことで出ております。 

  また、高速道路バスストップからの志津、姥沢線は利用者もふえつつあるようですが、い

ろいろな苦情も聞かれます。特に月山観光誘客拡大に向けて増便するとかダイヤの見直し、

特に乗り継ぎの際に待っていたけれども、路線バスが行ってしまったとかという苦情も年間

に何回かはあるようでございます。 

  あとさらには、月山ライナーを使った場合旅館側で１人当たり500円の負担をすると、例

えば１人乗っても500円、４人乗ってくれば2,000円というようなことなので、その辺旅館側

の負担というのをもう少し考えて低減してもらえないかということも、いろいろ要望として

あるようでございますので、今後の運行改善についてどのように考えているのかお聞きいた

します。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 質問の２次交通の運行改善の考え方についてでありますが、月山朝日地域を主た

るエリアとしまして、観光交流人口100万人の目標達成による観光業の所得向上、そして観

光の持続的な発展を図るために、町観光協会とともに、これまで各種の取り組みを展開して

いるところであります。 

  その中において町を訪れる観光客や宿泊業関係者の方々からは、これまでも主要交通拠点

と観光施設、宿泊地域とを連絡します交通手段として、２次交通の確保充実が求められてお

ります。町といたしましても、月山朝日地域の自然資源を活用したアウトドアスポーツや体

験が本町の観光スタイルであり、誘客を今後とも拡大するためには、観光客の目線に立った

個々に来やすい交通手段を提供することは、特に重要なことであると認識いたしております。 

  このような考え方から町は、町内タクシー会社と希望する旅館、制度によっては山形県や

協賛するレンタカー会社と連携しまして、低廉で利用しやすい２次交通対策を実施いたして

いるところであります。 

  平成29年度からは、山形空港を経由するＪＲさくらんぼ東根駅から月山志津温泉までの月

山ライナー便の運行やレンタカー割、今年度からは西川バスストップからのタクシー割を運

用しておりますが、利用状況が伸びていることもありまして、ことし９月には補正予算を確

保させていただいた経過もあります。また、町営バスの月山志津温泉線につきましても、２

次交通としてご利用いただいているところであります。 

  このような新たな２次交通の実施に当たりましては、観光関係者の方々の要望をお聞きし、

協議の上で実施しているところでありますが、公共交通との連絡や十分な周知など改善点を
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明確にしながら今後とも関係者との協議を重ね、他の交通拠点等からの新たな路線増設等を

含め計画的に拡充実施することが、観光客増加につながるものと認識いたしております。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） ２次交通は乗り継ぎというようなことになりますので、それらの苦

情がないように、今後も十分気をつけながら運行してもらいたいと思っております。 

  それでは、最後の質問になります。 

  質問７ですが、公共交通の都市と地方の格差是正のために、乗り合いタクシー、例えば車

両購入とか運行経費など、さらには公共交通の整備拡充をする財源として、ふるさと寄附金

を有効に利用すべきと考えますが、町長の見解をお聞きしたいと思います。 

  例えば車両の購入等については、いろいろ財源的にふるさと寄附金の利用なんかも考えて

もらいたいというようなことで、それらも含めて見解をお願いしたいと思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 都市と地方の格差解消のために、公共交通を整備拡充する財源としてのふるさと

寄附金の活用についてでありますが、ふるさと寄附金につきましては、西川町ふるさとづく

り寄附条例に基づきまして、特色あるまちづくり、都市と地方の格差解消、その他の事業分

野ごとに寄附金をいただいております。いただきました寄附金の充当事業につきましては、

決算附属資料にも添付しておりますが、平成29年度の充当事業としましては、特色あるまち

づくり事業では西川町子育て応援事業ほか３事業に1,700万円、都市と地方の格差解消事業

では小学校教育振興に要する経費として英語活動指導員に要する経費310万円、生涯学習勧

奨事業に90万円、計400万円。その他の事業では町営住宅整備事業として定住促進住宅建設

事業3,400万円。合計5,500万円となっておりますが、いずれも一般財源に対して寄附金を充

当いたしたところであります。 

  乗り合いタクシー車両購入や運行経費など、公共交通を整備拡充する財源としての寄附金

の活用でありますが、これまで路線バス運行経費につきましては特別交付税により経費の

80％が交付されておりまして、また、路線バス購入につきましては過疎対策事業債を活用し

ておりまして、さらにスクールバス運行経費につきましては普通交付税で１台当たり約610

万円が基準財政需要額に算入されているところであります。 

  今後乗り合いタクシー車両購入などの施策の必要性を生じてきた場合には、国の財源措置

の動向なども考慮しながら、さらにふるさと納税には国の方針等もあると思いますが期限な

どもあると思いますし、さらにふるさと寄附金の利用につきましては計画性をもって、長期
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にわたる場合は、慎重な検討が必要であると考えておるところであります。 

○伊藤議長 ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） ふるさと寄附金の使い方なのですが、ただいま町長から答弁にもあ

りましたように、私も決算の書類を持ってきました。ふるさと寄附金、いわゆる残高ですけ

れども、２億1,900万円残高がございます。平成29年度に使った分について、町長から話が

ありましたけれども、特色あるまちづくりに1,700万円、特に都市と地方の格差解消に400万

円が使われております。その他には町営住宅3,400万円というようなことで、5,500万円全部

で充当したわけですけれども、特に都市と地方の格差解消、都市と比べて田舎といいますか

山間部については、公共交通網が非常に不便な地区が多いわけでございますので、それらを

もっと格差解消するために、ふるさと寄附金をもう少し有効に使えないかというのが、私の

考え方でございます。 

  総務省が出したふるさと納税活用事例書で、いろいろ全国の優良事例が載っています。こ

れをずっと見ていきますと、例えば三重県の熊野市ではのってこらいという名前で、過疎地

の交通手段を確保というようなことで使っているようでございます。これもいわゆる乗り合

いタクシーを購入して、町民から大変喜ばれているという事例が載ってございます。こうい

う形に何とかもう少し都市と地方の格差解消をするために、ふるさと寄附金を有効に活用す

る方法方策を考えてもらいたいというようなことでございます。 

  最後の質問になりますけれども、第６次総合計画の後期計画策定に当たり、主要施策の生

活環境対策５項目の中にというようなことで、この前策定状況の資料にもありますように、

生活環境対策の５項目の一つに公共交通対策の充実とあります。町でも重要視しているわけ

でございます。そういう点で、特に利便性を追求し、地域住民の移動手段を確保するために、

地域公共交通の整備拡充について、町民の要望や意見を第６次総合計画の後期計画に反映し

ていただきたいと考えております。 

  そういう点では今回質問いたしました地域公共交通の整備について、町長の総括的なコメ

ントを最後にお願いしまして、私の一般質問を終わります。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 第６次総合計画の後期計画につきましては、議員の皆さんにご説明いたしている

とおりでありますが、今回の第６次総合計画の後期計画策定の関係で、アンケートの結果で

もありますように、まずは、雪対策、生活上一番不安と申しますか不便を感じるのは雪であ

りますので、さらに議員ご指摘のように、高齢化社会においてなかなか車の運転ができない
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というような、そういった環境にあるわけでありますので、そういった面では高齢者の社会

参加、こういったものがこれからの認知症対策と申しますか、生活上の大きな課題だと捉え

ておりまして、そういった面では交通対策これは非常に重要だと考えておりますので、それ

も含めて今回の第６次総合計画の後期計画で考えていきたいというように思いますんで、よ

ろしくお願いします。 

○伊藤議長 以上で、８番、宮林昌弘議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 佐 藤 耕 二 議員 

○伊藤議長 続いて、３番、佐藤耕二議員。 

〔３番 佐藤耕二議員 質問席へ移動〕 

○３番（佐藤耕二議員） ３番、佐藤耕二です。 

  今回私は、旧西部中体育館の無償譲渡契約を検証するために、質問したいと思います。 

  旧西部中体育館は、平成25年１月18日付で住宅用パネル製造工場として、旧ケーシースチ

ール株式会社と、議会の議決を経て、町と同社が無償譲渡契約を結びました。これは鉄骨づ

くり620.81平方メートルの体育館を無償譲渡する件、また、２筆4,005平方メートルの土地

を無償貸与するものです。さらに、平成26年６月に１筆1,352平方メートル、合計しまして

5,357平方メートルの土地を無償貸与すると、土地使用貸借契約を締結しました。 

  しかし、平成30年２月ごろから事実上の倒産状態になり、今に至っております。その前か

ら体育館は、あるいはその周辺は、資材置き場かごみ置き場のようになっていたのは、町で

も把握していたことと思います。また、町民の方からも今後を心配する声が上がっているこ

とから、最初の質問をします。 

  町長は、平成24年12月の定例会で、ケーシースチール株式会社から空き家校舎をぜひ活用

させていただきたいというような申し出があったというように答弁をしておりますけれども、

そのときに一般公募はされていたのかどうか、最初にお聞きしたいというように思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

〔町長 小川一博君 登壇〕 

○小川町長 佐藤議員からのご質問は、旧西部中学校体育館の一般公募についてでありますが、

旧西部中学校体育館につきましては、平成24年８月24日から10月１日までの間、旧西山小学
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校の校舎体育館及びグラウンド、旧水沢小学校の校舎の１階の一部と２階及び３階部分、旧

入間小学校校舎、旧小山小学校の体育館及びグラウンドとあわせて、利用希望により廃校舎

利活用の一般公募を実施いたしております。 

  この一般公募にケーシースチール株式会社から旧西山小学校、旧西部中学校の体育館及び

グラウンドについて応募がありましたが、平成24年10月10日、29日の２回にわたり廃校舎利

活用団体等選定審査会の審査結果を受け、庁議の決定の後、公募結果について11月20日の議

会全員協議会で説明しますとともに、11月29日に地元の代表者への説明会を開催し、平成24

年第４回定例会において旧西部中学校の体育館の無償譲渡、敷地の無償貸し付けについて議

決をいただき、平成25年１月18日に契約を締結しまして、平成26年５月から東日本大震災復

興のための災害公営住宅建設に向けて旧西部中学校体育館での事業が本格稼働、さらに６月

５日には所有権の移転登記が完了しております。 

  その間、平成26年４月25日に資材置き場にかかるグラウンドの追加の借り受け申し出があ

りまして、５月21日の廃校舎利用団体等選定委員会を経て、平成26年第２回定例会において

無償貸し付けについて議決をいただき、６月９日に契約を締結しているものであります。 

  以上であります。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 町長のほうから８月24日から10月１日ですか、公募という話があり

ましたけれども、８月31日のお知らせには、これにはこういうふうに書いてあるんですよ。

廃校となった町内小・中学校の校舎等を有効活用し地域振興を図るため、利活用を希望する

個人、団体を募集します。対象施設が、先ほど町長がおっしゃいましたその４つなんです。

この中には旧西部中学校が入っていないと思います、このお知らせの中だけ見ますと。その

辺はどうなんでしょうか。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 その内容については、そのほかに利用希望があれば申し出てほしいというような

旨の通知をやったということであります。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） その中の一部が該当しているということだったというふうに思いま

す。 

  ケーシースチール株式会社さん、ここではケーシースチール株式会社ということで、その

当時はケーシースチール株式会社でしたので、ケーシースチール株式会社に統一させていた
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だきます。 

  ケーシースチール株式会社さんのほうからは、申し出があったのはいつごろでしょうか。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 ちょっとその点につきましては、確認して後ほどご回答いたしますので、よろし

くお願いします。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） わかりました。 

  この平成24年の12月の定例会は、私ども議会のほうにはそのときにお話がありまして、そ

してそこで議決したわけですけれども、そのときの議決するまでの過程としまして、その当

時の総務課長でありました髙橋副町長からいろいろな説明を受けました。ただ、最終的には

その場で説明を受けましたけれども、議会のほうとしましてはそのときの状況とすれば、譲

渡する財産は何なのか、あるいはその相手先は誰なのか、また、その理由は何なのかとこの

３つについて、議決あるいは賛成反対するしか方法がなかったように、記憶ではありますけ

れども、そのように考えますと、確かに議会の議決は経ているのですけれども、どうも少し

振り返ってみますと、いろんな資料を見ますと少し早急過ぎるような気がいたしましたけれ

ども、その辺６年前のことですので記憶にないかもしれませんけれども、今感じられること

だけで結構ですので、町長のほうからお答えいただければなというように思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 議会に説明等につきましては、それなりの説明を行いながら皆さんのご理解を得

たと思いますが、町といたしましてもいろいろな廃校舎が相当ありますんで、それらの廃校

舎の計画的な解体等も含めて、廃校舎の利活用団体等の利活用の委員会なども設けておりま

して、そしてもし利用がなければ計画的に解体するというような、そういった計画も立てて

おりますので、その中でどうしてもやっぱり利用したいというものがあれば、その時期に合

わせて貸し付けなり譲渡を行うというような方針でありますので、時間的にそういった感じ

があったかどうか私もわかりませんが、町といたしましては、それなりの説明を行ったとい

うふうに認識しております。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 確かにそのときに説明は受けております。その説明を受けた上で議

決を経たということですので、その当時のことを考えますと、やはり町は企業を支援しなく

てはいけないだろうというようなこと、あるいは誘致企業は到底見込むのが厳しいだろうと
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いうような想定の中ですから、これはこれでいいと思います。 

  ただ私どももやはり議会で議決をしたわけですけれども、その後のことがやはり非常にど

うなのかというような心配もありますので、次の質問に移っていきます。 

  今のことに関連するんですけれども、次の質問に移る前に、契約譲渡契約書については議

会には平成24年12月21日の全員協議会で、そのとき案しか示されておりません。町の説明に

よりますと、議会の議決を経た契約案件については、契約書は議会の議決を経ることはして

いないということですので、議会は正式な契約書は見ていないということになります。この

ことを念頭に置きながら、以下の質問をしていきたいというふうに思います。 

  建物譲渡契約書（案）の第６条に住宅用パネル製造工場以外に使用してはならないとあり

ますけれども、町はその後実態を調査あるいは報告を求めたことはあるかどうか、また、よ

く見ますと５番目の質問もそうなんですけれども、５番目は土地使用貸借契約書（案）の第

９条に、必要があると認めるときは実地に調査し又は報告を求めることができるとあります

ので、これは似たような質問にもなりますので、もし何でしたら一括答弁してもよろしいで

すので、お答えいただければなというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 質問の２番目、実態調査の関係、さらに５番目に通告がありました、その後の契

約書にある実態等につきましてでありますが、実態調査、報告についてでありますので、質

問１でお答え申し上げますが、平成26年５月から災害公営住宅建設に向けまして住宅パネル

製作を始めていることを確認いたしておりまして、また、その際は大規模な住宅物件である

ため人手も６名増員し、さらに20名ほど募集しているとのことであったわけであります。 

  その後２年ほど住宅パネルを製造しまして、その後は住宅パネルの資材を持ちながら使用

していると認識いたしております。 

  一方、平成35年３月31日までの無償の使用賃貸借契約を締結しているグラウンドにつきま

しては、当然所有権は町にありますので、町でも管理いたしているところであります。 

  以上であります。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 平成26年の５月には確認しているというようなお話がありました。

この確認というのは報告を求めることがある、できるということなのですけれども、その報

告、確認はどのような方法で確認されているのか、教えていただければなと思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 
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○小川町長 確認の方法につきましては、担当のほうからご説明させますので、よろしくお願

いします。 

○伊藤議長 追加答弁を佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 ただいまご質問ございました確認の方法についてお答えさせていただきます。 

  確認につきましては、当時のケーシースチール株式会社のほうから文書等で現在の状況等

についても報告がありまして、なおかつ、現地のほうでも確認を行っているというようなと

ころでございます。よろしくご理解ください。 

  以上であります。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） そうしますとちょっと再度になりますけれども、平成26年の５月に

確認して文書で報告いただいたというようなことですけれども、ずっと振り返ってみますと

平成24年12月の定例会では、毎年経営状況を報告してもらうというふうに答弁されているわ

けですけれども、毎年行っていなかったというような理解でよろしいのでしょうか。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 事務的なものにつきましては、担当のほうからご説明させますのでよろしくお願

いします。 

○伊藤議長 佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 ただいまのご質問でございますけれども、毎年は行っていないというところ

でありまして、平成26年５月が最初になるとこういうことになりますので、よろしくご理解

ください。 

  以上であります。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 平成26年５月が最初で最後というように理解してもよろしいのか、

ちょっとそこだけ確認させてください。 

○伊藤議長 答弁は佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 それ以降につきましては、当然のことながら現地のほうに町の担当職員等が

赴くなりして現場の状況等は把握してございますけれども、文書等でケーシースチール株式

会社から報告いただいたというのは、この平成26年５月でございます。その後は職員のほう

で現場のほうの確認を適宜行っているということになります。 

  以上でございます。 



－37－ 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 東京商工リサーチによりますと、平成29年３月期の負債総額は約５

億2,000万円というように出ております。それによりますと、平成25年度からもう赤字状態

になっているというような調査報告があるんですけれども、その辺は把握していたんでしょ

うか。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 具体的な数値につきましては把握しておりませんでしたが、いろいろな商工会等

の状況報告などもあったわけでありますが、その程度であります。 

  以上です。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） わかりました。 

  では、次の質問に移りたいというふうに思います。 

  第７条に担保の用に供してはならないというふうにあるわけですけれども、この辺は抵当

権の設定なんかはあったのかどうかお聞きしたいというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 抵当権の設定についてでありますが、旧西部中学校体育館の抵当権の設定につき

ましては、登記簿を確認するなどしておりまして、この限りではなかったと認識いたしてお

ります。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 抵当権は入っていなかったということですけれども、ことしの４月

５日に町の体育館を差し押さえているというように思います。そのときの状況、差し押さえ

たというようなことですけれども、その中に、体育館の中にもあるいはグラウンドの外にも

廃材といいますかごみだと思いますけれども、それが非常に多くあるわけです。差し押さえ

だと仮に町が解体する場合は、これはどういうふうに処分対象になっていくのかどうか、今

時点で結構ですので、もしわかればなと思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 その辺は詳細につきましては、担当のほうからご説明させますのでよろしくお願

いします。 

○伊藤議長 追加答弁を佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 ただいまのご質問でございますけれども、議員おっしゃるように、確かに町
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のほうで差し押さえということで、手続のほうはとっておるところでございます。それを今

後どうするかとこういうことになりますけれども、これらにつきましては町のほうでも検討

しながらとこういうことになろうかと思いますけれども、何分今現在、一方ではいろいろな

手続等も準備が進んでおるという状況でもございますし、その点等も考慮しながら検討を進

めていきたいというふうに考えております。よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 新聞に、これが一番最初に無償譲渡されるというときの新聞記事に

こういう文章がちょっとあるんですね。廃校舎の利活用は、その方法次第では町財政の圧迫

につながりかねない大きな問題である、ということが書かれております。今、町としてはい

ろんな手続をされている最中だと思いますので、とにかく町財政の圧迫につながらないよう

な方法でやっていただければなというふうに思います。 

  次の質問に移ります。 

  同じく第10条ですけれども、この義務を履行しないときは、催促をせずに直ちにこの契約

を解除することができるというようにありますけれども、今現在、結果は求められないのか

もしれませんけれども、経営状況や決算書の提出はどういうふうな状況になっているのか、

あるいは去年の段階でもいいですからその辺の状況とか、もしわかるかどうかお聞きしたい

というように思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 建物譲渡契約の解除や経営状況、さらに決算書の提出についてでありますが、さ

っきの質問１でお答え申し上げましたとおり、平成26年６月５日付で旧西部中学校体育館の

所有権移転登記が完了しておりまして、また、幾度となく電話や自宅を訪問するなどして代

表取締役との接触を試みておりましたんですが、音信不通、接触不可能な状況にありますの

で、契約解除は町への所有権移転登記ができない現状にあります。 

  これまで質問２でお答え申し上げました実態調査へ報告を求めたほか、決算報告書の提出

を求めるなどして、状況の把握に努めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） ちょっと次の質問に移りますね。 

  最後の６番目ですけれども、町税等の滞納は、平成29年のころから始まっていると思いま

す。先ほども言いましたように。詳細な年月日あるいはその金額等わかれば教えていただき

たいというように思います。 
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○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 町税等の滞納状況の詳細な年月日、金額についてでありますが、町税等に係る事

案につきましては、地方公務員法第34条及び地方税法第22条で地方税に関する守秘義務が指

定されておりまして、また、その運用に当たっては、滞納者名及び滞納額の一覧であっても、

納税者等の利益を保護し行政の円滑な運用を確保するため、議会の審議の場においても開示

を求められた場合においても、原則開示すべきではないものとされておりますので、ご理解

くださるようお願いします。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） わかりました。 

  今からちょっと全体的な総括的な質問を若干させていただきたいというふうに思います。 

  まず、平成30年２月20日付で全員解雇の情報というようなものがあったと思います。町の

資料によりますと、町の資料といいますか議会に提出された資料を見ますと、２月27日にそ

の報告を受けたというふうにあります。その後商工会を通じて内容を聞いたというようにあ

りますけれども、なぜ商工会を通じてだったのかが、ちょっと私この辺が理解できない部分

で、やはり町が直接確認すべきだったというふうに思いますけれども、その辺の記憶なんで

しょうけれども、もしその辺わかればちょっとひとつ教えていただきたいというように思い

ます。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 私への報告としましてそのような経過でありますんで、なぜ商工会なのか等々に

つきましては、担当の課長のほうからご報告を申し上げます。 

○伊藤議長 志田商工観光課長。 

○志田商工観光課長 町内事業者の動向関係につきましては、商工会のほうで主に掌握をして

いるというようなところもございますし、もちろん行政側としてもそれはありますが、第一

義的に商工会のほうに確認をさせていただいたというような状況であるというふうに思って

おります。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 通常ならばそれでよろしいかと思いますけれども、今回は無償譲渡

の契約を結んでいて、直ちに解約できるというような条文もあるわけですから、その中でや

はりもっときちんとしなくちゃいけなかったんではないかなというように思います。 

  その当時はまだ事務職員の方も在籍していたわけです。事務職員といいましても一般的な
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事務職員じゃなくて部長さんかなんか役職のある方だったと思いますけれども、その方のお

話ですと、その当時は入間と狭山にまだ工場があると。そのときの状況としては、海味工場

と狭山工場を閉鎖して入間工場を残すというような情報があったと思います。 

  この時期ならばまだ社長とも連絡がとれていたと思いますけれども、その辺なぜその時点

でケーシースチール株式会社の社長さんととり合わなかったのかどうか、その辺があったの

かどうかもわかりませんけれども、ちょっと教えていただきたいなというように思います。 

○伊藤議長 答弁は佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 ただいま議員からございました、いわゆることしの冬場の間の相手方との対

応でございますけれども、商工会等につきましては先ほど志田商工観光課長からお答え申し

上げた考え方に基づき行ったものでございます。 

  加えまして町といたしましては、私どもの記録では議員ご指摘のとおりこの３月６日の日

に相手方の営業管理部長と話し合いを行った形跡がございます。ケーシースチール株式会社

のほうを訪問いたしまして、営業管理部長と話し合いをしたという記録がございます。この

際は社長のほうにも連絡するようにというようなことで、３月８日の日に再び営業管理部長

とも話をしまして、申し上げましたとおり社長にも電話連絡してくれるようにと電話依頼す

るという経過があったようでございます。 

  しかしながら３月の中旬に入りますと、電話等で連絡を行っておりますけれども、不通で

あったというようなことで、この辺から音信が途絶えてきているという状況にありますので、

よろしくご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 町長は毎年町内企業を訪問していらっしゃると思います。ケーシー

スチール株式会社さんには何回ぐらい訪問したのかわかりますか。わかったら教えていただ

きたいというように思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 毎年企業訪問をやっておりますが、会社を設立する時点で１回、その後会社の事

業が進められてから１回。２回というように記憶しております。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） ２回訪問されているというようなことでしょうけれども、わかりま

した。 
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  今の状況に関しましては、前回の全員協議会の席上でも総務課長のほうから聞いておりま

す。今現在がまた、その辺の状況を簡単にでもいいですから、ちょっと教えていただければ

なというように思います。 

○伊藤議長 答弁は佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 ただいま議員からございましたとおり、今現在の状況ということであります

が、６月定例会中の６月５日の日に開催されました議会全員協議会でご説明申し上げた以降

については動きがございませんが、再びダブるようなところもございますけれども、簡単に

ご説明させていただきたいと思います。 

  今年の４月23日に町のほうには届きませんでしたけれども、埼玉県所沢市の債務整理を依

頼されました弁護士から受任通知が届いた旨の連絡が、いろんなところから町のほうにも寄

せられたところでございました。 

  早速町のほうでも町の顧問弁護士と相談いたしましたところ、この委任通知と申しますの

は、破産の手続に向けた準備が間もなく始まるということでありまして、書類が調って裁判

所が許可して初めて破産手続が始まるということのようであるということで、ご説明申し上

げたところでございます。 

  その際は、受任通知が届いてから破産の手続が始まるまでの期間これはさまざまであると

いうようなことで、通常は半年ほど要しているようでありますが、というようなことでご説

明申し上げたところでありますが、半年経過してございますけれども、きょう今現在の状況

というのは変わりないというところであります。破産の手続が始まったという通知について

は、私どものほうに今現在届いておりませんので、先方のほうで弁護士が手続に向けた準備

を進められておられるのかなというふうに理解しておるところでございます。 

  今後、その通知と対応を待ってという時期でございますので、よろしくご理解くださるよ

うお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 破産の手続が今進行中だということですけれども、そうしますと管

財人もまだ決まっていないというような理解でよろしいんでしょうか。 

○伊藤議長 答弁は佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 だたいまのご質問でございますけれども、破産の手続に向けた準備をただい

ま議員もご指摘のとおり行っているというところでございまして、それらが裁判所に届け出
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られ受理された段階で管財人は決まるものというふうに理解しておるところでございます。 

  以上でございます。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 本当にまれなケースだと思いますので、なかなかその辺が厳しい対

応を迫られているかなと思いますけれども、いろいろ調べてみますとそういうときの債権管

理の流れというようなものがあるところもあります。その流れに沿って考えなくちゃいけな

いという部分なのかなと思いますけれども、町にはこういうことは初めてでしょうから、恐

らく債権管理の流れというものはないかと思いますけれども、その辺は町に存在しているか

どうか教えていただければなと思います。 

○伊藤議長 答弁は飯野町民税務課長。 

○飯野町民税務課長 ただいまの佐藤議員の質問でございますが、税法におきまして個別の規

定あるいは地方自治法において滞納関係の条項ありますので、それに基づきまして事務を進

めるというふうなことになろうかと思います。 

  以上でございます。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） このようなことは本当にまれだと思いますので今、税務課長からあ

ったようなことだと思います。 

  ちょっとさかのぼってもう一回確認しますけれども、先ほど議会の議決を経たというお話

を私もさせていただきましたけれども、その席上で定例会ではこのリスクの問題が何回も議

論されております。非常にこういうリスクが起きた場合はどうするんだという話があったわ

けですけれども、そのときの町の答弁はやはり企業の支援あるいは雇用の確保が第一だとい

うようなお答えがあったというふうに思います。その辺が今振り返ってみますと、確かにそ

の当時はこれを議決しなくちゃいけない、あるいは町でもそういうような対応をしなくちゃ

いけないということでしたけれども、リスクの問題をやはりどういうふうに考えていたのか

なと。リスクとは当然倒産するというかこのような今の現状のことなんですけれども、その

辺が６年前振り返ってというとなかなか記憶にないと思いますけれども、町長その辺は再度

どのようにお考えでしょうか。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まずは、西川町の企業誘致等につきましては以前から議会のほうからもいろんな

ご意見がありまして、企業を誘致しながら西川町の定住人口をふやすべきだというような、
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そういったご意見でありまして、ただ現状のような状況の中ではなかなか企業誘致は困難で

あるというような状況の中で、どうしても西川町に建築関係も含めたそういった会社を設立

したいというようなご意見がありまして、企業誘致等も含めて、そして現に当時は東日本大

震災等もありまして、その住宅需要が非常に高まっているというような中での状況でありま

すんで、いろんな企業誘致する場合はそういったリスクが非常に大きいわけでありますが、

それも含めてどのような会社を誘致してもリスクは伴うものと思っていますが、最終的にで

ありますが、そういったことで先ほど議員がおっしゃいますように、まずは町内の雇用、こ

ういったものを含めて、そして、企業誘致をできないという現状にある中で改めて企業の誘

致、こういったものを含めてでありますんで、その辺は非常にリスク等も伴うわけでありま

すが、ご理解をお願いしたいと思います。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） わかりました。 

  今の話の中にもちょっとありましたけれども、要するに雇用の問題が確かにその当時大き

い問題だったと思います。 

  ケーシースチール株式会社さんの話あるいは町の答弁のほうをずっと調べてみますと、そ

の時に10名程度新しい新規雇用が見込まれるというようなお話がありました。それが非常に

大事なんだというお話がありました。 

  それで実際雇用されたのは何人かわかりますか。ちょっとこれ課長には話してなかったん

で、すぐ答えられるかどうかですけれども、もしわかればというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は土田政策推進課長。 

○土田政策推進課長 町内からの雇用につきましては、おおむね16名程度というふうにお聞き

しておるというふうに思っております。 

  以上です。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 非常によかったなというように思いますけれども、それでもう一つ

確認したいんですけれども、町には産業立地促進条例というのがありますよね。産業立地促

進条例の中では、新しく新設あるいは増設もしくは移設する事業者に対して奨励措置を講じ

ることができるというようにあります。事業所設置奨励金の交付あるいは雇用奨励金の交付

という２項目があるわけです。別表を見ますとやはり事業所の設置奨励金、適用条件があり

ますけれども、それと雇用奨励金があります。町内に住所を有するものを１人以上新たに雇
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用者として雇用することというようにありますけれども、そうしますと新たに16人というこ

とは、これの条例の中で雇用奨励金につながっているというふうに理解してもよろしいんで

しょうか。 

○伊藤議長 答弁は土田政策推進課長。 

○土田政策推進課長 ご質問の点につきましてですが、会社が設立した後に該当する条例が制

定されたというふうに認識しております。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） この条例は平成27年３月にできた条例じゃないかなと私は思ってい

たんでしたけれども、ちょっと待ってください。平成27年３月13日条例第３号として、いや

あれ、と思います。 

  そうしますとちょっとこれは定かではないからわかりませんけれども、ケーシースチール

株式会社さんがあそこに第２工場を建てたということは、増設になりますから該当している

んではないかと思いますけれども、その辺が微妙な期間なんでわかりませんけれども、どう

でしょうか。 

○伊藤議長 答弁は髙橋副町長。 

○髙橋副町長 時期的にはちょっと私も記憶にございませんですけれども、確かケーシースチ

ール株式会社でなくてその後の吉川地区に会社が新しく来るというところで、企業誘致そう

いうものにつきましてもこういう措置をとって企業の活動を支援していきたいということで、

これらの制度を他の市町村の例も参考にしましてつくったというふうに思っておりまして、

一番最初に適用になったのが吉川の会社だったというふうに記憶しております。 

  ですからその前に当然、増設にはなりますけれども、ケーシースチール株式会社さんは来

られておりまして、その中で採用されてきたというふうに理解しておりまして、いろんな条

例の設置時期とあわせて、大変申しわけございませんが定かではないんですが、そういう適

用だったかなというふうに思っております。よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 旧西部中学校の体育館の無償譲渡に関しましては、もちろん土地も

含めてですけれども、本当に多くの町民の方が関心を持って今からの経緯を見つめていると

思います。 

  先ほども破産手続の最中であると、あるいは完全に決まっていないというようなお話でし

たけれども、これから先非常に大事なことだと思います。その辺が、町の財産でもあります
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ので、町の財産無償譲渡していますからね、ですけれども、でもやはりそういう観点から見

ますと、やっぱり町のほうから町民に説明する義務もあるんではないかなというふうにも思

います。ぜひその辺を早く解決していただいて、やっていただきたいというふうに思います。 

  その当時を考えますとやはり今、町長からいろんなお話がありましたように、非常に雇用

の問題なり企業の支援なりが求められている時期だったというように理解しますし、それに

関しましてはそのときはある意味では英断だったなというような気もいたします。 

  ただ、結果がこうなってきたのは非常に残念であるし、なった以上はそれに対してどのよ

うな対応施策をとるのかということが大事だと思いますんで、ぜひその辺は町のほうから向

こうの弁護士さんにも呼びかけながらでしょうけれども、早急に解決していただけるように

お願いしまして、私の質問を終わります。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 先ほどケーシースチール株式会社からの応募での審査の受理の関係で保留してお

りましたんですが、平成24年の９月27日付で受理いたしておりますんでよろしくお願いしま

す。 

○伊藤議長 以上で、３番、佐藤耕二議員の一般質問を終わります。 

  ここで休憩をします。 

  再開は、11時10分とします。 

 

休憩 午前１０時５４分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○伊藤議長 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 飯 野 咲 子 議員 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

〔４番 飯野咲子議員 質問席へ移動〕 

○４番（飯野咲子議員） ４番、飯野咲子でございます。 
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  今回は、２点について質問いたします。 

  まず、１点目は地域循環型のまちづくりのさらなる推進を、２点目は月山湖売店の現状と

水の文化館についてお伺いしたいと思います。 

  まず、地域循環型のまちづくりのさらなる推進。 

  議員になりました当初、６人が交代になりまして新しい人が６人入ったときでございまし

たが、町を元気にするためにとか活性化するためにということで議員各位が、町のまず元気

な1,500世帯が１カ月に今より、今よりといいますかその当時、１カ月やっぱり2,000円から

3,000円の買い物を町内ですれば、年間で3,600万円から5,400万円の金額が単純に町に入り

潤うということで、議会でもそのことで一般質問がなされたりもしました。 

  あれから８年が経過しようとしていますけれども、地域がまず潤っていない。ほとんどが

町外に流出している。このままではいけないなと考えます。役場も町民も町内業者も膝を交

えて、地域を豊かに暮らしやすい西川町にするために、さらに見直しをする必要があるので

はないかと思いまして、次の質問をします。 

  質問１でございます。 

  西川町でも住宅リフォーム補助事業、プレミアム付商品券の発行事業、また、福祉事業を

軸としてのさまざまな内部循環型の経済づくりも行われておりますが、今多くの自治体で取

り組んでいる中小企業振興基本条例、これは市町村によって名称はまず異なるんですけれど

も、地域からもっと物を買うということや地域の方々と共同して農林業、町にある産業、観

光業、福祉、全ての連携のもとで経済力が地域内を循環する産業振興を図り、また、町外か

らの財の獲得にも努める地域循環型まちづくりを進める条例でございまして、重々ご存じの

こととは思いますが、当町でも取り組んではと思いまして、町長の考えをお伺いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

〔町長 小川一博君 登壇〕 

○小川町長 飯野議員からは大きく２つのご質問が通告になっておりますが、まずは１点目の

地域循環型まちづくりの推進に関してでありますが、その中でも中小企業振興基本条例につ

いてであります。 

  議員が詳しくご承知されております中小企業振興基本条例につきましては、一般質問通告

書にもありますように、地域循環型まちづくりを進める条例との捉え方と考えておりますが、

東京都墨田区が初めて条例化しまして、現在では全国の百数十の地方自治体で制定されてい

ると認識いたしております。 
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  人口減少、超高齢化社会の到来や経済のグローバル化の進展など社会構造が大きく変化す

る中で、持続可能なまちづくりを進めていくために、中小企業の役割と重要性について町民、

事業者、経済団体などと町が共通認識を持ち、その果たすべき役割を明らかにして協働して

取り組むことの重要性を確認しながら進める、１つのまちづくりの手法であると認識いたし

ております。 

  ご提案の条例の制定は今のところ現在考えておりませんが、本町においては平成27年12月

に西川町まちづくり基本条例を議員の皆様と一緒に制定しまして、一人一人の誓いとして定

めた町民憲章を尊重し、まちづくりの基本は町民主体のまちづくりを進めることでありまし

て、町民一人一人が参画し町や議会、地域とともにそれぞれの役割を担って進めていくこと

が必要であるということをうたい、第６次総合計画のもとに推進してまいりました。 

  また、第６次西川町総合計画の第３章基本計画では、総合産業が織りなす活力とにぎわい

と雇用をつくるまちづくりとして町内経済の循環と雇用創出を掲げまして、地域経済を回し

地域の活性化を目指すための各種の具体的な施策を展開することを規定いたしております。 

  議員ご提案の中小企業振興基本条例で規定されております、企業の振興のための施策とし

ましては、本町では独自の産業立地補助事業や起業支援制度の創設、小規模事業者のための

リフォーム事業や持続化事業、商工業振興資金制度などを実施いたしており、また、町民の

役割としての町内消費運動としては、プレミアム商品券事業を実施することで町内産品愛用

運動を推進しているところであります。 

  また、商工会会員の独自の取り組みを支援する商工会運営補助などを実施しておりまして、

町内の経済循環を推進してきたところであります。 

  さらに、従来から農林商工観光が連携します総合産業の推進を着実に推進しまして、農林

商工観光を審議検討いただく組織として産業振興協議会、地域協議会を開催しております。 

  町内の経済循環体制を推進することの重要性を十分に認識しまして、また、外貨獲得の必

要性もあわせて認識しながら、議員ご提案の地域循環型まちづくりを進めてきているものと

考えております。 

  以上のとおりでありますので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） 第６次総合計画の５年間の実績と見直し、今後５年間の後期計画に

つきまして、昨日も全員協議会で丁寧なご説明をいただきました。 

  11月27日にあいべホールでも西川町総合政策審議会の席上で傍聴いたしました。出席した
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政策審議会の全委員が質問や意見を発表し、西川町の今後についてそれぞれの真剣な意見を

拝聴することができまして、本当に各委員の西川町を思う率直な気持ちを強く感じることが

できました。今回から新たなメンバーとしての第１回の政策審議会でありまして、委員の皆

様のおっしゃられておりましたことが本当に大変心に残った次第です。 

  いろんな意見がありましたけれども、こんなにいろいろな取り組みがなされているという

ことを町民として知らなかった、初めて知ったという意見や、また、意見や質問を言うだけ

ではなくてそれぞれ分野ごとにまとまって深めていく、掘り下げていくという取り組みが必

要ではないかというような意見もありまして、全員の委員の方の力強い考えを拝聴して、本

当にいい審議会であったなというふうに思いました。 

  町でもさまざまな取り組みやそれを裏づける条例をつくっているわけなんですけれども、

それがやっぱりなかなか町民には伝わらないと申しますか、本当に伝わっていないというの

がやっぱり実情ではないかなというふうに思います。町をよく知るということは、そういう

ことを本当に理解する人たちが多くなると町の活気につながるということであろうと思いま

す。 

  総合審議会の一般委員は10名でございます。この一般委員の専門分野の方々を３倍ぐらい

にふやしまして、そしてその分野ごとに話し合い、これまでの地域型循環のまちづくりの、

先ほど町長が条例は別につくらないというふうにおっしゃっておりましたけれども、やっぱ

りそういう条例をつくって、今先ほども町長もおっしゃいましたけれどもいろんな条例の確

認、ああそういう条例もあるのかという多くの町民の方々の確認、そしてさらに新たな必要

な条例というものをやっぱり策定する。つくらないというのは町長の意見でしたけれども、

企業振興の基本条例というのはやっぱりつくって、理解する仲間が本当に多くなれば地域循

環型まちづくりが進む力になるというふうに考えるものです。 

  町民を巻き込んでの意識改革、積極的にそういうものを理解しようとする人たちの集まり

を本当に実現するために、やっぱりこういう取り組みが必要ではないかというふうに思いま

すので、再度ご所見をお伺いいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まずは議員ご指摘のように、この前の総合政策審議会でも西川町の情報発信、こ

れが非常に手が薄いんではないかというようなそういったご指摘もありまして、今議員から

ご指摘ありましたように、町民の皆さんが町のいろんな制度、そういった支援策、こういっ

たものについてもなかなか知り得ない部分が非常に多いというようなご指摘がありますが、
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それは認識しておりまして、でき得る限り町報等も含めて、そのために毎年座談会も欠かさ

ずやっているところでありまして、特に近年最近の座談会につきましては、その年その年テ

ーマを設けましてそこに重点を絞った形で特にご説明しているわけでありますが、議員ご指

摘のように特に農林商工関係こういったものもテーマに据えながらと思っております。 

  町の総合計画につきましても、これまで要するに町民の皆さんの情報の共有、こういった

ものを含めてそして、行動は協働で行うと。協働のまちづくりというようなことを大きく掲

げて第５次総合計画は進んだわけでありまして、今回の第６次総合計画につきましてもその

精神を十分受け継いでおりまして、そんなようなことで町民の皆さんの意識改革と申します

か、十分な情報量を提供しながらと思っています。 

  そういったことで、必ずしも条例をつくったからそれが十分かということではなくて、ま

ず、足元をきっちり固めてやるべきというように思っています。やはり足元をきっちりやる

べきということは、要するに先ほど言いましたように、現在の町の状況等について十分な情

報を発信しながら、そして皆さんにご理解いただきながら、その中で町民の皆さんの声もあ

っていろんな条例ができ得れば最高だと思っていますんで、そのような経過をたどるべきだ

というふうに思っていますんで、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） この本を読みまして大変感銘を受けたんですね。28歳の主婦が議員

となりまして、町長になって40年近い長い年月を町政を担ってきたという、その足跡をまと

められた本なんですけれども、京都府の与謝野町の町長であられました。 

  この本に地域循環型の地域づくりのために話し合いを重ねて中小企業条例をつくって、企

業の人たちがみずから中心になって、自分たちが町民を引っ張っていこうという、そういう

機運になりまして、活気づいたということが書いてありましたことがまず一番でございます。

この質問につながりました。 

  また、その中で最も感銘を受けたのは、町の生活実態調査。これを現業職を除く町職員全

員で、もちろん町長自身もそれを受け持って、１人平均16世帯を訪問して実施したというこ

とでありました。ただ調査票を封書に入れて送るのではなく、１軒１軒全世帯を職員が回る。

町民の生の声を聞く。職員は本当に大変だったと思いますけれども、頑張ってくれましたと。

これは本当に大事な研修の機会であると捉えて、職員は鍛えられ、住民の生活実態や思いを

肌で知ることで、本当にどうすればよいのかという手だてやアイデアが生まれ、施策につな

げてきたということでありました。 
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  また、税金等の滞納者の取り立て、今は西川町は専門の方を採用しておりますけれども、

昔私も病院のいろんな滞納者の病院の会計とか国民年金とかそういうものをやっぱり個人の

家を回って、そのころは西川町はそういういわゆる税金等々の納付率、年金もそうですけれ

ども、西郡で１位ということは本当に全国でも１位クラスの町でありましたので、やったこ

とがあります。でもそれを滞納者の取り立てについても町長自身も受け持って、それもみん

ながやっぱり訪問しづらいといいますか、前町議した人のお宅だとかそういうみんながやり

づらいところを受け持ったということでもありました。 

  西川町においては10年に１回やる町民アンケートが、１年前倒しでことし行われたところ

でございますけれども、京都府与謝野町の研修所に行くよりも成果が上がる、職員の士気が

上がるというこのような取り組みを西川町でも今後１回でもやってみる価値は大いにあると

思いますが、町長のご所見を伺います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まずは今、本の紹介がありまして、大変女性の町長さんの奮闘記と申しますか大

変なものだと、人生だなと思いますが、機会があれば読んでみたいと思いますが、女性目線

というのは非常に重要だと思っています。非常にきめ細かいと申しますか、まさに住民の皆

さんのなかなか気づかない部分そういった面まで把握できると申しますか、要するにそれぞ

れ家庭での生活を支えておるわけでありますので、そういった目線での政策展開というよう

なことは非常に重要だと思っております。 

  ですから、そういった意味で男女共同参画社会の実現というような、そういった方向を国

でも出しておるわけでありますんで、そういったまずは男女共同の目線が一緒にできる、そ

ういった社会をつくり上げながら、そうして今の住民の皆さんに弱者に優しいまちづくりが

可能だと思っております。 

  そして、そういった中で特に今の政策の積み上げでありますが、これにつきましてはいわ

ゆるあくまでもトップダウンではなくてボトムアップが重要だと思っています。 

  特に私も職員にも申し上げておるんですが、まずは現場に出て、町民の皆さんがどういう

ような考えと申しますか、持っておられるのか。そういった意味で腹を割った意見交換がで

きるような、そういった関係ができればというようなことであります。そういった意味で職

員の派遣をやっておりまして、特に以前は地域にかかわらないで人員派遣の担当地域をして

おったんですが、そうではなくて将来的にはその地域にずっと役場職員をやめてもかかわっ

ていくわけでありますんで、役場の職員自体からその地域にかかわれるような地域派遣制度
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を今やっているということでありますんで、そういった点も含めてまずは地域の皆さんと同

じような目線で対応できる、そういった社会、関係、ですから協働のまちづくりそして情報

につきましては、町の十分な発信をしてそうして皆さんで共有できる、そういった中でのま

ちづくりでありますんで、必ずしもアンケートを各自が回すというだけでなくて、それ以前

の問題もあると思いますんで、町といたしてはまずは町民の皆さんが、お互いが、常に腹を

割って話し合えるようなそういった関係があれば、まずは大きなまちづくりの成果だと思っ

ていますんで、そのようなことで今後ともやりたいと思いますんで、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） 本当に役場の人たちは職員の方々は町民の中に入って本当に仕事を

一生懸命やっているというように思いますけれども、やはり全員が同じ目的で、そうすると、

こういうことあった、ああいうことあったと１つのことに対しての研修が深まるんじゃない

かというふうに私は思ったんです。こういうこともやれば、すぐ本当に研修所に行くよりも

いいんじゃないかなとは思いました。大変ではあると思いますけれども、西川町ならば

1,500世帯ですから１人15、13世帯ぐらいになりましょうかね。ですけれどもそういう取り

組みも、まず、10年に１回とかではなくて、自分が役場の職員であったときに１回くらいぶ

つかるっていうこと、経験があるとやっぱり違うのかなというふうに思った次第です。 

  それはそれでいいんですけれども、10月の17日から19日に私たちは北海道の東川町と下川

町に視察研修に行ってまいりました。 

  視察の内容については、これも昨日の議会の各常任委員長の行政調査報告で述べられたと

おりでございます。両町ともに本当に活気のある町でございました。 

  下川町でもこの中小企業基本条例をつくっておりました。下川町は昭和40年にもう中小企

業条例ができまして、昭和56年には中小企業促進条例、そして、平成19年に２つの条例を統

合しまして中小企業振興基本条例にしたということでございました。条例でうたっている経

済に本当になっているか乖離したものになっていないかとかいうことを企業振興協議会とい

うところで話し合いながら構築しているとのことでありました。中小企業振興基本条例の視

察も多いということを聞いてきました。 

  地域循環型のまちづくりを推進するには、何も役場も町民も中小企業、公社も農林業、観

光業、福祉事業全てが協働して話し合いをする、西川町もそういう施政でやっているんです

から、必ずこの小規模基本条例をつくっていただきたいというふうには、当初はこれ本当は

提言で申し上げようというふうに思ったくらいなんですけれども、でも絶対に必要というこ
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とではありませんし、全国でも百何十の市町村しかまだつくってないし、それ以上の取り組

みを西川町ではしているのでしょうから。 

  ただ、町の元気をどうつくるか。今の町の、まず、鬱積した状態と申しましょうか、そう

いう状態を打破するには、どのようなことをどのようにお考えでしょうか。時間というのは

本当に刻々と迫り過ぎてまいります。何をもっとも優先すべきとお考えか、お伺いをいたし

ます。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まず、基本的にはまちづくりにつきましては、それぞれの分野と申しますか個人

もそうですが、役割をきちっとそれぞれ認識してその役割分担をお互いが連携し合う、そう

してまちづくりを進めるというような、それがまちづくりの基本だと思っておりまして、そ

れがまちづくり基本条例であります。ですから、まちづくり基本条例では、先ほど申し上げ

ましたように、それぞれの役割をいかに認識するか、そうしてお互いを尊重し合うかだと思

っています。それが連携し合うと。 

  ですから、それぞれ中小企業それから農業、林業、商工業とそれぞれの分野ごとの条例と

申しますか振興条例と申すものそういったものでなくて、町全体でお互いがどういうふうに

つながり合うか。そういった意味で総合産業、要するにですから商工会だけでなくて農業も

林業も観光も一緒になってそれぞれが手を携えなければならないわけでありまして、現在の

ところでは中小企業につきましてはいろんな制度、支援制度を設けながらやっておりますん

で、そうしてそれを町の協議会の中で検証をしてもらって、そしてさらにもし不都合であれ

ばその中でも議論願うというようなことでやっておりますんで、今のところはまず、基本条

例を中心にしながら町の皆さんと一緒に連携、団結こういったものが必要だと思っています。 

  ですから、これまでも申し上げておりますように、例えば商工関係で申し上げれば町内産

品愛用運動とか、そういった町内の皆さんが一緒になってできるような環境をいかにつくる

かだと思いますんで、そのために個別の条例も必要だと思いますが、まずは基本条例でとい

うことでありますんで、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） それでは質問２のほうに移ります。 

  ９月議会の中で、町内の業者が下請の賃金が安くて困っているという発言がありました。 

  公契約条例というのは、労働者の賃金を守り雇用を安定させるためのものでありますので、

この公契約条例につきましても制定してはいかがかということでお伺いをいたします。 
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○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 質問の２番目でありますが、公契約条例の制定についてでありますが、公契約条

例につきましては、地方自治体の事業請負受託するための契約を締結した事業所に雇用され

る労働者の適正な労働条件、特に条例で規定した賃金の支払いを確保させることを指定して

おりまして、平成21年９月に千葉県野田市で初めて制定しまして、翌年２月に施行されてい

るようでありますが、県内では県及び市町村ともに未制定であると認識いたしております。 

  現在、労働者の賃金の最低額を保証することによりまして労働条件の改善を図り、労働者

の生活の安定、労働力の資質向上及び事業の公正な競争の確保に資するとともに、国民経済

の健全な発展に寄与することを目的としました最低賃金法が施行されておりまして、この最

低賃金法では最低賃金の適用を受ける労働者に対しその最低賃金額以上の賃金を支払わなけ

ればならないと規定されておりまして、それに違反した場合の罰則規定まで定められており

ます。 

  本町では、道路及び町営住宅等の工事の設計に際しては県の土木関係設計単価を参考にし

ながら賃金を設定するなどしておりまして、労働者の賃金には十分に留意しながら事業を発

注しております。 

  最低賃金額を上回る独自の最低賃金額を規定する条例の制定は、最低賃金法の趣旨に反す

る疑念もありますので、公契約に関する国や県初め県内の市町村の動向を十分注視してまい

りたいと考えているところであります。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） まとめたいと思いますけれども、以上お聞きしましたけれども、役

場でも自分たちはほかの町と同じかそれ以上の取り組みをしている、これ以上本当にどうせ

よというのかというような気持ちでいらっしゃるようでは、やっぱり打開策は出てこないの

ではないでしょうか。 

  どうしたら町民や業者やそういう皆さんの意識の向上を上げるにはどう図るべきか。そう

いうふうに自分たちのやっている仕事は全て100％なわけですけれども、それでも町がもっ

と元気になるためにどうしたらいいかということにおきまして、町長はどんなふうに捉えて

いるかということも再度お聞きするわけですけれども、やっぱり世の中には言いにくいこと

を言わなくてはならない、きついことも言わざるを得ないときがあります。そのことが後生

自分について、一生ついて回ることがあるかもしれません。やっぱり人は悪く思われたくは

ないし、そういうふうに思いますけれども、個人の場合は全部自分が背負うものであります
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けれども、それが組織であれば組織の長の役割でありまして、町長のその決断というのが、

やっぱりいろんな意味で皆さんに影響を与えるわけなんですけれども、本当に今の町をもっ

と元気にしていくために、もちろん役場の皆さんや町民がどういうふうにどうしたらいいか

ということは、やっぱり町長の決断にもあるのかなと思いますが、町長はいかがでしょうか。

お伺いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まずは、冒頭にありましたように自分たちの仕事は、今やっている制度、条例こ

ういった規定につきましては全てが町で100％だというような、そういった考えは決してご

ざいません。そういった意味で、議員の皆さんからもいろんなご提言をいただきながら、そ

うして町の施策展開をやっているというようなところであります。そしてまた、町民の皆さ

んからは、行政の座談会等を行いながらご意見いただきながらやっているわけでありますん

で、決してそのような考えではございませんので、ご理解をお願いしたいと思っています。 

  そして、今回の条例の関係でありますが、この関係につきましても全国のそれぞれの市町

村の中でそういった動きがあるというようなことは、先ほど申しましたように既に条例化な

されている地域もありますが、やはりこういった条例等の制定につきましては、先ほども申

しましたように町民の皆さんの理解、こういったものをいかに理解を深めながらやるかであ

りまして、それから、そうした意味では西川町の現状をきちっと捉えて、そうしてその中で

どういったニーズがあるか、こういったものを含めてであります。 

  ですから、必ずしも全国の市町村でいろいろ動きがあるそのために、全国と同様の条例制

定が必要ではないかということでありますが、そうではないと思いますんで、必ずしも、必

ずしもと申しますか町独自の課題把握を行いながらすべきだというように思いますんで、現

在では先ほど申しましたように基本条例、町づくり基本条例で、まず、皆さんの協働の意識

を持っていただくというような、そういったまず段階かなと思っていますんで、よろしくお

願いします。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） 以上で１番目の質問は終わります。 

  ２つ目の月山湖売店の現状と水の文化館についてお伺いいたします。 

  月山湖売店、現在は通称関の茶屋ということであります。また、平成５年に開館しました

水の文化館は、ことしの４月からがらりと様相を変えての営業を開始しました。余りの変貌

ぶりに衝撃を受けていたのは、多くの町民と町をたびたび訪れてくださる多くのお客様の一
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様の驚きの声でありました。どうしてこのような寂しい茶屋にしたのだろうと真意が理解で

きないというものでありました。私もそうです。茶屋というところは軽食をとったり一服し

たりしながらお土産などを買い求める楽しいところ、楽しいといいますか休む場であろうと

思います。にぎわいのある楽しい茶屋に戻してほしいと願いまして、下記に質問します。 

  質問１です。以前のように茶屋にお土産を置いてにぎやかに飾ってお客様に喜ばれるよう

にしてはというふうに思いますけれども、運営をどのように考えているのかお伺いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 大きい２番のご質問で、月山湖売店の現状と水の文化館を考えるでありますが、

基本的にいま一つ申し上げておきますが、あくまでもあの売店につきましては指定管理制度

の中で管理運営されているということでありまして、詳細な件につきましては指定管理を受

けております株式会社がそれぞれ事業を執行しているわけでありますんで、詳しいことまで

私のほうで答弁できるかどうかは定かでございませんが、私のほうで答弁できる範囲内での

答弁といたしますのでよろしくお願いします。 

  まず、質問１の今年度から変更した月山湖売店の売り場についてでありますが、西川町総

合開発株式会社では、現在各指定管理施設において経営の効率化を図るため、業務に見合っ

たコスト管理を行っているところであります。ご質問の月山湖売店につきましても、平成29

年度において売り上げを減少したものの、黒字決算となったところであります。このことは、

徹底した経営の効率化を図ったことによるものであると理解しておりますが、さらに、月山

湖レストランに関しましては、昨年度まで営業していた業者の業務廃止に伴いまして、今年

度からは西川町総合開発株式会社の直営により営業を開始しております。その点を考慮しな

がらの売り場変更によるものと考えております。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） 月山湖の大噴水は11月４日で終了、月山湖売店は11月11日でことし

は終了しました。 

  先ほど町長の話では、全体的だと思うんですけれども、黒字決算だったと言いますけれど

も、月山湖売店のこれまでの年間の売り上げ、毎年違うんでしょうけれども、そういう平均

的な数字とことしの売り上げの違いはどうでしたかということ、これは株式会社の指定管理

者になっているからわからないということになるのかと思いますけれども、副町長ならお答

えできますでしょうか。お願いします。 

○伊藤議長 答弁は髙橋副町長。 
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○髙橋副町長 お断りしておきますけれども、副町長に対する質問なのか総合開発株式会社の

社長に対する質問なのかということですけれども、皆さんほとんどの町民の方も町で運営さ

れているような感覚で物事をおっしゃいますけれども、なかなか会社としての運営になりま

すとやっぱりご存じのように今、かなり大きな質問なんで。答弁ですけれども、そういうこ

とで社長として答弁してよろしいんでしょうか。 

○伊藤議長 飯野議員よろしいですか。 

○４番（飯野咲子議員） はい、そうです。答弁よろしくお願いします。 

○伊藤議長 では、西川総合開発株式会社社長。 

○髙橋西川総合開発株式会社社長 金額については詳しくは申し上げられませんけれども、あ

そこの月山湖売店の売店収入そのものは年々減少しております。これはやっぱり道の駅が今

の名水館のほうに移転したこと、それから思ったより噴水についてもなかなか寄っていただ

く人数が減ってきている。通過人口も減ってきているからだというふうに思います。 

  それから、商品なんかもどうしても道の駅のほうとダブったりする商品がありますから、

そういった意味で月山湖売店のほうの売店に置く商品の内容についても独自性、特徴、目玉

的なものを置かないとなかなか売り上げに結びつけないということでございます。 

  変貌ぶりに衝撃を受けているというのはかなりの衝撃なのかなというふうに思いますが、

しかし売店そのものについては水の文化館の中に移しておりますし、中に今のこの茶屋とい

うふうなことは水の文化館の手前の建物のことを指しているのかなというふうに思いますけ

れども、あの中にも一応商品というのは置いております。外から見えないのでにぎやかさが

感じられないということでしょうけれども、逆にやっぱり会社から申し上げますと、水の文

化館の中についても、ことし六十里越街道の関係で、六十里越街道の拠点というふうな意味

もありましていろいろ展示をさせていただきましたけれども、そういったことで両方に人を

配置してやっていくというふうになりますと、売り上げに対してやっぱりそれだけの経費が

かかってしまうというようなことで、なかなか経営的には難しいと。 

  それからレストランにつきましても噴水がちょうど見えますし非常にいいロケーションで

もったいないというふうには思いますけれども、皆さんおいでになった方はおわかりかと思

いますけれども、あそこは３人体制でやっております。３人体制でやっぱり収入、レストラ

ン収入だけですとかなり厳しいものがあります。それだけの人件費がかかっているわけです

から。 

  ですから会社としては全体的な年間の収入、利益そういうものを考えながら経営しなくて
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はいけないと思いますけれども、今、会社はご存じのように資本金の半分は食い尽くしてお

りまして、以前のように例えば大震災のような通行どめとかそれから雪崩による通行どめ、

そういうような影響がありますと、1,000万円、2,000万円赤字になるのは見えておりますの

で、そうした場合に今の状況ですとそういったことが起こると資金が回らなくなるというふ

うな状況にもなってきます。それを一番懸念しておりまして、やっぱりいろいろご要望とか

ご意見はございますけれども、まずは、会社そのものの運営を確実に黒字化していく、そう

いうところが必要だなというふうに一番思っております。 

  社員につきましてもいろいろ町民からお叱りを受けたりしておりますけれども、それにつ

いてはいろいろサービス向上の上でも改善をしていくというふうにしておりますけれども、

みんな社員については頑張ってやっているというふうに思います。ただ、まだまだ社長とし

ての指導、それから、社員としてのサービス向上力それはまだまだ不足しているとは思いま

すけれども、そういう中で経営的にはやっぱり黒字経営を、安定的な黒字経営を目指してや

っていきたい。 

  そういう上で、やっぱり商品開発なり新しい商品それから外販そういうところを強化して

いきたいというふうに思っておりまして、徐々にそういう方向に移っているというふうなと

ころでございます。 

  月山湖売店につきましても、決して手前の建物を空にするとかそういうことではございま

せんので、そういうところはご理解いただいてご利用いただきたいというふうに思っており

ますし、これからも月山湖売店につきましては会社としてもＰＲをして引き続きやっていき

たいというふうに思っておりますので、これは町と会社といろいろ協議をしながら進めてい

くということになりますけれども、こういうことで進めていきたい。 

  ご利用される皆さんからそういうご意見があるということにつきましては、重々会社の中

でも検討して運営に当たっていきたいというふうに思いますので、今後ともよろしくご協力

をお願い申し上げると思います。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） 平成27年度からは寒河江ダム関係に要する経費事業として１本で進

められておりますけれども、平成26年度まではダム関係に要する事業、月山湖大噴水管理運

営事業、寒河江ダム展望広場管理運営事業との３つの事業として運営されてきました。 

  １つの事業になったので、改めてやっぱり全体を見渡していろいろ考えなくてはならない

のではないかと、まず、思いますけれども、私的には、まず、茶屋といいますか売店、月山
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湖売店のことについて、私はまだあそこは月山湖売店のほうが水の文化館のほうの建物より

も大事だというふうに考えるものですから、ここまで本当に変わってしまった茶屋を復活さ

せる第一歩、これまでも宮林議員とか何回も質問したんですけれども、あそこの地名は砂子

関じゃないですか。全国にたくさんの関所というのがあって、関所にある茶屋であるので関

の茶屋というような、どこにでもあること、あったものを指す言葉だと思いますので、なぜ

砂子関に、砂子関茶屋にできないのかということで、まず、社長にお伺いします。 

○伊藤議長 社長は答えられないんじゃないかと思いますので、小川町長。 

○小川町長 なぜできないかということでありますが、先ほど申し上げましたように、これは

会社の経営上の問題だと捉えておりますんで、そういった意味で西川町民にとっては関の茶

屋だと思いますが、全体等のことを考えて……西川町民にとっては砂子関の茶屋が１番だと

場所的にも昔からの関係でわかると思いますが、ただ名称の何というかな、町民だけでなく

て県民も含めて受け得るイメージ、そういったものを含めて多分関の茶屋というようなこと

にしたんだと思いますんで、その辺はどういった経過で名称が選定されたかわかりませんが、

これは会社のほうにもこれまでも議員の皆さんからいろんな面で質問されておりますんで、

会社のほうにも申し上げておりますんで、今後とも会社のほうに申し上げながら、きょう副

町長、会社の社長さんもおりますんで、十分頭に入ったと思いますんで、よろしくお願いし

ます。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） 私だけじゃなくて砂子関の人がそういうふうにおっしゃってますん

で、本当に経営上の問題とかいわないで、まず、看板も直してもらって砂子関の茶屋という

ことで、皆さんの声も聞きながら直していただきたいと思います。 

  次に移ります。水の文化館の本館のことについて質問いたします。 

  ２階のレストランやっぱり経営は大変なんだけれども、あそは３人雇って、またその株式

会社で当初お願いした人たちは３月いっぱいでやめたんですけれども、途中からまた６月か

らですか、株式会社のほうで引き受けられたわけなんですけれども、あそこは１階の文化館

についてはこれまでは川雑魚館とかということでやっぱり水の文化館にふさわしい展示もあ

りましたし、いろいろ絵手紙教室とか茶席なども開催して活用されてきたというふうに思っ

ています。 

  しかし、上のレストランもですけれども、名水館のほうに道の駅も変わって、名水館のほ

うにレストランもある、そして、そこのダムのところには月山湖売店がありますから、何も
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その水の文化館にある上のレストランというのは、本当に収益も上がらないのに本当に必要

なのか、株式会社であそこを経営していかなくてはならないものなのか、厳しい状況である

のであればする必要もないのではないかというふうに思いますけれども、どうしてあのレス

トランを使うのか、その集客の展望というのは何を根拠にしているのか、これも社長に伺い

ます。 

○伊藤議長 髙橋西川総合開発株式会社社長。 

○髙橋西川総合開発株式会社社長 レストランにつきましては、私も今までやられていた方と

いうのは手前の建物で当初からやられて、そして、水の文化館ができると２階で営業されて、

長い間されて本当にありがたいなというふうに思っています。それがやめられまして、会社

でというときにかなりどうするか私自身も迷ったのは確かでございます。 

  ただその中でどうも先ほど申し上げましたように、今の月山湖の売店が特に商品につきま

してもなかなか目玉となる商品が起きない、そういうようなこともありますし、ただ月山湖

の噴水のロケーションについては、最高に水の文化館からのロケーションがすばらしい。ぜ

ひそういうものを知ってもらいたいと。 

  それから、最近ダムマニアという方が随分ふえておりまして、ダムカードですとかダムの

見学ですとか、それも観光に結びつくというようなことに、だんだんではありますけれども

なってきています。その中でもこれまでされていた方もダムカレーというものをつくって、

そこで売り出していたというようなこともございまして、何とかそういうような状況の中で

やれないかと。 

  通常レストランをするにすれば当然料理をする方の確保をしなければなりませんけれども、

ちょうど会社のほうで定年といいますか、そういうようになった方もいらっしゃいますので、

そういう方でやってみてはどうかということで、レストランのほうをすることに決定をいた

しました。 

  ちょうど、調理をするにしてもいろいろ道具とか器具とか場所とか設備が必要なわけで、

下の茶屋のほうは簡単なものしかできませんので、そこで料理を提供するとなりますとその

設備そういうものを整備しなくちゃなりませんので、２階ですとそれが、一部手直しとかし

ましたけれども、そういうことでやれるというようなこともありましたので、そこでまずや

って状況を見てみようというようなこともありまして、あそこのレストランをまだ継続的に

させていただいたというような経過でございますので、よろしくご理解をお願いしたいと思

います。 
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○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） 現在の水の文化館の２階のレストランの現状を今、社長もわかって

いるということでしたけれども、そして今の１階の現在の活用、あそこのいわゆる月山湖売

店からのお土産をただ持ってきて、あの広い１階でただばらーっと土産品を売っていて、あ

そこに人を置いていらっしゃるんですけれども、本当に水の文化館は今後これからこれまで

以上にといいますか、どのような活用を考えていらっしゃるのでしょうか。 

  そして、ミュージアム構想とかスクエア構想とかということがよくわからないのでお聞き

するのですけれども、実際どのように進んでいるのか、そのような名称でみんな理解できな

いんじゃないかなというふうに思いますけれども、そのようなものですかということも考え

ておられるのですか、お伺いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 レストランの関係ですが、要するに今説明がありましたが、レストラン自体の収

益の関係もありますんで、収益につきましては、今年度から指定管理者制度で運営を行って

おりまして、７月から11月までの運営期間での状況についてでありますが、お聞きしたとこ

ろでありますが、利用者数が6,351人、収入が619万5,000円程度で、人件費を含み340万円程

度の利益というようなことで報告を受けております。これらをどういうふうに理解しながら

今後会社のほうでやっていくかだと思いますんで、それは先ほど申し上げたとおりです。 

  そしてご指摘の水の文化館としての役割、役目が終わったのではないかとのご質問であり

ますが、水の文化館につきましては今年９月の定例会でもお答えいたしておりますとおり、

平成５年４月１日に町民の自然学習と水の文化に対する意識の高揚を図るとともに、健全な

余暇活動の場を提供し町の環境の振興に資するということを目的として設置されたものであ

りまして、施設の利活用につきましては施設整備後約25年が経過しておりますが、施設の設

備の老朽が進んでおりまして、整備当時の機能を十分維持するための経費と活用効果などが

研究課題だと捉えております。 

  しかし、設置目的を踏まえまして拙速に設備の更新とかそういったもので、これまでダム

移転された方々の写真、さらにボタニカルアート等々昆虫の世界、あと絵画、写真、川雑魚

金魚ＤＶＤの鑑賞などを行ってきたわけでありますが、なかなか訪れる方と申しますか、売

店には来られるのですが、中に入られる方が少なかったように認識しておりますが、そこは

これからの課題だと思っていますが、今年度につきましては、一昨年度におきまして日本遺

産の選定をいただいておりますんで、自然と信仰が息づく「生まれかわりの旅」の構成要素
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であります六十里越街道のパネル展示、志津、月山、大井沢などのダム周辺の拠点としてＰ

Ｒしているところでありますが、今後改めて防災などの観点からも施設の管理、利用等につ

きましては考慮する必要があると思っております。 

  当初の目的に沿った形での利活用ができればと思っていますが、これまで25年経過した中

でもなかなか利活用が、図ったつもりでありますが、あそこを訪れる方が非常に少なかった

ということでありますので、そういったことをさらに会社のほうと協議しまして、今後の対

応をしたいと思っていますんで、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ４番、飯野咲子議員。残り２分です。 

○４番（飯野咲子議員） あそこはやっぱり株式会社に管理委託したというようにありますけ

れども、町からの委託料も随分のお金が出ていると思うんですね。だから、１つの事業にま

とめたということでありますので、ここの全体の全体的な活用、本当にあのダムの噴水も上

から眺めればいいと言いますけれども、あの高さみんな112メートルという物語にしている

けれども本当は131メートルは上がっているとみんな言うんですけれども、下から見ればす

ごいダムですけど上からただこうレストランから眺めろと言ったって、真ん中からただ上が

っているというだけでそんなによくは見えないというふうに思います。 

  ですから本当にここの全体的な活用について町、株式会社もみんなでやっぱり活用を考え

ていかなくてはいけないのではないかなというふうに思います。 

  ただ私は、観光立町としてはあそこにトイレというのが本当に必要ではないかなと思って

います。ダム湖畔で休憩をとる茶屋、お土産も売っている、だからあの小さい茶屋に今まで

町長がいろんな行事をしたあそこ、離れた112個も飾ったときとあの小さい茶屋にきれいに

飾っただけで十分なんです。あの大きい建物って本当に私的には要らないもの、もうその役

割を果たしたものなので、あそこきれいにもうきちんとどのように整備して駐車場にするか

ということもあるんですけれども、本当にもう少しみんなの考えを聞いて急いで、限られた

予算でもございますので、取捨選択も迫られておりますので、考えるべきだと思いまして。

町長の考えは聞いていいんですか。祈念して、町長の意気込みも再度お聞きしたいと思いま

すけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まずはダムに関しましてでありますが、数年前国の方針でダムは必要ないという

ようなことで、ダムの建設はやめるというようなそういった方針が出されまして、しかし今、



－62－ 

防災、災害等も含めてダムの重要性が改めて皆さんに認識いただいたということもあって、

今さらにそれとあわせてただ単にダムは防災だけではなくて、観光面もいかに利用するかと

いうことで湖面活用、要するに湖面をいかに活用するかというのが、ダムの設置を担ってい

る地方自治体の大きな課題であります。 

  それとあわせてダムの下の、堤体の下のゲートボール場とかそういういろんな運動施設が

ありますが、そういったものを含めて全体的な活用方法を今検討しているわけでありまして、

そういった意味で一本化と申しますか、ばらばらではなくてそういった考えもあると思って

いますが、ただ先ほど申しましたように全国各地のダムの所在市町村でいろんなことやって

いますが、西川町ほど湖面利用それから売店もそうですが、ほかのダムに行きますとああい

った売店、ダムの事務所の隣に建設した第３セクターの売店があるわけでありますが、もう

既にその機能は果たさない施設でもありますんで、そういった意味では25年ここまでよくも

ってきた、もってきたもんだと言うと叱られますけれども、そういった意味では特に西川町

は六十里越街道の中間地点でありますんで、さらに今後日本遺産との関係もありますんで、

それを踏まえて十分な活用をしていきたいと思っていますんで、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 以上で、４番、飯野咲子議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○伊藤議長 これで本日の議事日程は全部終了しました。 

  これにて散会します。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ０時１３分 

 



 

平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 ５ 日 
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平成３０年第４回西川町議会定例会 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議の宣告 

○伊藤議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は全員です。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開

きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進めてまいります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○伊藤議長 日程第１、これより一般質問を行います。 

  通告順に発言を許します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 奥 山 敏 行 議員 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

〔６番 奥山敏行議員 質問席へ移動〕 

○６番（奥山敏行議員） おはようございます。６番、奥山敏行です。 

  私は、山岳観光への広域連携での誘客拡大ということで質問させていただきます。 

  平成26年３月の定例会で、磐梯朝日国立公園の朝日連峰山岳観光について、朝日町の白田

議員、そして大江町の菊池議員、そして私と３町同時に質問をさせていただきました。 

  あれから４年が過ぎましたが、山岳観光の誘客への方法、広域連携で拡大をと、３人で再

び連携を始めて質問を予定しておりましたが、しかし、このたびタイムリーにも先月の11月

９日の山形新聞に、当時の一般質問に関係した掲載がされました。この新聞でございますが、

「朝日連峰誘客を目指し３町連絡協議会発足」と金曜トピックで掲載されたわけです。 

  今回も同じように、３町連携して、観光誘客の拡大を目指して質問いたします。 

  今回は、前回誘客の人口を調べましたけれども、去年の３町の登山口での誘客数が約６万

5,000人ほど登山されております。 
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  それでは、第１番目の質問でございますが、現在、大江町の登山口である古寺鉱泉口の駐

車場を整備しておりますが、朝日鉱泉と日暮小屋登山口、そして駐車場の整備のおくれにつ

いて、朝日鉱泉登山口と日暮小屋登山口までの道路、そういったところがおくれております。

これを西川町、朝日町、独自にそれぞれ改良・整備することはできないか、初めに質問させ

ていただきます。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

〔町長 小川一博君 登壇〕 

○小川町長 おはようございます。 

  ただいまの奥山議員のご質問にお答えいたしますが、山岳観光誘客への広域連携の拡大と

いうようなことでありますので、まず、日本百名山の朝日連峰につきましては、夏スキーや

四季のトレッキングなど、初心者向けの登山でにぎわいを見せる霊峰月山とは対象的に、ふ

だんは一般の人を寄せつけず、連なる奥深い山容や特有の気象条件がもたらす高山植物群の

美しい眺めによりまして、中級者向けの登山旅行者に大変人気が高い東北有数の連山で、本

町を代表する山岳観光資源であります。 

  また、朝日連峰は連峰であるがゆえに、その裾野が広いことから、多くの地方自治体が一

定のかかわりを持ちながら保全活動や登山環境の改善、山開きなどを行ってきたところであ

ります。 

  さらに、村山地域７市７町や西村山１市４町での広域観光推進組織によります各種連携事

業を展開してきたところでありますが、朝日連峰を訪れる登山者等の視点に立てば、さらな

る広域的な連携により登山環境の改善を図り、誘客拡大を図ることが必要であると考えてお

ります。 

  ご質問にありますように、このような状況を踏まえ、本町から大江町、朝日町に呼びかけ、

10月17日に３町が連携して朝日連峰の振興を図るための任意組織、朝日連峰振興連絡会を立

ち上げたところであります。この連絡会は、今年度においては朝日連峰のポスター制作であ

りますが、今後においてはさまざまな視点から可能な連携事業等を検討し、実施に移してい

くことで周辺観光施設の振興と、あわせて朝日連峰の観光振興に寄与していくことといたし

ております。 

  さて、ご質問の登山口の駐車場の整備と登山口までの道路の町道編入について、おのおの

の町が独自に進めることができないかということでありますが、まず本町が所管します登山

口の日暮沢小屋口の駐車場確保と森林管理署所管林道の町道編入、いわゆる併用林道につい
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てであります。 

  まず、駐車場候補地についても森林管理署所管であることから、町としては、これまでも

森林管理署に要望しまして協議を重ねてきたところでありますが、今年度に入り、町道と林

道の併用化を含めて秋田森林管理局から一定のご理解をいただいたところであります。その

後、担当所管で具体的な協議を行いまして、降雪前には具体的な現地打ち合わせなどを行っ

たところでありますが、今後も具体的な事務手続、設計等を含めて計画的に推進することと

いたしております。 

  さらに、林道区間の町道認定の懸案につきましては、来年３月の定例会での上程を予定い

たしており、また日暮沢小屋駐車場の整備については30台から40台程度を予定しております

が、まず法的な手続期間等を考慮しますと、平成32年度までの完成を見込んでおるところで

ありますので、よろしくご理解をお願いしたいと思います。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） ただいま最初から秋田県管理局と話が進んでいるというようなこと

をお聞きしまして、大変喜ぶところでございます。日暮沢ないし天狗のバカ平の２カ所が西

川町の登山口の分でございますが、やはりその両方とも、登山口の入り口からずっと草刈り

なども地元の方、そして山岳関係クラブの方々のご努力によりまして、いろいろ管理されて

いるということなんですが、やはり朝日連峰の入り口の顔でございます道路並びに駐車場が

今までは14台ぐらいですか、草むらにとめることだったんですが、これが進み出すと大変喜

ばしく思いますし、ただいま駐車場の収容台数なども報告いただきました。それができるこ

とを願って、次の質問に移りたいと思います。 

  第２問目ですが、登山客から登山届、やはり山に登るとき、名前を記帳して行ったり、連

絡してくわけなんですが、現在その登録方法、記入方法ですか、それが結構ばらばらで、そ

の届け出というものは登山者の人数確認、あと把握、そして遭難対策の一つでもあります。

こういったことがしっかり確実に登録されないと、万が一のときが困るわけです。現在では

スマートフォンやインターネット等による書き込み、ソフトは簡単にできる時代でもありま

すし、そういった各町、そして山岳関係のクラブとも連携して、そのソフト整備、朝日連峰

を取り巻く各地域、山岳会、そしてまた、朝日連峰保全協議会とあります、が中心に連携し

て、朝日連峰基地局としてデータベース化をすることができないか、またＳＮＳ等も使い、

登山者からも書き込みなどを受け、いいものをつくっていくことはできないかお伺いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 
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○小川町長 ただいまのご質問でありますが、朝日連峰の統一した様式、ＳＮＳ等を活用した

登山届についてでありますが、警察署に提出すべき登山届につきましては、議員ご指摘のと

おり一定の様式はなく、県警察本部のホームページでは必要事項を任意様式により記載して

届け出をお願いしている状況であります。 

  また、県警察本部では、インターネットを利用した届け出については実施しておりまして、

登山者の利便性は向上されているようではありますが、ご提案のとおり今後は各地区山岳会

や朝日連峰保全協議会、そして今回発足しました朝日連峰振興連絡会等で連携しながら書式

設定の働きかけやインターネットでの届け出についての周知強化を図り、登山者の利便性を

確保してまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） 朝日連峰を囲む町、そして県、いろいろございますけれども、朝日

連峰保全協議会という大きな組織があるわけなんですが、もしこの中身がわかったらちょっ

とお伺いしたいと思いますが、わかったらで結構です。よろしくお願いします。 

○伊藤議長 志田商工観光課長。 

○志田商工観光課長 奥山議員からの朝日連峰保全協議会の関係でございます。 

  この協議会につきましては、環境省が所管をしている組織になってございまして、関係す

る山形県、新潟県、それから国の関係省庁、林野関係、加えまして、それぞれの裾野の山岳

会、それから関係自治体、７つほどだというふうに思ってございますけれども、合計しまし

て24ほどの団体と個人で構成する協議会であります。 

  この協議会につきましては、年に１回総会を開催する中で、主に登山道の保全、登山客が

上ることによって登山道が崩れたりするのを防ぐというふうなところを主な目的としており

まして、山形大学の研究組織なども入りながら山岳会さんも年に数回登山されまして、労力

を提供する中で保全するために何をすればいいのかということで、毎年実施されているとい

うふうな活動内容ではございますけれども、そういった中身の活動をしておりまして、加え

まして、全体会におきまして、それぞれの情報交換などもしているというふうな団体という

ふうに考えております。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） やはり朝日連峰保全協議会、これは大きな組織団体で、朝日連峰全

部を取り巻く組織とお伺いしております。そんな関係でございますが、やはり年１回の総会

でいろいろと顔を合わせるわけでございます。 
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  そんなことで、先ほど言いました、今は３町の私たちがやっておりますけれども、もっと

大きい組織の中で各町が、山岳関係は動いているものでございますので、そういったことで

先ほど町長からもありましたが、警察署のほうで届け出を受け取っているというようなこと

でありますけれども、やはりいろんな大きく考えていったときに、その連絡網を一つのデー

タベース化にして朝日連峰全体を売り込みながら、そしていろんな部分を見たり、調べたり

することができるソフトなども、もし開発できるものであれば進めていただきたいなという

ふうに思うわけですが、やはり朝日連峰は町長からもありましたけれども、なかなか月山と

違って登山者は、先ほど３町の登山口からで６万5,000人ほどと言いましたが、もっと広く

考えていくと、まだまだ朝日連峰には登山客が入っているわけです。 

  そういったことで、その全体のネット、そして各地区の山岳関係からいろんなものを含め

て、一つの大きい朝日連峰というソフトができるようであれば、それの中で、仮に西川町の

日暮登山口から入っていって別のほうに抜けていくといったときの調べ方として、スマート

フォンの中で日暮ならどこどことすると、その辺の周辺のお花畑とか、何かそういったもの

がデータで出たり、道路網は衛星放送で見ることができますけれども、そういったことが完

備されているものを一体化して、朝日連峰を取り巻く全体の新潟県、山形県、そして個々に

持っている地図は、これは３市４町のつくった地図でございますけれども、これをネットの

中で見られるようなことも、これから朝日連峰全体の盛り上げにもなるのかと思いますが、

そんなことをちょっと私は考えているのですがいかがでしょうか。お伺いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 朝日連峰につきましては、先ほども申し上げましたように、月山とまた違って中

級以上、中級・上級というようなことで、大変険しい山岳になっておりまして、どうしても

登山者につきましてはターゲットが絞られるわけでありまして、なかなか月山のように、そ

れぞれ県民登山とか、そういった全体的な事業は打ち出せない状況になっています。ただ、

年に１度の朝日の山開きをやりますが、その折には関係市町村、特に県内ですが、小国から

始まって小国、飯豊、長井、白鷹、朝日、大江、西川というふうな、それぞれの市町村が一

緒になって今後の朝日連峰の観光開発、こういったものについて意見交換等も含めてやって

おりますが、なかなかそこまでは至っていないのではないかなと思っていますが、その辺の

状況はこの後、担当の課長のほうからご説明させますが、まず今回の３町につきましては、

まず起爆剤として、せめてポスターで全国にアピールするというふうなことも踏まえて、そ

して先ほど言いましたように、小国から含めて一緒になって展開できるような、そういった
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組織を改めて強くしたいと、そういった思いでのことでありますのでよろしくお願いします。

現在の状況につきましては、担当課長のほうからご説明させます。 

○伊藤議長 追加答弁を志田商工観光課長。 

○志田商工観光課長 議員から朝日連峰の全体のデータベース化というようなところのお話の

関連でございますけれども、先ほどご説明申し上げた朝日連峰の保全協議会、ここにつきま

しては発足から10年が経過しているということがございまして、環境省のほうでこれまでの

取り組みの評価と、今後のその方向性についての意見を求められてございます。そういった

中で、本町といたしましては、朝日町、大江町とも連携する中で、その組織の目的が保全の

みだけでなくて、観光誘客というようなところの目的を追加できないかというふうな意見を

要望として出しているところであります。やはり裾野が広く、登ったところの情報はあるわ

けでありますが、向こうのおり口の情報がなかなかないと、得られないというような情報な

んかもありまして、登山者からは要望なんかがあるところでありますので、そういった組織

のさらなる発展なども期待しながら要望活動もしているところであります。 

  あわせまして、登山者同士のネットを通じた情報交換という部分につきましても、今現在

は本町関係はございませんけれども、鶴岡朝日庁舎さんのほうでは、タキタロウネットとい

うようなことを運用する中で、登山者同士が連携ができる、そういったシステムを構築した

いということで頑張っておられておりますので、そういった動きと合わせながら、あと、そ

の３町連携のまた今回の連絡会等でも検討しながら進めていくことが必要であるというふう

に思っております。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） お聞きしますと、やはりそういったタキタロウネット関係も進んで

きているというようなことで、そういった各山岳会のインターネットにホームページを出し

ておりますけれども、そういったこととあわせて、すばらしいものができるんだろうなと感

じがしますけれども、ここでちょっと政策推進室の土田課長さんから、彼はプログラムとか

ネットとか、そういったものがかなりわかる人なものですから、そういったことは意外と簡

単にできるものかどうか、ちょっとお聞きしたいのですけれどもよろしくお願いします。ご

指導賜ります。 

○伊藤議長 答弁は土田政策推進課長。 

○土田政策推進課長 私が知っている範囲になりますが、基本的な機能とか、そういったもの

については、もう既にいろんな機能が出されておりますので、大切なのはやはりどういった
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情報の中身をわかりやすく出すかというふうなことだと思いますので、その辺は今後十分検

討して、活用していく必要があるのではないかなというふうに思っております。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） 朝日連峰の山がいろいろ全国に百名山、いろいろ二百名山とありま

すけれども、朝日連峰の山の違いというものはアルプス立山連峰の方面とか、いろいろ大き

い山がございますけれども、ほとんどが石山、岩の山と、そういったところが多いわけです。

しかし、朝日連峰は緑豊かなといいますか、きれいな山で本当に上に登ってみますと、すが

すがしい感じの中にお花畑も結構ございます。山新のトピックに載っておりましたが、この

方は日本全国の森林を撮影している石橋睦美さんといいますか、その方がいろんな写真を撮

りながら、やはりそれをドローンで飛ばして撮影していると、そういったことなどもありま

すし、その山の紹介でもそういった、同じくやっていければ相当自然の中の部分で花畑、山

野草、それから、その辺の景観、いろんなものがかなりよその山とも違う部分はいっぱいあ

ります。本当にその辺は朝日連峰特有の山だと思っておりますので、そういったことも含め

ながら進められれば大変いいのかなと思っております。 

  次に、３番目の月山朝日連峰ルートには、400年前の歴史上のロマンということで、朝日

連峰の尾根伝いを戦国時代に最上領を通らないで米沢藩から庄内藩に結ぶ山岳道路、直江兼

続が開削した山岳道路が朝日軍道として、これが歴史上に残っております。また、その朝日

連峰の麓には月山参りを関東方面からの近道として、600年前ごろにつくられた道智通りが

歴史上に、それもやっぱり月山の参拝として、にぎわいの一部として現在でも語り継がれて

います。こういった朝日連峰にかかわるロマンなどもありますので、そういったこともその

朝日連峰の誘客のための観光案内部分に取り入れることはできないかどうか、それも１点お

伺いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 大変懐かしい言葉でありますが、朝日軍道でありますが、朝日軍道や道智道の観

光客拡大の利用についてでありますが、朝日軍道は今から約400年前、議員ご指摘のとおり

でありますが、戦国武将の直江兼続が庄内と米沢を軍事的な目的で結ぶために、朝日連峰の

稜線に沿って開削した60キロに及ぶ山岳道路であります。また、道智道は今から約600年前

の応永年中に道智上人が開いた湯殿山参詣の道でありまして、白鷹町の鮎貝から朝日町、萱

野、大江町、古寺を経由し大井沢に続く約45キロの山岳道路であります。朝日軍道と道智道

では、ともに大江町、朝日町、そして本町に密接に関係ある歴史の道でありまして、この魅



－72－ 

力あるストーリーを活用することは朝日連峰の振興策の一つであると考えております。 

  朝日連峰振興連絡会では、健全な登山環境及び登山誘客を図ることで、周辺地域の振興を

図ることを目的としておりますので、３町が連携してのリーフレット等を作成する機会など

において朝日軍道や道智道の情報を掲載したり、また、その他、広域連携組織の取り組みに

反映することができないかなどについても、今後とも３町が連携して推進できるものと考え

ております。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） 朝日連峰につきましては、いろいろと質問申し上げましたが、やは

り調べてみますと、いろんな部分ですばらしいものがございます。そういったことを全体を

含めまして、ぜひ朝日連峰を３町だけでなくて、山形県の山として全国に広げられるように

お願いしたいものです。まずよろしくどうぞ。おかげさまで朝日連峰は、お話の中でこれか

ら登山道路の整備、いろいろ進められるようでございます。ぜひ頑張っていただきたいと思

います。 

  続きまして、84回西川町菊まつり、取り組みと会場整備ということでご質問いたします。 

  ことしで83回が終わったわけなんですが、菊まつり発祥が、発祥といいますか、西川町に

三山電車が昭和３年に来まして、実際に菊人形が始まったのは昭和６年でございます。その

間に４年ほど戦争中に休止になりまして、なかったわけで、ことしで83回というふうな年数

になっております。 

  当初、三山電車が来たときは、お客様がいなかったというようなことで、従業員が24名の

従業員の中で歌にも出たということで調書に書かっておりましたが、その中で、菊人形で何

とか地域おこしというのが当初のマツダシロウさん、駅長さんですが、その方が菊を広めて

昭和６年から始まったと聞いております。 

  そんなことで、私たちも間沢の菊、西川町の菊ということで頑張っておりますが、一点目

の現在展示会場などが余りにも古くなっております。また、施設のほうもリニューアルでき

ないのか、今残っている三山重陽会が17名ですが、これからも頑張って行くと言っています。

そんなことで、ぜひ会場のリニューアル関係をこれから進めていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 伝統ある西川の菊まつりについてのご質問でありますが、この西川菊まつりは、

議員が今おっしゃいましたとおり昭和６年に第１回目が開催されまして、今回で83回を数え
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る町を代表するイベントであります。 

  この伝統と歴史を刻む菊まつりは、菊づくりの運営母体となります三山重陽会の皆さんの

たゆまぬ努力と振興委員会等の実行組織・地域・町内事業所のご理解とご支援の上に開催さ

れてきたところであります。高齢化に伴う菊づくり担い手の確保等の課題があることについ

ては十分認識いたしておりますが、今後もさまざまな視点から検討し、継続すべきものと考

えております。 

  さて、ご質問の展示会場小屋や設備のリニューアルについてでありますが、菊まつりの作

品展覧会場としてのご利用をいただいております施設は、西川交流センターあいべの屋外展

示館であります。 

  この施設の利用状況につきましては、過去には農産物直売会場として、また民間業者の商

品販売会場としてご利用いただいたこともありましたが、ほとんどは菊まつり会場でありま

して、その作品展覧会場としてご利用いただいているものであります。 

  この施設は、昭和53年に建築したものでありまして、既に40年が経過しておりますことか

ら、ご指摘のとおり老朽化が進行しておりまして、支障がある箇所も出てきている状況にあ

ることは認識しております。83年の伝統と歴史を刻む西川菊まつりは、これまでも菊まつり

等振興委員会、実行委員会、そして三山重陽会の方々の熱意を土台としまして、さまざまな

課題を協議、解決しながら開催されてきたものと思っておりますので、展示会場の老朽化の

課題につきましても、今後、西川菊まつり等振興委員会の方々と十分協議してまいりたいと

考えております。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） やはり菊をつくっている人も本当に頑張って、県内外に見てほしい

ということで一生懸命頑張って作品をつくっております。やはりそういった頑張る皆様のこ

れからの力にもなりますように、ぜひ進めていただきものと考えております。 

  その次ですが、ことしはお客様の誘導看板は中山からでしたが、来年度からは来場者の増

員を目指して、今、山形の霞城セントラル、そして南陽、いろいろやっているところがござ

います。そして、見にも来ます。特に今回、私も３日ほど監理当番をしながら、お客様と見

たわけですが、やはりそういった、どこから来たんですかと言うと、県内外いろいろ来てお

ります。そんなことも含めながらよその会場との相互交流ということで、会場の案内を広く

していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 
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○小川町長 来場者の増加のために、他市町の菊まつりなどとの相互交流についてであります

が、県内におけます菊まつりや菊花展覧の催し物につきましては、議員ご承知のとおりであ

りますが、本町と同様の伝統と歴史を誇る南陽の菊まつりがありまして、従来から親しく親

交・交流がありますが、視察や菊花審査員の相互派遣等で関係を深めてきているものと認識

いたしております。近年は、山形市や寒河江市でも菊花展覧会が開催されているようであり

ますので、このような組織や団体との相互交流により、お互いが発展していくことは大変喜

ばしいことと考えておりますが、相手の事情や考え方への配慮も必要であると思われますの

で、実際の取り組みにつきましては、西川菊まつり等振興委員会の協議の場において十分検

討させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） このたび３日ほど監理当番をしたということで、いろんな人との交

流をしながらいろいろ話を聞いてみました。新潟から来た人、福島のほうから来た人、そし

て仙台から来た人も何度もおります。やはりいろいろ回ってきて西川町に入ったときに、間

沢の菊といいますか、西川の菊は本当にすばらしいというふうな、いろいろ好評をいただい

ております。そして、その好評の中に菊花展の品評会があるわけなんですが、品評会のこと

し大臣賞をもらった方々は、吉川の伊藤幸三さんから始まって、松田政男さん、そして懸崖

のほうの伊藤正さん、盆栽は稲沢の工藤さん、そういった方が本当にすばらしく頑張ってつ

くっていてくれるわけです。今、そして、ちょっと今の方々は全部吉川の方で、本当に菊づ

くりは吉川のもう売りになったのかなと。ここにも吉川の方がたくさんおりますが、いろい

ろ副町長から始まって菊づくりに力をかしていただければ大変ありがたいと思っています。 

  やはり人数が少ない中でやっていますけれども、本当に頑張ってやろうという方々、今少

しずつまた出てきております。ぜひ西川の菊が観光誘客ということで、今、会場に入場され

た方は3,300名ほどございます。これはまっすぐ100万人交流といいますか、それは通り客も

あるんですが、菊はまっすぐ見に来るわけです。そして、いろいろ見ながら批評もしてくだ

さったり、褒めていただいたり、いろんなことをしております。その菊のありがたさという

か、その町の顔にもなり得る部分でもあるのかなと思っております。 

  そんなことと、あと菊人形・菊まつりが三山電車から始まったということで、その三山電

車の面影というものが今西川町になくなったとは言いませんが、上田屋さんには電車、初代

の電車が飾られております。あれももう古くなって壊れてしまうのかなという心配がござい

ます。あれもこれから菊と一緒に残すことができないのか。それを上田屋さんからもらい受
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けてしてくれるようなことも、菊とあわせて西川町の菊の来年は84回ということで、そんな

ことも含め何とか西川町で譲り受けて管理することができないか、ちょっと付録になりまし

たけれども町長のご所見をいただきたいと思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 最後の件でありますが、電車の件でありますが、これは相手もあることでありま

すし、長らくそれを保存してきたという、そういったこともあって愛着も非常に多いかと思

いますが、今、間沢の有志の方で、何とかそういったことができないかというようなことで

検討されておりますので、町としてはその後の経過を見つめると申しますか、どういった支

援ができるか、これはわかりませんが、町でもできる限りの支援はしたいと思っていますが、

菊まつりでありますが、菊につきましては、西川町の花が菊でありまして、この西川町の花

を菊と指定したのも、菊まつりがあっての菊というようなことでありますので、ただ、やっ

ぱり一番は町民の皆さんからいかに、この菊まつり、菊に愛着を持ってもらうかだと思って

います。 

  そういった中で、議員の皆さんからもご協力いただいて、三本立てを出品していただいて

おりますし、さらに海味区、間沢区、それから西川小学校、それぞれの皆さんから玉菊をつ

くっていただいて、会場を非常に華やかにして、そしてにぎやかにしていただいております。

あれがあって、大分前と違った菊花展になってきたのかと思っています。 

  そして、そういった菊に直接、菊を直接栽培してみるということは非常に重要だと思って

いますし、菊のよしあしを眺められる、そして菊の栽培のその苦労、こういったものを含め

てしますと、一度手をかけますと、また違った感覚が出てくるということでありますので、

できれば先ほど議員がおっしゃるように、吉川だけでなくて西川町民の皆さんが何らかの形

で菊栽培にかかわれば非常に、まさに西川町の菊となるかと思いますが、そういった夢を持

って今後ともやっていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） やはり今町長からもお話ございましたが、今、ことしなんですが、

役場の職員も結構出してくださった。そして、小学校も50鉢ぐらいの玉菊、そしていろいろ

菊に関する、そして菊人形をつくる方々、そしてその方々、全体が今一生懸命やっているわ

けでございます。これから将来に向けて100回の菊まつりまで、とにかく頑張っていくとい

うふうなことで、ぜひ皆様方々からの一緒に菊をつくって協力していただくことを念願する

ところでございます。以上をもちまして菊のほうは終わりまして、今度３点目の月山湖カヌ
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ー会場についてお伺いします。 

  前から何回も、月山湖1,000メートルのカヌーコースについては質問をしておりますが、

2020年の東京オリンピックが２年後に近づき、カヌー競技について西川町とモルドバ共和国

のホストタウンということで調印式が行われました。 

  来年度、ホストタウンとしての会場準備などや月山湖練習会場としての1,000メートルコ

ースの建設関係について問題はないのか質問いたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 月山湖カヌースプリント競技場における1,000メートルコースの整備状況、そし

てモルドバ共和国のホストタウンについてでありますが、まず月山湖カヌースプリント競技

場におけます1,000メートルコースの整備につきましては、これまでの一般質問でもお答え

いたしておりますが、オリンピック出場選手の事前合宿や国際大会に向けた合宿地の形成に

向けまして、関係機関に1,000メートルコースの実現に向けた整備手法の協議や支援をお願

いいたしてきたところでありますが、また県カヌー協会といたしましても、県や日本カヌー

連盟等、関係機関にコース整備とあわせ艇庫やトレーニングセンター整備のための財政的支

援を求める要望を行ってきたところであります。現時点では多額な整備費用に対する有効な

補助制度等を掌握するまでに至っていないため、実際どれくらいの規模で整備を行うかは明

言できませんが、新年度の予算編成に合わせまして、一定の方向づけを行ってまいりたいと

考えております。 

  次に、東ヨーロッパ、モルドバ共和国からの東京オリンピック出場選手らのホストタウン

としての受け入れに関しての今後の見通しについてでありますが、９月定例会でご報告いた

しましたとおり、ことし７月２日に鶴岡市役所におきまして、モルドバ共和国選手団の事前

受け入れに関する合意書の調印を行いまして、その後、具体的な受け入れの調整を行う段階

に入っておりまして、来年の７月前後に東ヨーロッパ諸国での東京オリンピック選考を兼ね

た大会が開催されるとのことでありますので、候補選手らが来年、本町で合宿することはな

いと聞いておりますが、同国のカヌー連盟関係者の視察等の受け入れを予定しているところ

でありますが、再来年の初夏にはモルドバ共和の東京オリンピック出場選手の事前合宿の受

け入れをぜひとも行っていきたいと考えております。 

  なお、モルドバ共和国、あるいは他の国の出場選手の事前合宿等に際しては、月山湖にお

ける1,000メートルコースがあれば非常に好適な場所にはなるわけでありますが、これは必

須ということではありませんので、むしろ屋内練習場や宿泊場所、カヌー艇の貸与などに関
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する応対や支援などは重要になりますので、それらの課題整理を行ってまいたいと考えてお

ります。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） 月山湖の1,000メートルコースですが、今、月山湖を使っている大

会が中学校の全国大会、高校の大会、隔年で両方がかわりばんこのように来ております。そ

して、月山湖で育った山形県の選手は、本当に全国でも名だたるメンバーになっておりまし

て、その力強さというのは、お家芸と言われるぐらい力を持っているわけです。 

  今、全国的にといいますか、世界的にもですが、長距離化になってきております。大会が

今、国体では、高校は500メートル、200メートルと。中学校も500メートル、200メートルに

なっていますが、大学になれば1,000メートルコースが入ってきます。そんなことで、今、

力のといいますか、練習で500メートルでの練習よりも1,000メートルに伸びつつあります。

今やはり、先日、高校の先生、中学生のコーチともお話ししたのですが、やはりこれからは

長距離をしておかないとだめだというようなことがはっきり言われております。 

  そして、全国に1,000メートルコースが４カ所ぐらいあるんですが、そのうちの２カ所、

石川県の木場潟、そして香川県の府中湖があるわけなんですが、その両方とも日本カヌー連

盟でも余り芳しくないというのは、石川県の木場潟は海沿いです。海の波、風で時々試合が

中断されて使えないと。それで今、アジア大会が石川県の木場潟はもうなくなりました、そ

こは使わないというようなことでなって。また、香川県の府中湖、夏になるとダムの水が少

なくなって試合ができなくなるというようなことで、今本当にできるところは少なくなって

おります。 

  しかし、月山湖の場合ですと、全国で選手が毎年何かしら来てやっているわけです。そん

なことを含めて、とにかく月山湖から中央に、大会に出すには、長距離の会場で練習するこ

とによって力のつき方が違うというようなことに、やはりコーチ方々、月山湖では東北大会

も何回もやっていますし、その多くの選手、コーチが口をそろえて、なるべく早くつくって

ほしいというようなことと、やはり今まで月山湖には1,000メートルコースということで、

前々から話がされております。ぜひ大会に向けて施設をつくり、大きい艇庫とか何かじゃな

くて、練習コースの1,000メートルの部分だけでも先につくっていただくことはできないの

か、お伺いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 1,000メートルコースにつきまして今議員がおっしゃいますとおり、今、全国、
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日本のコースは今500メーターが基準でありますが、本来であれば連盟のほうでは、本来は

1,000メーターが本来の距離だということでありまして、日本ではなかなか1,000メーターを

とれる箇所がないというようなことで暫定的と申しますか、500メーターで今やっていると。

ですが、国際競技は1,000メーターですから、近い将来、日本のカヌー連盟としても1,000メ

ーターの競技をぜひ早目にやりたいというようなご意見でありまして、そういった中でのコ

ースの整備です。 

  今、議員からありましたように、海岸沿いの競技場では朝夕のなぎが立って、なぎであり

ますが、波が立って競技ができないというような。そして、さらにダム湖、そのほかに１つ

ダム湖があるんですが、ダム湖につきましては非常にアクセス悪い。要するに、ダムは山の

中でありますので、極端のことをいえば、林道のような道路を行かざるを得ない。そういっ

た面では、この西川町の月山湖につきましては、高速道路のインターチェンジからすぐだと

いうようなこともありますし、非常にアクセスもよい。それからコース的にも申し分ないと

いうようなことで、早目にと申しますか、できる限り整備もしてほしいというような要請も

あるんですが、ただ先ほど言いましたように、財源的な問題もありますし、整備するにはこ

れはいいんですが、その後の維持管理であります。 

  現在の500メーターコースも三、四百万かかっておりますし、その維持管理、こういった

ものも含めてどのような形にするか、現在は冬期間、冬の間は全て撤去して、そして春に改

めてレーンを張るというようなことでありますが、今、協会の事務局のほうでも考えていま

すが、冬、湖面の下に沈めて一冬過ごせないかとか、そういった検討もやっておりますので、

整備もそうですが、その後の維持管理、こういったものも含めて今検討しているところであ

りますので、そのようなことで、どうしても財源的に団体の支援が受けられないというよう

なことになれば、県のほうにもさらに要請して、そして国のほうにも要請して、できる限り

町の財源の少ない、自己負担の少ない形でやれればと思っていますので、そういった意味で

早急にそういった上部機関に対応を要望したいというふうに思いますので、よろしくお願い

します。 

○伊藤議長 ６番、奥山敏行議員。 

○６番（奥山敏行議員） 山形のスポーツで国体に出ても、得点源は本当にカヌーがもう山形

県のトップクラス、全国でもトップクラスにいるわけです。そして、山形県で国体というと、

県庁のほうから先生方がたくさん来るわけです。来ても、口は出すけれども金は出さないと

いうことではなくて、やはり山形県の顔にもなりつつあるスポーツでもありますし、その辺



－79－ 

をしっかりと県のほうとお話をしながら、ぜひとも協力していただく。やはり維持費は毎年

のことですから絶対大切な話なんですが、やはりそういった子どもたちが頑張ってやってい

く、これからもずっと月山湖のレーンがある限りは進んでいくわけでございますので、ぜひ

とも各スポーツ団体に応分じゃなくて、やはりカヌーに対しては、そのレーンがなければで

きないということで、県のほうとももっとしっかりとお話をしながら要望をしていただきた

いなと思っています。ぜひ来年には、1,000メートルのコースがつくられる、始まるような

ことをお願い申し上げながら、私の質問を終わらせていただきます。 

  最後にもう一度、町長からの答弁だけよろしくお願いします、心づもり、頑張っていくと

いう、ひとつ。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 カヌーは競技もそうですが、まず西川町の町民の皆さんであれば、まず全町民が

スキーをやれる、そして夏のカヌーは全員がカヌーをこげると。今、このカヌー競技も始ま

って平成に入る前から昭和60年代後半から、この競技に小学校・中学校で受け入れをやって

おりますので、それ以来30年を超えていますので、40歳以下の町民の皆さん、ほとんどが何

らかの形でカヌーにかかわっているというようなことでありますので、まず西川町の町民の

スポーツとして今後、町としてかかわっていける、支援していける、そういったことであり

ますので、まずその頂点として、いろんな競技大会も含めて、町の観光ともあわせて頑張っ

ていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

○伊藤議長 以上で、６番、奥山敏行議員の一般質問を終わります。 

  ここで休憩をします。再開は10時40分とします。 

 

休憩 午前１０時２７分 

 

再開 午前１０時４０分 

 

○伊藤議長 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 佐 藤 幸 吉 議員 
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○伊藤議長 続いて、５番、佐藤幸吉議員。 

〔５番 佐藤幸吉議員 質問席へ移動〕 

○５番（佐藤幸吉議員） ５番、佐藤幸吉でございます。 

  今回、私は、３つの視点から質問を申し上げたいというふうに思っております。 

  最初の質問でございますが、これまで一般質問を行ってきた中でいろいろ事案について、

検討されるというようなことで回答されたこの結果について、その後の進捗などについてお

尋ねをしたいと、こんなふうに思っているところであります。この件につきましては、その

時点で単なる検討という言葉だけでなく、町側としましても認識が合うというようなことで、

何とかやはり解決のための検討をするというような経過があったのではないかと、こんなふ

うに思っておるところでございます。 

  質問の第１点でございますが、平成23年12月の一般質問から６年が経過した昨年12月議会

で、再度看板のあり方として説明的なものでなく、月山と自然、文化、西川町の人のよさな

ど、西川町のよさをイメージする大きな看板が観光地にふさわしいのではないかという旨の

質問をいたしました。綱取の岩根沢を案内する看板について、木の葉が落ちて今は見やすく

なっておりますが、葉が茂っている季節などについては、この看板は全く見えないというよ

うな状況になっております。また、今でさえも下のほうは笹の葉で、常緑である笹の葉が茂

っておりますので、下のほうは見えにくいというようなことと、看板としては字が小さ過ぎ

ると。車をとめて案内板を見なければならないというような看板でございます。 

  昨年の課長答弁では、国交省の岩根沢への看板もできたので、青い看板は内容の変更をし

て有効活用を検討したいとの回答がありました。検討に期待をしながら質問を終えたという

経過がありますが、その結果について、検討途中でもお話しいただければというふうに思い

ますので、１つ目の質問にさせていただきたいというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

〔町長 小川一博君 登壇〕 

○小川町長 ただいまの佐藤議員のご質問にお答えいたしますが、綱取地内の国道112号沿い

の看板についてでありますが、ご質問の内容は、平成29年第４回定例会の一般質問、西川町

のイメージにつながる観光看板の設置を検討せよとの中で、岩根沢三山神社等に誘導するた

めに町が設置した綱取地内の看板については、設置位置が高いことや自然の緑色の中に青色

の看板であるために、目立たないのではないかと。また、運転中に比較的小さい案内表記を

見て読み取ることになることから、運転に支障になるのではとのご指摘をいただいたところ
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でありました。また、国道管理者から岩根沢入り口に同様の案内看板を設置いただいたこと

もあるため、町の看板は撤去してもよいのではとのご提案をいただいたものであります。 

  このご指摘に対しまして、町でも同様の見解を示したところでありますが、撤去のご提案

につきましては、看板の表記の内容を変更して有効活用できないか検討させていただいてい

るとお答えしたものでありまして、現在、町では、第６次総合計画の後期計画を策定中です

が、これに先立ち、町と観光協会は協働による西川観光ビジョンを昨年度から策定中であり

まして、観光ビジョンは、昨年度の観光協会理事会等で協議いただき総会で案を説明し、現

在は行政内部で後期計画との整合性を図りながら検討を行っている段階にあります。そのビ

ジョンにおいて観光案内板につきましては、観光戦略の重点項目と捉えておりまして、第６

章、具現化する手だてはの誘導案内看板整備の項目の中において、町全体のイメージ向上と

わかりやすい道しるべはどうあるべきかなどの検討を行ってきております。 

  議員ご提案の看板につきましても、その策定作業の中で全体的に十分検討し進めることと

しておりますので、ぜひご理解をお願いしたいと思っております。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） 後期計画に反映をさせたいと、こういう回答でございますが、それ

はそれとして、やはり観光ビジョンを立てる際の視点でありますので、何としてもやっぱり

西川町のイメージをよくするという面から、そのように計画することいついては妥当なやり

方ではないかというふうに思います。 

  しかし、振り返ってみますと、平成23年でありますから７年前の話でありますし、また昨

年改めてその問題を取り上げたわけでありますけれども、７年の経過をどう捉えるのかなと

いうようなことでございます。これからの後期計画に対しても、やはり同じような先が見え

てくるような感じがいたしますので、現段階で、やはり急ぐというか、マイナスイメージの

看板については早く手直しをするというような視点が必要なのではないかなと、こういうふ

うに思います。それが第１点と、それから、後期計画の中で全体的な見直しを図ると、こう

いう見解でございますが、例えば西川町のビジョンとしてのあり方、観光看板、あるいは観

光という面からの誘客・誘導の視点からの看板などについては、どの程度、そしてどの場所

というようなこと、どういうふうにイメージしているのか、その２点についてお尋ねをした

いというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まず、観光客の誘導につきまして、今、全国的な、これは大きな課題でありまし
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て、特にインバウンドの関係で日本語表記だけでなく、今は英語表記もなっているんであり

ますが、それにあわせて韓国語、中国語等々も含めて、どう表記するかというような、そう

いった視点で今、観光看板、要するに道路の案内板が書きかえられて、特に国において今進

められているわけであります。 

  そういったことで、西川町におきましても今後、今、ただ、英語表記も表記の仕方が、こ

のつづりが違うのではないかというような、そういった議論もありまして、そういったもの

を踏まえて看板につきましては、町として全体的なものをどう表記するかとか含めてしない

と、先ほど７年もかかったとありますが、これは将来に結びつけての看板の表記であります

ので、そういったものを含めてすべきではないかと思っていますが、ただ、これまでの経過

について担当課長のほうからご説明させますので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 追加答弁を志田商工観光課長。 

○志田商工観光課長 看板関係の見直しというようなことでございまして、やはり今、本当に

後期計画の６次総の実現のための後期計画の見直し、それから、そこにあわせまして観光ビ

ジョンの策定としているというふうなところでありますが、やはり観光関係者につきまして

は、なかなか厳しい状況にもあるというふうなことで、そういったことも受けとめながら、

町としては本当にこの辺を上向きにしていかなければならないというふうな思いで、今策定

作業のほうも進めているところであります。 

  でありますので、今の段階でどの看板を、どういったイメージというふうな部分について

は具体的にはお示しできませんけれども、町全体のそのイメージを上げる、観光看板のみな

らず、そういった誰から見てもすばらしいサイン計画というふうなものについては、少し時

間をかけながら慎重にやっていく、重要なことであるというふうにも思っておりますので、

そういったことで後期計画の見直し、それからビジョンの見直しの中で実効性が上がるよう

な形で進めていきたいというふうに考えているところでありますので、ご理解お願いしたい

と思います。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） 今の回答の中では、具体的なことについては後期計画の中での策定

計画にしていきたいというようなことで、現段階では持っていないというようなことと、時

間をかけたいという話もあるわけでありますが、ただ現段階のあの２つについては、非常に

小高いところにあって目に飛び込んでこない、とまって読まなければ何が書いてあるかもわ

からないと、こういう看板なわけですよね。そういうことについては、もう認識が一致する
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わけでありますけれども、そういうマイナスイメージの看板については、やはり、むしろ撤

去というのがふさわしいのではないかなと、こういうふうに思います。そういう点も含めま

して、この観光看板について西川町、あるいは西川町がどうしても宣伝が余り上手ではない

というようなこともよく言われますけれども、そういう点からしますと、何としてもやっぱ

り西川町に来た際の自信につながる、西川町に来た誇りにつながるような看板なり、あるい

は西川町のイメージをつくっていただきたいなと、こんなふうに思っているところでありま

す。 

  ぜひ後期計画が先延ばしの対策にならないように、ぜひ検討を、そういう意味での早急な

結論を出していただきたいと、こんなふうにお願いをしたいと、こんなふうに思っていると

ころであります。 

  １つ目の質問については以上でございますが、２つ目のみどり団地の未売却地の長期賃貸

住宅への変更計画の検討についてお伺いをしたいというふうに思います。検討結果はどうな

っているのかお尋ねをしたいと思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 みどり団地の未売却地の長期賃貸住宅への変更計画についてでありますが、みど

り団地の未売却地の長期賃貸住宅への変更計画につきましては、平成29年第４回定例会の一

般質問でもご提案をいただいておりますが、その際お答えいたしましたとおり、定住促進住

宅Ａ棟６戸のうち現在２戸が空室、Ｂ棟４戸についても建設中でありまして、来年１月中旬

から２月にかけまして入居募集を行う予定でありますので、その募集申し込み状況を見なが

ら、新たな計画策定をしたいと考えておるところでありますのでよろしくお願いします。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） みどり団地の売却がいろんな政策の方針転換などによって、いい結

果を生んでいるというようなことでございますし、そういうことを通して未売却地の早急な

完売が図られるように検討していただきたいと、こんなふうに思いながら長期賃貸住宅への

方針転換というようなことを提案したわけでありますけれども、前回、全員協議会の中で説

明されました町民の意識調査の中から見ますと、125件という西川町の中で住宅を建てたい

というようなこと、あるいはそれに対する住宅を建てる場所をどこにするかというような質

問に対して、125件のうち84件が町外を希望していると。67.2％という数字が出ているわけ

であります。そのうち15件がみどり団地の東側を団地にした場合、希望するかというような

質問に対して、希望しないというような回答をしている人が８件ということで、半分以上を
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占めているというようなことで、これら住宅政策についても、そろそろ頭打ちになってきた

のかなという心配もしているところであります。 

  そういう中での残り３区画の完売対策、これらについて今のような状態をどう捉えて、そ

して残り３区画の完売対策をどのように持っていくのかというようなこと、これらの認識の

合わせ方などについて質問を申し上げたいと。 

  先ほど町長の答弁からは、１月の定住促進住宅の販売状況を見て結論を出したいと、こう

いうことでありますけれども、その件については回答をいただいたとおりでありますけれど

も、こういう意識調査の結果というものをどういうふうに認識し、これからの人口減少対策

にもなる大切な支援だと思いますので、この見解について町長の見解をお伺いしたいという

ふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 今の住宅団地については、若者にいかに定住していただくかというようなことで、

若者定住住宅というような名目で今開発しておりますが、そういった意味で住宅もそうです

が、要するに若者が住みやすいこの西川町の環境をどう構築していくかというような観点で、

いろんな子育て環境やら、小学校の学校義務教育の教育環境、こういったものについては、

それぞれ毎年、意を配しながら充実してきたところであります。 

  この前の総合政策審議会の席上でも、委員の家族のご意見もあったわけでありますが、そ

の中で、改めて町外から西川町に嫁いできて、西川町の子育て環境のよさを十分認識したと

いうような、そういったことで、なぜもう少し町外にこのよさを発信しないのかというよう

なご意見でありまして、まさにそのとおりでありまして、若者にとってはやっぱり一番は子

育てだと思っていますし、そういった意味で、これまで町内の若い方もとどまったこともあ

りますが、町外からもその環境を理解して移住してきた方もおりますので、そういった面で

この西川町にとどめることも必要ですし、さらには寒河江、１市４町等も含めてこの西川町

に呼び込む手だて、こういったものもこれからの課題だと思っています。 

  そういった意味では、ただ今回の３区画等、未売却地がありますが、今回の座談会の中で

も、その団地の方の意見では、冬期間の冬の排雪場所も十分に確保しているわけであります

が、なかなかそれでは不十分だということで、その空き地も含めてそういった検討をしてい

ただけないかというような、そういったご意見もありますし、さらに今、子育て中のお母さ

ん方の集まれる場所、要するに一般的に言われるママ友カフェと申しますか、そういった場

所、できれば保育園の近くとか、それとあわせまして、あとは今、コーポにお試し住宅と申
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しますが２戸、町のほうでとってありますが、なかなか利用がないと。利用がないと申しま

すか、一番と便利の悪い、一番３階の奥、一番最上階の二部屋をとってありますが、なかな

か利用がないわけでありますが、ただ、お試し住宅、要するに西川町に一回住んでもらうと

いう意味では、そういった新たな住宅の建設なども含めてできないかというような、いろん

なご意見を伺っていますので、それらも含めてです。 

  ただ、私町長になったときに、あの住宅団地全区画を買収するというような前の方針を覆

したと申しますか、１期、２期に分けて買収しながら整備していくというようなことで申し

上げていますので、そろそろ２期目の住宅団地の計画も念頭に置きながらすべきだと思って

いますので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） ただいまの回答では、私が定住促進住宅の提案を、長期賃貸住宅の

提案をしているわけでありますけれども、それに加えて、検討する内容には町民の皆さんの

意見が非常に大きいし、大切な意見だと、こういうふうに言われておりますが、やはりカフ

ェであるとか、お試しの建物を建てるとか、そういうこともあり得るんだなというようなこ

とで、今お伺いしたわけでありますけれども、やはり有効な手段で、結果、結論が出るよう

に１月、２月ごろには、その検討の結果が出るだろうというふうに思いますけれども、早急

な結論が出されて、その３件がうまく埋まっていただくというようなことと、第２期のみど

り団地の東側の売却が早い機会に完成することを期待申し上げたいと、こんなふうに思いま

す。 

  質問の３つ目に入らせていただきます。 

  実は、西山杉の産地というようなことについてでありますけれども、西山杉の産地が大江

町なのではないかということを言う人が多いわけであります。なぜこのようになっているの

かなと、こういうふうに思いますと、私も何年か前に柳川までの道通りの杉林に大きな懸垂

幕が、西山杉の町というようなことで懸垂幕が張られているのを、掲げてあるのを見たこと

があります。つい最近まで見たような感じがしますけれども、このイメージが非常に強いわ

けでありまして、大江町が西山杉の産地なんだなというようなことを改めて思っておったわ

けであります。 

  考えてみますと、朝日、大江、西川の産材が西山杉というふうに言われるわけであります

ので、実際は西山杉の町は改めて西川町が主産地であるというようなことに自信を持ってよ

いのではないかなというふうなことを最近思っているところであります。そういうふうな点
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では、まだまだ西山杉をＰＲする、西川町でＰＲする、そういう手だてが必要なのではない

かなというような思いで、実は昨年、新体育館ができ上がったそのときに、西山杉を利用し

た椅子があれほど多くあるわけでありますので、大きくＰＲをしていかがなものかと、こう

いうふうなことを申し上げたわけであります。 

  貪欲にと申しますか、そういう一つのどんな小さなことでも自信を持ってやれることにつ

いては、やはりＰＲして、西川町町民の皆さんの誇りにしていただきたいと、こんな思いで

ございます。そういう意味では、どんなふうに観覧席のＰＲをされておるのか、パネル化し

たり、あるいは町民の目に飛び込んでくるような施策というものについて、されているのか

お伺いをしたいというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まず、ご質問の新町民体育館の西山杉を利用しました椅子のＰＲについてであり

ますが、新町民体育館の観客席につきましては、ご案内のとおり西川町産の杉材を圧縮成形

した材料を使用しまして、特別に製作した椅子であります。できるだけ多くの木材を使用し

て建築した体育館の最大のアピールポイントであると思っておりますが、林業関係の会議、

あるいはスポーツ関係の大会、イベント等で紹介に努めてきております。 

  ご指摘を受けたこともありまして、体育館入り口部分の１、２階案内板図にＰＲの文言を

入れておりますが、さらに効果的にＰＲできる表示などを行ってまいりたいと考えておりま

すので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） そういう活動がやはり大江町のように長年ＰＲしていますと、大江

町のだというふうに言われるように、何かでやはり大きくＰＲをする機会を捉える必要があ

るのではないかと、こんなふうに思いながら今、町長から回答をいただいたように、今後パ

ネル化するとか、あるいは大きく町民の目に飛び込む、あるいは、ほかの市町村から来られ

る体育館利用者に対してのＰＲなどもされるように、ぜひ取り計らいをお願いしたいと、こ

ういうふうに思っております。 

  それから、玄関口の館内案内板の下に掲示されておるということでありますが、ちょっと

二、三センチの幅のもう全くそこの近くに行かないと見えないというような案内であります

ので、ちょっとこれでは少し目に飛び込んでくるというふうには言えないのではないかなと、

こういうふうに思います。これはいつ張られたのですか。 

○伊藤議長 答弁は片倉生涯学習課長。 
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○片倉生涯学習課長 案内図のＰＲに関してでございますが、佐藤議員からの一般質問、３月

議会だったと思いますが、その後しばらくしてからと、掲示したというようなことでござい

ます。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） 確かに目立たないとはいえ、それなりの説明書きは入っておりまし

たので、それについては理解できるわけでありますけれども、やはり胸を張って西山杉が我

が町の産物であるということをＰＲするために、もっと大きく西山杉の町、西川町、しかも

それでつくった椅子ということを端的な表現をしていただきたいと、こういうふうに思って

いるところであります。 

  １つ目の質問を３つさせていただきましたけれども、この検討するというようなことにし

ておいて質問した内容でありますが、やはり町長は常日ごろ、町と議会は車の両輪であると

いうような話をされます。その結果、例えば途中経過であるとか、検討の結果であるとか、

これらについて議長や、あるいは提案した議員に対して一言話があれば、車の両輪のように

政策が先に進むのではないかと、こんなふうに思いますので、そういう信頼関係をお互いに

つくっていけるように、というようなことも含めまして、この１、２、３の３つの質問をさ

せていただいたところであります。 

  きのうの宮林議員のふるさと給付金の使途について、都市との格差解消にもっと使ったら

との質問に対して、これについても検討されるというようなことがありましたので、これら

の検討についてもやはり、できるだけ早い結論が出ればよいなと、こんな思いでございます。 

  次に、大きく２つ目の質問に入らせていただきます。 

  オリンピック選手をたたえ、後輩に励みをというようなことでございますが、我が町のお

家芸と言われるカヌー競技は、国内はもちろん世界に羽ばたこうとする選手が大勢輩出され

ております。2020年の東京オリンピックも１年半後に迫っております。西川町には、アテネ

オリンピック2004年に出場した白田美由希選手がおりますが、その栄誉をたたえ、後に続く

後輩の励みになるように何らかの手だてが欲しいと考えますので、質問いたします。 

  端的に、オリンピック出場の先輩選手を励みの対象に何か手だてはないか、この辺の検討

などをした経過はないのか、その辺のお尋ねをしたいというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 オリンピック選手をたたえて、後輩に励みをというようなことでありますが、東

京オリンピック2020年に向けまして、カヌー競技選手の出場に向けての励みとなる手だてに
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ついてでありますが、改めて申し上げるまでもありませんが、本町の月山湖カヌースプリン

ト競技場は、平成４年にべにばな国体カヌー競技が開催されて以来、この競技場を練習場と

して育った地元西川町の中学生、高校生らが国民体育大会やインターハイ等で大きな活躍を

されてきております。 

  ご質問にありました白田美由希選手は、高校生時代に国民体育大会とインターハイへの２

大会で２連覇を達成しまして、翌年、アジアカヌー選手権大会での優勝などにより、2004年、

平成16年でありますが、日本代表としてアテネオリンピックに出場されました。本町初のオ

リンピック出場選手の誕生に町民挙げて喜びに沸くとともに、本町カヌー選手のレベルの高

さを改めて認識する機会になったのではないかと思い起こしております。 

  その後、着実に谷地高等学校、寒河江高等学校を中心に国民体育大会やインターハイ等で

多くの本町選手が優勝、入賞する活躍を見せていただいております。さらに、ここ数年来、

本町のカヌー競技選手が世界ジュニア選手権大会などに出場する機会に恵まれまして、その

中でも優秀な成績をおさめている状況を見ますと、２年後の東京オリンピック出場もまさに

現実のものと感じられるところであります。 

  町といたしましては、町の広報紙等で選手の活躍を紹介するとともに、役場本庁舎に看板

を掲げておりまして、さらに、その功労をたたえ、より一層の意欲向上を喚起するため、町

のスポーツ功労としての表彰を行っております。選手のモチベーション向上には、さまざま

な形態があるとは思いますが、明確な目標を持って努力し、その中で成果が上がり、周囲か

らの評価もされるといったことが最も有効ではないかと考えておりまして、町といたしまし

ては、その努力や活躍をもっと取り上げ、町民に周知して大きな応援となるような取り組み

を行ってまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） 唯一オリンピックに出場している選手でありますけれども、やはり

何年かたって、あるいはそういう人がいたなということすら、ちょっと忘れ去られている現

実があるだろうというふうに思います。そういう中で、2020年を迎え東京オリンピックが開

催されるという時期に、やはり再度、ああ、そういう人もいたなというようなことでの思い

と、それから2020年に期待する後輩選手諸君が日本国内のみならず世界で活躍している、そ

ういう中でのオリンピックを迎えるこの時期に、やはり何かの手だてというものをする必要

があるのではないかということと、2020年に活躍してオリンピックに出場する人がまた出て

くるということが考えられるわけでありますけれども、そういう人たちをどうたたえていく
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のかと。 

  先ほど町長からの答弁では、広報紙の利用であるとか、それから看板、懸垂幕などあると

思いますが、あるいは功労賞というもので、たたえながら選手の励ましにするというような

ことでありますけれども、実は懸垂幕や、あるいはその時期のことだけでは、その一過性的

に終わるようなものだけでたたえるということだけでは、ちょっと物足りない感じがします。

やはりほかの学校や、あるいはほかの町民体育館、オリンピックに出場されたところの体育

館などを見ますと、体育館の正面にというか、体育館の中に畳１枚以上の写真パネルが張ら

れて、その人の栄誉をたたえると。そして、後世にその栄誉をたたえていくと。オリンピッ

クに出られるなんてことは、もう何年先、あるかどうかもわからないぐらいの選手なわけで

ありますから、ぜひそういう後世に物にして残るような、そして目に入ってくるようなたた

え方があるのではないかと、こういうことをご提案申し上げたいなと。提案というよりも、

かつてというか、もう既にほかの市町村ではされているところがいっぱいあるようでありま

すので、そういうことを通して後世がこういうことを目指さなければならないんだなという

ことになるように、ぜひ考えていただきたいと、こんなふうに思っておりますが、その点に

ついてご所見をお願い申し上げたいと思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まず、オリンピック選手につながるような選手育成ということでありますが、西

川町、山形県もそうですが、義務教育と申しますか、高校を含めて中学校・高校まで大変な

成績で全国を制覇しているというような状況でありますが、なかなか大学、社会人になって

からのそのかかわりが薄らいでいくと申しますか、そういった選手層と申しますか、そうい

ったものが若干あるんではないかと思っておりますが、そこには何が原因かと申しますと、

カヌー連盟の役員の方にお聞きしますと、やっぱり一番は1,000メーターだということです。 

  ですから、500メーターまではある程度の力を出せるんですが、その1,000メーターをいか

にクリアできるかが大学、それから青年、成人のその競技力だということですので、まず中

学校・高校時代から1,000メーターをある程度経験させておくことは非常に重要だと。それ

が国際大会につながる競技力だというようなことです。ですから、そういった意味も含めて、

この西川町、山形県で1,000メーターコースはせっかく全国制覇をしている学校であります

ので、せめてそこまでを経験させて、次の大学、社会人につなげるような、そういった環境

ができればというような思いもあって1,000メーターコースということを言っているわけで

あります。 
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  それとあわせて町の対応といたしましては、今、中学校・高校とも非常に優秀な指導者に

恵まれておりますが、これいつまでもそういったわけにいきませんので、そういった意味も

含めて、この西川町で継続して子どもを教育できると申しますか、指導できる、そういった

体制をぜひつくっていきたいというようなこともあって、数年前、職員採用の際には、そう

いった職員の採用の指導力も含めて採用した経過がございますので、そういった底辺の要す

るに、カヌー環境の整備というのは非常に重要だと思っています。 

  それとあわせて議員がおっしゃったようなご意見のようなメモリアルと申しますか、そう

いったものも含めて今後、やはりちょっと私らもその辺は頭になかった、頭になかったとい

うか、役場のあそこに掲げるということが一つの大きな目標だったんですが、そういった意

味も含めて、やはりあろうかと思いますので、その辺はちょっと担当課長のほうから所見を

述べさせますので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 追加答弁を片倉生涯学習課長。 

○片倉生涯学習課長 では、追加して回答申し上げますが、町長のお話ありましたとおり、東

京オリンピックの出場も現実に感じられるというようなことでありまして、逆に白田選手の

功績といいますか、偉業が改めて感じられるというようなことになりまして、白田選手をた

たえる何かメモリアルといいますか、そういったものというご質問だと思いますが。 

  旧体育館の２階の通路部分に、ちょっとガラスケースがございまして、白田選手の出場し

たアテネオリンピックの公式、オリンピック委員会のものと思われるプレートがございまし

て、これと色紙を掲示していたというようなことがございまして、体育館の建築とともに、

ちょっと撤去しておりまして、私もそのままになっておりまして、そういったこととあわせ

て、そのプレートなども含めて、やっぱり町民の目に入るというような形で、たたえるよう

なものを検討したいなということでご意見を伺いましたので、ぜひそういったことで進めて

いきたいというふうに思います。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） 先ほど町長の答弁にありましたように、1,000メーターコースの必

要性というか、有効性というものを回答いただいたわけでありますが、先ほど奥山議員の質

問の中にもありましたように、1,000メーターコースが国際的な基準になっていくというよ

うなこともありますし、また先週に県のカヌー協会の理事会があったわけでありますが、そ

の中でもやはり国内は先ほど府中湖と、それから木場潟の例が出されましたけれども、西川

町の月山湖は条件が非常にいいというようなことと、それから国際的な基準になっていく
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1,000メーターコースはぜひあるべきだというようなことで、ほぼ満場一致で、そこで再度

その必要性の確認がされたところでありますので、ぜひこの件の実現に向かっていくべきだ

と、こんなふうに改めて申し上げたいなというふうに思います。 

  それから、片倉課長から答弁がありました。考えてみますと、プレートであるとか色紙の

白田選手をたたえる功績がそこに飾られておったなというふうに思いますが、やはり改めて

体育館のほうに玄関を入ったところは非常に広いわけでありますし、あの辺の利活用が図ら

れるのではないかなと、こういうふうに思いますので、それとあわせてプレートなどもパネ

ル化して、大きな選手の功績を残すようなパネルにしたほうがよろしいのではないかと、こ

ういうふうに思っております。 

  実は、この辺の近くでいいますと、スキー大会などに参加している最上町の向町分校など

に行きますと、体育館の真ん中にどんと大きな海和選手と佐藤選手のパネルが掲示されてお

ります。それを見て、後輩がスキーに励むというようなこともあると思いますので、そうい

うことを考えますと、何かやっぱり功績のあった人をたたえることが大きな成果につながる

んじゃないかなと、こういうふうに思いますので、改めて今の課長の答弁から、ぜひそうい

う趣旨を踏まえながら実現してほしいと、こんなふうに願っているところであります。 

  それからあわせてでありますが、実はインターハイや国体などで活躍する選手も多く出て

いるわけでありますし、先ほど申し上げました体育館の入り口が非常に広いわけであります

し、また壁面はパネルなどを張るのにふさわしい場所だなというふうに思います。そこを利

用して入っていくと、西川町の選手の活躍が一挙に見えるというような、その場所にしてい

ただいて、そこの大きなパネルが飛び込んでくるような場所にしていただきたいと、こんな

ふうに思っているところであります。ぜひ宣伝が行き届くようにご期待を申し上げたいなと

いうふうに思っております。 

  大きく３つ目の質問に入らせていただきます。 

  いよいよ冬将軍の到来なわけでありますけれども、昨年、非常に多く大雪に見舞われたわ

けでありますけれども、我々なれている雪国の生活でありますが、大変苦労を強いられたと

いうようなことがあるわけであります。 

  小学校が統合されまして、通学にもスクールバスが利用されております。安全性もほぼ地

域から学校の入り口までというようなことで、安全も確保されているのかなというふうに思

いますが、旧西山小学校区内の小学校については徒歩通学というふうになっております。遠

いところでは２キロほどあるのではないかなというふうに思います。冬場の、夏にしても通
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学途上の安全はもちろん確保しなければなりませんが、特に冬場の通学上の安全対策が十分

なのか、また、その対策のために、どのような対策がされているのかを質問申し上げたいと

いうふうに思います。 

  １つ目でありますが、通学途上に屋根の雪が危ないとか、そういうところとか、あるいは

雪が堰や沼などの周辺を囲って見えない、危険なところが見えない場所なども把握されてい

るのではないかと思いますが、その辺の状況について、どのような見解を持っているのかお

尋ねをしたいというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 初めに、西川小学校児童の徒歩通学及びスクールバス通学についてご説明を申し

上げたいと思います。 

  平成24年に西川小学校が開校した際に、小・中学校、ＰＴＡ、町等の関係者で組織しまし

た通学環境整備専門部会で検討されまして、旧西山小学校学区の児童は徒歩通学、それ以外

の児童はスクールバス通学と決定し、現在に至っております。 

  さて、ご質問の通学途上の危険な箇所についてでありますが、小学校の通学指導につきま

しては、年間を通して計画的に指導しておりまして、その中で、特に冬の登下校につきまし

ては、教職員も同伴し一斉下校で下校指導を行うとともに、通学路の安全確認を行っておる

ところであります。また、小学校では警察、道路管理者、区長会、交通安全協会連合会、Ｐ

ＴＡ会長、育成部会、町関係者等、約30名を超える構成員からなる交通生活安全対策協議会

を組織しまして、先月、冬期間の登下校の安全確保について協議を行ったところであります。 

  このように、小学校では通学路の安全対策に努めているところであります。ただ、昨年度、

屋根の雪が道路に落ちてきそうだと、地域の方から連絡をいただきまして、雪下ろしをして

いただいたという事案がありましたので、地域の方や保護者からの情報提供をいただきなが

ら、町といたしましても雪の状況の確認と安全対策について、学校と連携をとりながら進め

てまいっているところであります。 

  また、通学路付近での堰や沼などの危険箇所については、小学校では通学路の点検時に確

認しまして、近づかないように指導しておりますが、今後とも情報をいただきながら安全な

通学路の確保に努めてまいりたいと思っています。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） 確かに、どんな場合でも安全が保障されるというようなことでは、

万全を尽くしてもそういう状況というのは、危険な箇所というのはあるのではないかという



－93－ 

ふうに思います。そういう点からすれば、今のように地区民との連携がとれる状態、また、

その関係者の皆さんの連携によってその対策が図れる状態というものがあって、危険な箇所

を回避できるのかなというふうに思いますので、それらについて情報のやりとりをしながら、

ぜひそれに早い対応をしていただけるように、今後ともお願いしたいなというふうに思いま

す。 

  昨年は、やはり屋根の雪が覆いかぶさっている、あるいは雪が道路まで落ちてくるという

ような場所があって、すぐ対応していただいたというようなこともお伺いしておりますので、

ぜひ早い対策がそういういい結果を生んでいるんだなというふうに思いますので、これから

もそういうふうにしていくべきではないかというふうに思います。 

  それから、実は歩道でありますが、実は国道の歩道、あるいは海味・綱取線の歩道のある

場所については、それなりの除雪もされて歩道の確保がされているわけでありますけれども、

歩道のない場所等について、大変危険な場所というのは結構あるのではないかというふうに

思いますので、単純に申し上げますと、雪が降って、すぐ対応できるというふうなことだけ

ではないと思いますので、その辺の朝、除雪になって、夕方までまたいっぱいになるなんて

いうことは往々にしてあることでありますので、その辺の対策をどうされているのか、お伺

いしたいというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 歩道の除雪についてでありますが、通学路の歩道の除雪につきましては、議員ご

指摘のとおり、まず通学に支障のないように努めていただいているところであります。 

  ただ、短時間に降雪があった場合などにつきましては、積雪のある中で通学することが昨

年度ありましたので、現状を伝えながら改善していただけるように要望してまいっておりま

す。そして、去る11月26日に開催いたしました町の雪対策会議、これには国・県、それから

区長さん、関係者、全てお集まりいただいて、雪の除雪の状況、特に道路の除雪の状況につ

いて、それぞれのご意見をいただきながら改善するべき点は改善していただくというような、

そういった雪対策会議でありますが、その中で、冬期間の特に通学路の確保についてお願い

をいたしたところであります。 

  先ほど申しましたように、通学、要するに朝の通学については万全の対策をしております

が、なかなか帰り等につきましては、国道については議員ご指摘のとおり、あの速さで除雪

をしますので、どうしても歩道に雪がかかるというような状況もありますが、そういった場

合につきましても、でき得る限りの対応をしていただくというようなことで申し上げていま
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すので、よろしくお願いします。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） 安全を最優先に、そして手を抜かない対策が必要なんだというふう

に思いますし、そういう会議を通して万全な体制がつくられているというふうに認識をいた

しますので、この冬も安全で乗り切っていただきたいと、こういうふうに思います。 

  ３つ目の質問でありますが、実は海味・綱取線の町道であります。海味方面から間沢川橋

までは広い道路が確保されております。歩道も確保されております。ところが、山形銀行ま

での間は非常に狭くなっているわけであります。結構広い場所から狭い場所に入るというよ

うなこともありまして、車も非常にスピードを出されているというようなこともあるようで

ありますので、実は、かつての町長と語る会の中でも、まず地区の中で意見が出されておっ

たと思いますが、間沢川橋から山形銀行までの狭い道路に歩道を確保してほしいと。あるい

は道路を拡幅してほしいというような質問が出されておったと思いますが、その辺について、

改めてどういうお考えか、あるいは今後の見通しなど、どういうふうに図られるというよう

なことを思っていらっしゃるか、その辺をお伺いしたいというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 国道についての車の往来等もありますが、歩道を除雪していただいておりまして、

横断の際には信号機を通るようにしまして、安全な通学路の確保に努めておりますが、歩道

のない狭い道路、例えばご指摘の西川小学校から間沢方面への山形銀行西川支店周辺につき

ましては、除雪された雪が道路脇に積み上げられておりまして幅員が非常に狭くなっており

ますが、小学校では車が来た際には、除雪されている道路脇に退避するなどして気をつけて、

通学するよう指導しております。 

  先に申し上げましたが、下校指導を行った際に気をつけなければならない箇所を具体的に

伝えまして、児童に注意を喚起しているところでありますが、これは現在の状況であります。

議員ご指摘のように、今のあそこの道路の拡幅、これは非常に懸案事項でありまして、時期

的にいつまでとは言いませんが、これは、あそこはちょうど、あそこだけが狭くなっていま

すので、それぞれに。あれは、ある時点では改良せざるを得ないのではないかというふうな

考えを持っています。 

○伊藤議長 ５番、佐藤幸吉議員。 

○５番（佐藤幸吉議員） 小学生も少子高齢化の波に乗って少なくなっているという状況にあ

りますし、危険な箇所などは絶対にないようにしていかなければならないというふうに思い
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つつ、やはり狭い道路でありますし、先ほど屋根からの雪やら、あるいは堰などの安全対策

やら、非常にそこに密集している危険な冬場の場所というふうなことを理解してよろしいの

かなと、こういうふうに思いますので、今、町長も認識としてはそのように思っていると同

じように、早急な解決が図られればと、こういうふうに思っております。いろいろ人家のそ

ろっている場所でありますので、なかなか難しい背景を持っているのかなと、こういうふう

に思いますが、そういう認識が一つ合うとすれば、ぜひその線に向かって可能な時期に可能

な対策を打っていただくと、こういうふうなことを希望するものでございます。 

  それから、最後…… 

○伊藤議長 佐藤議員、あと残り１分。 

○５番（佐藤幸吉議員） １分で終わります。 

  最後でありますが、先ほど、質問４のことでありますけれども、地区民との協力を得なが

ら、この安全対策をしているというようなことでありますので、これらについては、今後と

もこの精神にのっとって進めていただけるようにお願いを申し上げまして、私からの質問を

終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○伊藤議長 以上で、５番、佐藤幸吉議員の一般質問を終わります。 

  続いて、実施をしたいのですが、質問の途中になりますので、若干昼には早いですけれど

も、ここで昼食のために休憩をして、１時から再開をしたいというふうに思いますので、よ

ろしくご協力お願いします。 

 

休憩 午前１１時４０分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○伊藤議長 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 大 泉 奈 美 議員 

○伊藤議長 続いて１番、大泉奈美議員。 

〔１番 大泉奈美議員 質問席へ移動〕 
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○１番（大泉奈美議員） １番、大泉奈美でございます。きょう最後の質問者になりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

  きょう２点について質問をさせていただきます。 

  １つ目ですが、中間年を迎えた総合産業の進捗状況と今後についての次の質問を行います。 

  町の第６次総合計画の基本目標に、総合産業が織りなす活力とにぎわいと雇用をつくるま

ちづくり、さらに基本計画としての農、林、業の推進、地域資源活用型再生エネルギーの創

出について、これから後期計画が策定されるわけですが、稼ぐ力、もうかる仕組みの視点で、

農業、林業、商工業、観光業について進捗状況と今後についてお伺いをいたします。 

  先日の議会全員協議会の中での説明もありましたが、改めまして本町のような中山間地域

においての農業振興の現状と展望についてお伺いをいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

〔町長 小川一博君 登壇〕 

○小川町長 平成30年の最後のご質問でありますんで、大泉奈美議員のご質問にお答えいたし

ます。 

  中山間地域であります本町の農業の現状と展望についてでありますが、本町の農業の現状

につきましては、農業者の68％が70歳以上という高齢化を迎えておりまして、後継者の育成

や新たな担い手となる新規就農者の確保、営農法人化への誘導など、持続可能な営農体制づ

くりが必要となっております。 

  また、高齢化とともに各地域における耕作放棄地の増加が懸念されているため、耕作放棄

地の抑制と農地の多面的利用の維持を含め、農地の有効活用への支援強化が必要となってお

ります。 

  そのような状況において、これからの町の農業の展望について申し上げます。 

  まずは、本町のこれからの農業は、稲作、果樹、野菜、そして冬期間の啓翁桜の出荷など

を取り入れた周年農業モデルを確立しまして、農業所得1,000万円を超える農業者をより多

く育てていくことが大事であると考えております。そのために、稲作作業終了後の11月中旬

からの収穫作業となる啓翁桜の生産振興は、今後の本町の農業の核と考えておりまして、昨

年度から啓翁桜の販売額１億円を目指し、国・県の協力を得ながら生産組合、ＪＡさがえ西

村山農協とともに、啓翁桜による大規模園芸団地化計画を策定しまして、その計画に基づき

町を代表する農業生産物にしてまいりたいと考えおります。 

  本年度の整備状況は、海味団地に3.3ヘクタールの造成工事、吉川団地は来年度工事に向
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けて測量設計を実施しておりまして、平成36年度には栽培面積38.5ヘクタール、生産本数77

万本、生産額１億円を目指しております。 

  また、冬期間の出荷作物としまして、スノーボールやナナカマドのなどの花木につきまし

ても市場の評価は大変高く、今後、さらに生産の拡大支援を行ってまいります。 

  ソバにつきましては、転作作物として現在約65ヘクタールの栽培面積となっておりまして、

町そば生産組合と町内製麺所との連携により、品質向上と生産振興に取り組んでおるところ

であります。今年度の数量は昨年よりも改善されまして、約20トンの収穫量となっておりま

す。しかし、まだ土壌の改良の問題など多くの課題がありますが、農業生産物の生産から加

工・販売までと、まさに本町が目指す６次産業化の重要農産物として位置づけておりまして、

今後ともしっかりと支援をしてまいりたいと考えております。 

  また、山菜、キノコの生産量の減少が懸念される中、国の山村活性化支援交付金による町

ぐるみ山菜きのこ産業振興プロジェクトを実施いたしておりまして、山菜、キノコの持続可

能な生産体制の確立を目指しております。 

  さらに、西川牛など畜産の担い手生産性向上対策や堆肥活用による耕畜連携を図り、農産

物生産向上にも努めてまいりたいと考えておりまして、今後、町内にある畜産業者を中心に、

地元農業関係者、ＪＡさがえ西村山農協、県、農業共済組合及び町による西川町畜産クラス

ター協議会を立ち上げ、今後の畜産振興に寄与してまいりたいと考えております。 

  このように、町内の農業者や農業関係団体などが実施する農業振興に対し、町といたしま

してもしっかりと支援の充実を図ってまいりたいと考えております。 

  以上であります。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） ただいま町長さんから詳しく説明をお聞きしまして、町の農業につ

いては展望が見えているところではありますが、まず、主力品目の米とソバについてお尋ね

をいたします。 

  ふるさと納税の中におきまして、お米は人気の品目と聞いておりますが、町内にはＪＡを

初め米月山ほか、個人の商店など取り扱い業者さんがいるわけですが、仕入れ、発送につき

まして、米の取り扱い状況などを含みまして、全員の業者がそれに携わることができるとい

うふうな仕組みになっていますかお尋ねをいたします。 

○伊藤議長 答弁は工藤産業振興課長。 

○工藤産業振興課長 米の取り扱いに対しまして町内の状況というようなことでございます。 
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  詳しい状況につきましては、よく把握はしていないわけですが、ご承知のとおり本町の米

の生産面積につきましては180ヘクタールほどございます。その中で農協に出荷をしている

のが大半でございまして、そこからそれぞれの販売店、米月山とかそういうところにつきま

してはそのルートを通しまして販売をしておるところでございます。さらには、その他町内

の米業者さんもございますので、そこの業者さんにつきましては直接農家からの買い入れや、

自己生産もしていらっしゃいますけれども、そのような中で販売をしているというようなこ

とになります。 

  数量につきましては、ただいま手元に持っておりませんのでお答えはできませんが、その

ような流れの中で販売をさせていただいているというようなことでございますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

○伊藤議長 ふるさと納税の米については土田政策推進課長。 

○土田政策推進課長 ふるさと納税の返礼品というふうなものでございますが、米につきまし

ては、今、産業振興課長からもありましたとおり、米月山からというふうなことで全て対応

をさせていただいております。 

  なお、米月山のほうは先ほど説明にあったとおり、町内産の米のみの返礼となっておりま

すので、よろしくお願いしたいというふうに思います。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） 町は地域循環型まちづくりということで、農業についてのそういっ

た米の品目についても推進しているわけです。ですので、ほかにも町内の業者さんがいるの

であれば、振り分けるといいますか、そういった形で、商工業者といいますか、そういった

方たちも潤えるといいかなというふうに考えているところです。 

  続きましてソバについてですが、先ほど詳しく収量、町内での作付面積などご説明はいた

だきましたが、製麺所さんにそのソバを卸すという形になっていますが、実際そば粉という

形、そばにして食べるという形で、具体的に町内の飲食店で西川町産のそば粉を使ったそば

を食べられるというお店はあるのかなというふうに思いますが、そのことについてお伺いを

します。 

○伊藤議長 答弁は工藤産業振興課長。 

○工藤産業振興課長 西川町産のそばが町内の飲食店で食べられるかというようなことでござ

います。 

  まず、先ほど生産トン数等もお話をさせていただきましたが、実際に町内製麺所の必要な
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ソバの生産量にはまだ至っていないわけです。それに向けてぜひその町内の農家、そば生産

組合の方が、その生産量を西川町産で全て賄えるようなと、なかなかいきませんが、それに

向けて今頑張っているところです。 

  町内でそのそば粉を、町内の手打ちのそば屋さんというようなことにおきましては、まだ

まだやっぱり町内のおそば屋さん自体が自分の手打ちのそばを自分で、西川町産ということ

でなくて、これまで使ってきたというようなことも含めてやっておりますので、やっぱり自

分が使いたいそば粉というようなところもございますので、手打ちそばの中で、今、どこが

使っているところについてはございません。 

  ただ、町内製麺所で行っております、はっきり申し上げて月山山菜そばございますね、そ

れにつきましては町内産のそばで何とか提供したいということから、製麺所で製麺したそば

を町内産ということで、特に新そばの時期になりまして、月山山菜そば組合の方が町内産の

そばというようなことを出しながら、食べさせているというようなこともしているところで

ございますので、よろしくお願いしたいなと思います。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） 今、やはりほかの市町村、大石田とか尾花沢など、そば街道という

形で売り出しておりまして、西川町の手打ちそば並びにそばも非常に好評なのかなというふ

うに考えております。ほかから来たお客様に、これは西川町でつくられた、大井沢でつくら

れたそば粉ですよというふうに、はっきりと言える形になっていけば、それも西川ブランド

ではないですが、総合的にはそういった形で、町民みんなが、あそこでは西川のそば粉を使

っているんだよというふうに、ほかの方にお話ができるのではないかなというふうに考えた

ところです。 

  なかなかことしは天候に恵まれず、ソバの収量も少なかったというふうに聞いております

が、今後も西川町産そば粉をここで食べられますというふうに、みんなに宣伝できるように

していっていただけたらというふうに思います。 

  続いては啓翁桜についてですが、担当課のご努力でこのたびの定例会は、私もですが、ス

カーフ、男性の方はネクタイを着用しての啓翁桜議会としてマスコミにも取り上げていただ

き、また広報紙モリバーにも掲載され、今後の啓翁桜産業について大きく期待するところで

ございます。先ほどもお話がありましたように、今後、園地拡大、担い手確保を推進する上

で、次の３点についてお尋ねをしたいと思います。 

  まず、１つ目ですが、栽培条件なんですが、降雪量、日照時間、日当たり、例えば南向き
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がいいですよとか、北向きはだめだなとかそういったことですけれども、町内どこの地域で

も栽培は可能ですかということが１点。 

  ２つ目は、大体西川町は専業農家は少なく、兼業農家の方が多いかと思います。そこで、

直売所などで販売するために個人での栽培などは可能でしょうかということが２つ目です。 

  ３つ目は、新規就農者を育てるために、短期間お試し体験企画などはありますでしょうか。 

  以上３点について、わかる範囲で結構ですので、お聞きいたします。 

○伊藤議長 答弁は工藤産業振興課長。 

○工藤産業振興課長 まず、啓翁桜の栽培条件といいますか、日照時間、場所というようなと

ころでございます。 

  まずは、このたびの啓翁桜の産地として、まず今考えさせていただいているのは、西川町

でいえば吉川・海味で東部地区になります。これにつきましては、やはり雪が余りにも多く

なると冬期間ちょっと倒れてしまうというようなこともございまして、やはり東部地区、吉

川・海味というようなことでさせていただいております。 

  このたび園芸団地化の計画をさせていただいておりますが、１つには大体５キロ圏内とい

うようなことで、そこで販売額１億円というようなことで県のほうでも定めております。そ

の関係から基本的な範囲としましては、今申し上げた範囲の中で１億円を目指すというよう

なことでさせていただいておりますので、よろしくご理解をいただければなというふうに思

っております。 

  さらには兼業農家がといいますか、個人で栽培して、それを販売することは可能なのかと

いうようなことでございます。 

  やり方によっては、今、園地を拡大しておりますので、ぜひ私がやりたいというようなこ

とがあればそれは可能であるかなとは思いますが、先ほど町長からの答弁ありましたとおり、

町の啓翁桜が周年農業の一つの目玉として冬期間というようなことでございます。したがい

まして、1,000万の農業所得にするためには、やはり一人が２町歩ほど持たなければ、大体

年間、今のところの計算で概算でございますが２町歩ぐらいですと年間の、毎年２町歩を全

部切るのではなく３年にわたって切って、それを生産いたしていくと大体500万程度なのか

なというように見ております。そのぐらいまでやっぱり持たないと、そのぐらいの収穫が得

られないというようなことでございますし、さらには芽吹きをさせるに当たっても、今、農

協の加温施設がございますが、そこで一旦風呂に入れて、そして春ですよというようなこと

をお知らせしながら、さらには一定の栽培の方法もございますので、兼業でやれるかと言わ



－101－ 

れればやれないことはないということでございますが、今申し上げました観点からすれば、

やっぱりしっかりとした専業にしていただいたほうがいいのかなというふうに思っていると

ころでございます。 

  新規就農者の短期間の体験、お試しというようなことでございます。 

  ただいま実施しております。新規就農者になりたいという方が、今、切り出し作業をしな

がら、そういうお試しといいますか、やっておりますし、どんどんやりたいという方の声が

徐々に新規就農の中にも出ておりますので、体験していただきながら次世代を担っていただ

ければなと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） ただいまご説明をいただきまして、啓翁桜大体２ヘクタールという

ことで、なかなかそういった形になりますと、本当に専業というか、仕事をやめてしなけれ

ばいけない、ただ、なかなか現実的には生活もあるということで、兼業といった形になるか

と思います。これから定年を迎える、ただ、国の雇用の状況から考えれば65歳定年、さらに

70歳定年というふうな方向にいっているところではありますが、定年した後もこういった形

で少しずつ植えながら、だんだんうまくいってきたから広げていこうかなという方たちに対

しても何らかの対応があれば、もっとやはり広がっていくのかなというふうに考えたところ

でございます。 

  啓翁桜、今から１億円を目標にやっているわけではございますし、担当課のほうもいろい

ろ考えて作戦を練っているのかなとは思いますが、やはり園地拡大と同時に次の一手といい

ますか、例えば福島県の花見山のように、インスタグラムで写真を撮って全世界に発信しよ

う、観光に来てもらおうということとか、あとは啓翁桜の花が咲いたらミツバチを飛ばして

養蜂家を育て、啓翁桜蜂蜜を売ろうとか、あとは今回マスコミなどで取り上げていただきま

して、このスカーフ、ネクタイ、これを見た方がやはり自分も欲しいなという方は当然私は

いらっしゃるかと思います。ですので、こういった形の関連商品の販売などこういったこと

も、啓翁桜の生産、それはもちろんではありますが、これに付随した観光やら商品の販売を

進めていっていただいて、次の世代につなげていけるような夢のある施策を期待したいなと

いうふうに思うところですが、こういったことについてちょっとお考えをお聞きしたいんで

すが、お願いします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 
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○小川町長 大変夢のあるご意見でありまして、まさにそのとおりでありまして、単品だけで

はなくていろんなものに波及させて、そして経済効果を生むというのが、今、町が進めてい

ます総合産業でありまして、ですから、啓翁桜を中心と申しますか、それを素材にしまして

商業やら観光やらそういったものを含めて、全体的な産業に伸ばせればと思っていますんで、

議員のご意見をお伺いしまして、今後の参考にさせていただきたいと思っていますんで、よ

ろしくお願いします。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） 続きまして２番目の質問に移らせていただきます。 

  町の森林資源を活用し、収益が上げられる施策を考えているのか、また森林帳簿による施

業履歴や所有者情報の整理は行われているのか、お伺いをいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 森林資源を活用し、収益が上げられる施策についてでありますが、さらには森林

簿等の施業履歴や所有者情報の整理についてでありますが、戦後造成されました人工林の過

半数が本格的な利用期を迎えておりまして、この豊富な森林資源を有効に活用しまして循環

的な利用を推進することにより、林業の成長産業化と森林の公益的機能の発揮を図ることが

重要となってきております。 

  国では、今年度抜本的な林業改革の内容を固めまして、林業については市町村を介して森

林所有者の経営管理権を意欲と能力のある林業経営者に集積・集約化するとともに、平成31

年度から交付されます森林環境税も活用しまして、経済ベースにのらない森林等について市

町村が公的管理を行う新たな森林管理システムを構築することとしております。また、新シ

ステムを構築する地域を中心に、路網整備の重点化、川上と川下の連携強化によります木材

流通コストの削減、木材需要の拡大等を進めることといたしております。 

  このように、国の政策が大きく転換される中において、本町の森林面積３万5,302ヘクタ

ールのうち民有林面積１万2,767ヘクタールで、その中でも人工林面積が5,094ヘクタールで

ありまして、針葉樹の蓄積量につきましても195万立方メートルと村山管内でも最大の生産

地になっております。本町の森林の整備についても積極的に実施しているところであります。 

  平成29年度実施事業を申し上げますと、やまがた緑環境税による管理放棄された里山林の

うち、保全上重要な森林の公益的機能を回復する森林環境緊急保全対策事業につきましては、

83.1ヘクタール、森林作業道1,154メートルを整備いたしております。 

  また、森林施業支援事業につきましては、再造林３ヘクタール、下刈り18.4ヘクタール、
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除伐13.3ヘクタール、間伐62ヘクタール、枝打ち41.5ヘクタール、合計139.3ヘクタールの

整備、作業道は2,273メートルの整備を行っております。本町では再造林を積極的に実施い

たしているところあります。 

  さらには合板・製材生産性強化対策事業として実施しております間伐及び路網整備につき

ましては、47.7ヘクタール、作業道3,011メートルの整備を図っております。 

  また、今年度から実施いたしました町単間伐事業についても、町内２地区6.12ヘクタール、

作業道延長1,274メートルが整備されております。 

  このように、森林の整備を積極的に図りながら、施業に必要な費用は間伐材の売り上げで

補塡し、地元森林所有者への負担をできるだけ生じないように配慮しながら、経費を超えた

売上金は森林所有者に還元しているところであります。 

  また、森林の所有者情報等の整備についてでありますが、国では森林所有者の世代交代、

木材価格の低迷などによって森林経営の意欲が低下している中で、森林所有者の所在が不明

な森林や林地の境界の不明確な森林が増加していることを懸念しておりまして、そのような

中で、これまでの森林の土地所有者、所在、境界に関する情報については、法務局、地方自

治体、森林組合等がそれぞれに所有しているものの、情報の種類、量、公表の有無等につい

ては統一的にまとまった形で整備されておりませんでした。そのため、国では平成28年５月

に森林法を一部改正して、林地台帳制度を創設いたしました。これにより各市町村に全国統

一基準に基づき、森林所有者や林地の境界に関する情報等の整備を義務づけ、平成31年４月

１日から、公表しなければならないことになりました。 

  本町の整備状況につきましては、県内でもいち早く整備が終了いたしておりまして、来年

度の公表が可能となっているところであります。 

  以上であります。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） ただいま町長のほうから詳しく説明をしていただきました。 

  ただ、これを聞いて理解する町民の方が、じゃ具体的にここはどうなんだとか、例えば名

義が三代前になっているんだけれどもどうしたらいいんだろうかとか、そういった恐らく相

談事が出てくるかなというふうに思います。それについて、やはり今でもほかの課、要は職

員の方ですが、担当課などは、国道を通りますと遅くまで電気がついております。今の仕事

でも忙しいのに、これからさらにこの制度がふえたことによって職員は大変だなと、要は現

場対応をして、その後事務作業、そういった形になりますと組織的にも非常に大変な部分が
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出てくると思います。その中で、やはり町民が新たな制度や素朴な疑問点などの相談ができ

る、例えば専任の森林アドバイザーのような方がいてくれたら、役場のあそこに行くと何で

も聞いてもらえるというところがあれば、町民としては安心できるのかなというふうに考え

ますが、その点について町長のご意見をお伺いいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まず、森林の所有形態につきまして、先ほど申し上げましたとおりでありまして、

特に個人所有の森林につきましては、もう既に西川町では国土調査を、地籍調査は全て完了

しておりまして、それぞれの各農家に、個人において、田んぼも畑もそうですが、森林も全

て境界はそれぞれを個人で境界立ち会いをして確認しているはずでありますんで、わからな

いというはずはないと思います。 

  ただ、町営地の貸し付け地でありますが、要するに区有林の貸し付け地においては、これ

は町営地一本で調査になっておりますんで、その中の細分化されたものについては町では不

明な点があると。ただ、その点につきましては、森林組合が全て押さえておりますんで、何

かもしあれば、いろんな制度もそうですが、森林組合が中心となって、今、森林関係の整備

等も含めてやっておりますんで、それらと町のほうと一緒になって今やっておりますんで、

ただ、制度改正ごとにそういった事務量の変化があるんではないかということでありますが、

それは町の役場の中での事務改善等も含めてやられますんで、まずご心配のないようにお願

いしたいと思っています。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） 今、町長から力強いお言葉を聞きまして、やはり森林に興味を持っ

ているのは、恐らく70代から80代の方かなというふうに思います。そういった方、もし、こ

ういう問い合わせがあれば、丁寧にお答えいただければなというふうによろしくお願いしま

す。 

  続きまして３番についてですが、町の交流人口をふやす意味において、商工観光課並びに

月山朝日観光協会は重要な役割を果たしています。ライフスタイル型観光事業で、ことし８

月に行われました六十里越街道トレイルランニング、通称「ろくトレ」について、町内への

経済効果と来年以降も継続して行われるのかについてお伺いをいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 「ろくトレ」で略称されます今回行われました六十里越街道トレイルランニング

大会につきましては、本道寺から湯殿山神社本宮を経由しまして、鶴岡市の櫛引町の松根に
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至る42キロの、いにしえの古道六十里越街道を舞台に８月19日に開催されたものであります。 

  この大会は山形県知事が会長を務めております。そして本町を含む関係首長等が副会長と

なる出羽三山「生まれ変わりの旅」推進協議会が主催しまして、本町の六十里越街道保存推

進委員会が競技委員会を構成しまして、文化庁の日本遺産や出羽の古道六十里越街道会議か

らの補助を受けて実施されたものであります。 

  大会当日は、残暑厳しい時期にもかかわらず、東北六県や関東方面を主に、北は北海道、

南は福岡県まで選手202名が参加されまして、神聖な出羽三山の霊気が漂う樹林を全員が無

事に駆け抜けました。町といたしましても、主催団体の副会長として、また競技委員会の事

務局として複数の課がかかわっていることから、主体的な支援体制をとってまいりましたが、

国・県の関係公所を初め、町内の関係する各団体、個人の方々にも積極的なご協力をいただ

きましたことに敬意と感謝を申し上げるところであります。 

  さて、ご質問の「ろくトレ」の町内の経済効果と、来年以降の継続についてでありますが、

今後開催されます出羽の古道六十里越街道会議や六十里越街道保存推進委員会において初め

て開催されました今大会が、町内へ及ぼした経済効果を含めて検証されるとともに次年度の

開催についても検討されるものと考えておるところであります。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） せっかくの企画でございます。インターネットなどで見ましても、

参加者の感想は続けてほしいなどの好意見があったようではございますが、やはり町内に宿

泊をしていただくとか、町内で食事をしていただくとか、経済効果を狙った形で進めていっ

ていけたらいいなというふうに思います。 

  また、「ろくトレ」の事務局でありました観光協会についてですが、昨年４月から新しく

専務さんを迎えまして機能強化されていると思われますが、今後の組織のあり方、例えば自

立化とか、前から私も観光案内所などにおりまして、もっと動きやすくなるのではないかな

どとご意見がありましたが、今そんなお考えがあるのかどうかお伺いをいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まず、観光協会の自立、そして法人化等につきましては、これは以前からの懸案

事項でありまして、早目に自立化させて法人化したいというのが町の方針でありまして、こ

れまでもいろんな検討会を重ねながら、その方策について研究をしてきた経過がございます。

県外のそういった自主自立、そして法人化になっている観光協会の視察やらも含めて行って

きまして、そしてさらにこの町の中でも、現在、商工観光と観光協会が一緒になっておりま
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すんで、その事務の振り分け、こういったものをやりながら、今後、自立化した場合はどう

いった形での組織運営をするべきかという研究までもしたんですが、なかなか観光協会と町

とでの意見が、本当は同じなんですが、なかなか踏み出せなかったというような点がござい

ます。それはやっぱり財政的な意味であります。財政的な意味もありまして、特に法人化す

ればそれなりの財政基盤がなければだめでありますんで、そのために観光業をどうするかと、

そういったものを含めてこれまで検討しておりますんで、これは拙速にやるべき問題ではあ

りませんので、まず環境をきちっと整えて、そして観光関係者の皆さんの理解も得ながらで

ないと、観光協会の会費ばり高くなったと言われます。そういった意味でも非常に難しい問

題でありますんで、その辺は、今考えているところでは、まずは自立化したいというのが、

これはまず現在の考えであります。そのために専務を配置したということでありますんで、

よろしくお願いします。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） 観光につきましては、交流人口100万人を目指している西川町にと

って重要なところでございますので、商工観光課、観光協会、さらなる強化をされまして、

期待をしているところです。 

  続きまして４番目についてです。まとめの質問になりますが、総合産業を推進することに

よって、農業、林業、商工観光業にもかかわっていない業種、つまりはサラリーマンなどの

方にとってどんな利点、つまり本町に住む優位性、住んでよかった、メリットがあるとお考

えになりますかということと、企業誘致も難しい中、総合産業に携わり収益が上がれば一般

財源もふえ、福祉や教育面もさらなる充実が期待でき、定住人口増加も見込めると思われま

す。後期基本計画に大きな期待を込めまして、町長のお考えを伺い、質問を終わらせていた

だきます。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まず、総合産業とはどういうものかということをご理解をお願いしたいと思って

いますが、産業、１次産業、２次産業それぞれございますが、国の産業構造につきましても

そういった分類がなされて、そして町に来れば町の機関、要するに農協、商工会、観光協会、

それぞれがばらばらと申しますか、それぞれの方針を立て、目指して、事業を推進してきた

わけでありますが、それぞれの関係性をいかに持つかということが非常に重要でありまして、

特に農業と観光がどうつながるんだとか、そういったこれまでの懸念があって、観光にだけ

なぜ金を使うんだというような、そういったこともちまたではあったわけでありますが、そ
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うではなくて、観光を利用して、農業と関連して、農業の農産物をどういうふうに売るかと

か、そして農業の農産物を観光の料理に使ってもらうとか、そういった意味で、それぞれの

産業が少なからずあらゆる面でつながっているわけであります。そのつながりをお互いが認

識し合って、そしてお互いの事業を支援し合いながら、そして付加価値をつけながらやると

いうのがこの総合産業でありますんで、特に行政面ではそれぞれ縦割り行政と言われるよう

に、なかなかそれぞれの産業間の調整がいかなかった場合もあったわけでありますんで、そ

ういった不都合な面をなくして、それぞれが、みんなが一緒になってやろうと。ですから、

先ほどありますように、農業に関係ない人が、違った面での収入がどうあるのかとか、そう

いうんではなくて、農業なら農業を利用して自分たちの産業を関連付けて、そこに付加価値

をつけて収入とすること、そういったことでありますんで、総合産業というのは、町内全員

がかかわるというような、そういったことでありますんで、そういうご理解をお願いしたい

と思っています。 

  ただ、今、国が進めています６次産業でありますが、６次産業と   総合産業、これは

また違っておりますんで、今申し上げましたように、総合産業は全ての産業がかかわり合う、

ところが６次産業は一つの製品、農産物なら農産物で結構でありますが、それに付加価値を

つけて、そして収入を得ると。そういった面での横と縦のつながりの関係が若干違うところ

がありますんで、そういうふうに理解していただきたいと思っています。ですから、決して

農業に力を入れれば観光業者にその利益の配分がならないというわけでなくて、そこをいか

につなぐかということでありますんで、全ての人間がかかわって収益を上げる、これが総合

産業でありますんでよろしくお願いします。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） 鶴岡市の温泉施設においてレジオネラ症が発症しました。当町の施

設の安全対策と施設メンテナンスについてお伺いをいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 今ありましたように、町内温泉の安全性と機能強化でありますが、まずはレジオ

ネラ菌等でありますが、町内温泉施設のレジオネラ症に対する安全対策並びに施設のメンテ

ナンスについてでありますが、議員ご指摘のとおり、ことしの８月末に鶴岡市内の温泉施設

で70代男性一人がレジオネラ症を発症したとの報道がされましたが、そのため本町施設の水

沢温泉館及び大井沢温泉館については、指定管理者であります西川町総合開発株式会社に対

し、適正な管理状況について再度確認を行っております。 
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  当温泉施設のレジオネラ菌の対応につきましては、厚生労働省が定めます循環式浴槽にお

けるレジオネラ症防止対策マニュアルや村山保健所等の指導に基づき実施しているところで

あります。具体的には、毎日、温泉閉館後には完全排水を行い、浴室、浴槽、脱衣所、トイ

レ等の清掃及び洗浄を行っておりまして、また月１回の定休日には、専門業者による浴室、

浴槽、脱衣所、和室等の清掃及び洗浄、消毒を実施しております。さらには営業時間内の点

検、見回りを行い、各施設の清掃実施を徹底、そしてレジオネラ属菌の消毒の遊離残留塩素

濃度を維持できるよう、定期的な測定を実施するなど適正な衛生管理を実施しているところ

であります。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） 毎日の掃除とか、お湯を流して洗うという作業を続けているわけで

すが、特に水沢温泉館につきましては、平成11年に開業し、木材をふんだんに使った入浴施

設になっておりまして、私も時々施設のほうを利用しますが、やはり柱の壁が黒くなって、

衛生面から、何か汚いなという言い方は大変失礼なんですが、衛生上本当に大丈夫なんだろ

うかというふうに思われるところがありまして、海味温泉も浴室のリニューアル化をしてお

るわけでございますが、水沢温泉も大体20年近くなるところでありますので、ぜひ衛生面か

ら考えて、浴室のリニューアル化というのを考えていただきたいなというふうに思います。 

  あと、２番も一緒にご質問をさせていただきますが、ただいま、私、水沢温泉の話をしま

したが、その温泉の役割についてお伺いしますが、私は、カラオケ、トレーニング施設等の

機能強化を進め、セールスポイントとして利用拡大を目指し、また福祉政策の面から歌が歌

える元気な高齢者をふやし、近年はストレスから来る病気の発症が多くなってきているとお

聞きしますところから、町民の健康を守るためにも、そのストレスを発散できる場所として

カラオケ、トレーニング施設などを整備しまして、一緒にご提案をしながら進めていってい

ただきたいなということで、町長にご意見をお伺いいたします。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 水沢温泉のリニューアル、要するに内部改装でありますが、これについては今現

在そういった計画はございませんが、ただ、調査をやりながらと思っています。 

  ただ、水沢温泉の場合、前々から申し上げていますように、ボイラーがそろそろ時期かな

というような、そういったことも念頭に置いておりまして、それも含めて今後の改善策をと

思っております。 

  さて、水沢温泉の役割についてでありますが、これまで水沢温泉を含めた町内温泉施設の
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活用につきましては、議員ご指摘のとおり、高齢者の憩いの場としての活用のほか、町民健

康温泉の日としまして、二十四節気と毎月26日、ふろの日の入浴料を町民の方は無料としま

して、心身の健康増進及び町民同士の交流を図ることができるよう、事業を実施していると

ころであります。 

  温泉施設を活用しました健康づくり事業につきましては、温泉療法医である町の病院の副

院長による健康教室の開催や、各地区が主体となったミニデイサービスは毎月のように開催

されておりまして、保健師による健康体操や健康相談などを実施しているところであります。 

  ご提案いただきましたカラオケ、トレーニング施設等の機能強化でありますが、公衆温泉

施設である性格上、一般のお客様のご利用もあることから、まず現在の大広間や小部屋棟の

改修やスタッフの配置などが必要となることが想定されまして、まだ十分な検討が必要であ

ると考えております。町民の健康寿命を延ばすための健康づくり事業は大変重要でありまし

て、温泉施設を活用した事業につきましては、今後、さらに内容も充実しながら、継続して

実施いたしてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○伊藤議長 １番、大泉奈美議員。 

○１番（大泉奈美議員） 私も水沢温泉には開業から５年ほど勤務をいたしました。当時から

近隣の温泉入浴施設、入浴者数だけで経営ができていたわけではありません。もちろん入浴

者数をふやし、加えて、来ていただけるお客様に食べたり飲んだり、買い物をしてもらうな

ど、やっぱりさまざまな仕掛けをして売り上げを上げていくかが重要になると思われます。

しかしながら、やはり町民の健康を一番に考えていただき、これから迎える寒い冬を乗り切

るためにも、安心・安全で有意義な時間を過ごせる施設として期待を込めまして、最後の質

問になりますが、町長のお考えをちょっとお伺いをしまして、質問を終わらせていただきま

す。 

○伊藤議長 答弁は小川町長。 

○小川町長 まず、温泉館の整備につきましては、これは町の中心的な施設、要するに産業も

含めて、ここを起点として西川町のいろんな町民の皆さんの憩いの場であったり、そういっ

たものを含めて、ここに建設したと思っておりまして、まずは町民の皆さんの利用が一番だ

と思っていますんで、そういった意味では接遇に対するいろんな皆さんのご意見などもあり

ますが、そういったものを含めて今後改善して、よりよく、言ってみれば大江町のようにカ

ラオケの部屋があるとか、そういったところもありますんで、そういったところもあればい
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いというような意見は大変ございますが、そういったもの含めてでありますが、さらなる皆

さんのご意見を伺いながら、そして先ほど言いましたように、ボイラーの交換等も含めて今

後の大きな課題も残っておりますんで、それを含めて、今後対応したいと思っていますんで、

よろしくお願いします。 

○伊藤議長 以上で、１番、大泉奈美議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○伊藤議長 これで本日の議事日程は全部終了しました。 

  これにて散会します。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 １時５８分 

 

 



 

平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 ７ 日 
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平成３０年第４回西川町議会定例会 

 

議 事 日 程（第４号） 

                    平成３０年１２月７日（金）午前９時３０分開議 

 

 日程第 １ 条例案・補正予算案の審議・採決 

       議第５５号 西川町町税条例の一部を改正する条例の制定について 

       議第５６号 西川町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

             の制定について 
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       議第５８号 西川町社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 
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 日程第 ６ 意見書の提出について 
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              める意見書 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議の宣告 

○伊藤議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は全員です。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開

きます。 

  本日の会議は、議事日程第４号によって進めてまいります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎条例案・補正予算案の審議・採決 

○伊藤議長 日程第１、これより条例案・補正予算案の審議・採決を行います。 

  議第55号 西川町町税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  議事係長に議案を朗読させます。 

〔議事係長 朗読〕 

○伊藤議長 担当課長の補足説明を求めます。 

  飯野町民税務課長。 

〔町民税務課長 飯野 勇君 登壇〕 

○飯野町民税務課長 議第55号 西川町町税条例の一部を改正する条例の制定について補足説

明を申し上げます。 

  本改正条例は、地方税法の一部改正に伴い改正を行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、消費税10％の引き上げ時である平成31年10月１日に、これ

までの自動車取得税が廃止され、新たに自動車税環境性能割及び軽自動車税環境性能割が新

設されるため、これまでの軽自動車税は軽自動車税種別割となりまして、軽自動車税の税目

は環境性能割と種別割に整理されることから、町税条例の一部を改正し規定の整備を図るも

のであります。 

  なお、軽自動車税環境性能割の課税徴収に当たっては、当分の間県知事が行うこととなっ

ております。 

  それでは、新旧対照表にて進めさせていただきます。 

  １ページをごらんください。 
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  第８条でありますが、納税証明事項に係る規定の改正でありまして、さきに申し上げまし

た地方税法の改正によりまして軽自動車税に環境性能割が新設され、現行の軽自動車税の名

称が種別割に定義され２種類となったことによる条文の整備を図るものであります。 

  第９条の２は延滞金の規定で、法改正に合わせまして規定条文の整備を図るものでござい

ます。 

  ２ページをごらんください。 

  第64条第１項は、軽自動車税の納税義務者を取得者に、環境性能割をその所有者に種別割

を課する規定であります。 

  第２項は、本来の事業に用いる日本赤十字社を含まないとする規定の整備でございます。 

  第３項は、軽自動車税が種別割に定義されたことによる規定の整備を図るものであります。 

  ３ページをごらんください。 

  第65条は、軽自動車税のみなす課税に係る規定を追加するものであります。 

  第65条の２は現行の第64条の２を新たにしたもので、日本赤十字社の所有する軽自動車等

に対する軽自動車税の非課税の範囲を第１号から第５号までとする規定であります。 

  ４ページのほうをごらんください。 

  第65条の３は現行第65条を新たにしたもので、商品等の軽自動車について課税を免除する

規定であります。 

  第65条の４は、環境性能割の課税表示に係る規定を追加するものであります。 

  第65条の５は環境性能割の税率に係る規定を追加するもので、第１号については平成30年

燃費基準達成車は１％、第２号においては平成27年燃費基準達成車を２％、第３号はそれ以

外の三輪以上の軽自動車は３％の税率とするものでございます。 

  第65条の６は、環境性能割の徴収方法の規定の追加であります。 

  第65条の７は、環境性能割申告納付に係る規定を追加するものであります。 

  ５ページのほうをごらんください。 

  第65条の８は環境性能割に係る申告等に関する過料の規制の追加、第65条の９は環境性能

割の減免の新設に係る規定を追加するものであります。 

  ５ページの下段から10ページのほうにかけまして、第65条から第72条につきましては規定

の趣旨に変更はございませんけれども、軽自動車税環境性能割の新設に伴い、現行の軽自動

車税が種別割に名称変更されたことによる条文等の規定の整備を図るものでございます。 

  ５ページ第66条は税率につきまして、６ページ第67条は賦課期日及び納期、第68条は徴収
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の方法、第69条は申告または報告について、７ページに入りまして第70条は不申告等に関す

る過料、第71条は減免について、８ページ、第71条の２は身体障害者に対する減免について、

９ページ、第72条は標識の交付等に関するものの名称変更されたことによる条文等の整備で

あります。 

  10ページのほうをごらんください。 

  条例附則の改正でございます。 

  条例附則第12条の２、軽自動車税の環境性能割の賦課徴収は、当分の間県知事が行うこと

とされたことによる規定の追加でございます。 

  附則第12条の３は、軽自動車税の環境性能割の減免について、県知事が軽自動車税の環境

性能割を減免する軽自動車に相当するものとして、三輪以上の軽自動車に対して減免するこ

ととされたことによる規定の整備であります。 

  附則第12条の４は、軽自動車税の環境性能割の申告納付の受付等について、当分の間県知

事が行うこととされたことによる規定の追加でございます。 

  附則第12条の５は、軽自動車税の環境性能割の賦課徴収に要する経費を町が県に交付する

とされたことによる規定の追加でございます。 

  附則第12条の６は、本則第65条の５で規定いたしました軽自動車税の環境性能割の税率を、

営業用のものについては当分の間、第１号の税率を１％を0.5％に、第２号、２％を１％に、

第３号、３％を２％とし、同条第２項では自家用のものについても第３号、３％を２％とす

る税率の特例規定の追加であります。 

  附則第13号は、グリーン化特例に係る規定における名称変更ほかの改正であります。 

  議案書のほうにお戻りいただき、改正附則をごらんください。 

  改正附則第１条、施行期日の平成31年10月１日は消費税10％への引き上げ期日に対応する

ものでございます。 

  同第２条は、軽自動車税の環境性能割の施行期日後に取得されたものに対する、適用する

規定であり、第３号は、軽自動車税の種別割について平成32年度分から適用する経過措置を

それぞれ規定したものでございます。 

  以上のとおりでありますので、よろしくご審議の上、ご可決くださいますようお願い申し

上げます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

  ８番、宮林昌弘議員。 
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○８番（宮林昌弘議員） 消費税が10％になりましたら、自動車所得税から種別割と環境性能

割になるというようなことでございまして、種別割は大体どういう車種かわかりますけれど

も、環境性能割の車種というのは具体的にどういうものか、説明をお願いしたいと思います。 

○伊藤議長 答弁は飯野町民税務課長。 

○飯野町民税務課長 環境性能割のものにつきましては、これまでの軽自動車税というような

ことで、自家用車の通常の軽自動車とあとは営業用のバンのようなものと、これまで取得税

となっていたものが今度町のほうの環境性能割というようなことで入ってくるというもので

ございます。 

○伊藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

  ４番、飯野咲子議員。 

○４番（飯野咲子議員） 本当に消費税が来年の10月から10％になるということで、今、国民

も小さな業者の人も大変混乱しているんですけれども、そういうことにつきまして町ではそ

ういう声をどのようにお聞きでしょうか。 

○伊藤議長 条例に関したことではないので、それは受け付けません。 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第55号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 賛成多数です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  議第56号 西川町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

を議題とします。 

  議事係長に議案を朗読させます。 

〔議事係長 朗読〕 

○伊藤議長 担当課長の補足説明を求めます。 

  佐藤総務課長。 

〔総務課長 佐藤俊彦君 登壇〕 

○佐藤総務課長 議第56号 西川町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定につきまして、補足説明を申し上げます。 
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  この条例は次の議案、議第57号 西川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についての中にもありますが、人事院勧告及び山形県人事委員会勧告に基づき、

一般職の職員の勤勉手当の改正並びに期末手当の支給月数の平準化に伴い、町長、副町長及

び教育長の期末手当並びに議員の期末手当の支給月数を改正するとともに、６月期、12月期

の期末手当の支給月数の平準化を図るため改正しようとするものであります。 

  お手元の議案書並びに新旧対照表の15ページをごらんいただきたいと存じます。 

  新旧対照表の15ページ、見出しが期末手当となっております第４条第２項につきましては、

町長、副町長及び教育長の期末手当について、12月期の支給月数を、100分の162.5から100

分の167.5に改め、100分の５引き上げるものであります。 

  続きまして、見出しが議員の期末手当となっております第５条の５第２項につきましては、

議員の期末手当について、町長と常勤の特別職の職員と同様に、12月期の支給月数を100分

の162.5から100分の167.5に改め、100分の５引き上げるものであります。 

  議案書をごらんください。ただいまご説明を申し上げましたのが改正条例の第１条であり

まして、末尾のほうに附則の規定がございますけれども、この附則第２項のとおり、第１条

の規定は平成30年４月１日から適用するものであります。加えて、附則第３項のとおり、こ

れまで支給されました給与については内払いとみなすものであります。 

  再び新旧対照表をごらんいただきたいと存じます。 

  新旧対照表の16ページ、見出しが期末手当となっております第４条第２項につきましては、

町長、副町長及び教育長の期末手当について、６月期の支給月数を100分の152.5から100分

の160に、12月期の支給月数を100分の167.5から100分の160にそれぞれ改め、支給月数の平

準化を図るものであります。 

  続きまして、見出しが議員の期末手当となっております第５条の５第２項につきましては、

議員の期末手当について町長と常勤の特別職の職員と同様に、６月期の支給月数を100分の

152.5から100分の160に、12月期の支給月数を100分の167.5から100分の160にそれぞれ改め、

支給月数の平準化を図るものであります。 

  再び議案書をごらんください。ただいまご説明を申し上げましたのが第２条でありまして、

末尾の附則第１項のただし書き以降のとおり、平成31年４月１日から第２項については施行

するものであります。 

  以上のとおりでございますので、よろしくご審議の上、ご可決を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 
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  以上でございます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第56号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  議第57号 西川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

を議題とします。 

  議事係長に議案を朗読させます。 

〔議事係長 朗読〕 

○伊藤議長 担当課長の補足説明を求めます。 

  佐藤総務課長。 

〔総務課長 佐藤俊彦君 登壇〕 

○佐藤総務課長 議第57号 西川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定につきまして、補足説明を申し上げます。 

  この条例は人事院勧告及び山形県人事委員会勧告に基づき、一般職の職員等の初任給調整

手当、宿日直手当、勤勉手当、給与、管理職手当、期末手当を改正しようとするものであり

ます。 

  お手元の議案書並びに新旧対照表の17ページをごらんいただきたいと存じます。 

  新旧対照表の17ページ、見出しが初任給調整手当となっております第11条につきましては、

医師等の初任給調整手当について、現行41万4,300円を41万4,800円に、現行５万700円を５

万800円にそれぞれ改めるものであります。 

  続きまして、見出しが宿日直手当となっております第24条につきましては、職員の宿日直

手当について、その業務ごとに現行4,200円を4,400円に、現行２万円を２万1,000円に、現

行7,200円を7,400円に、18ページをお開きいただきまして、現行6,300円を6,600円に、現行

３万円を３万1,500円に、現行１万800円を１万1,100円にそれぞれ改めるものであります。 

  続きまして、見出しが勤勉手当となっております第26条につきましては、職員の勤勉手当

について再任用職員以外の職員にあっては現行100分の87.5を、６月期は100分の87.5に、12
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月期は100分の92.5に、再任用職員にあっては現行100分の42.5を６月期は100分の42.5に、

12月期は100分の47.5にそれぞれ改め、100分の５引き上げるものであります。 

  続きまして、別表第１、行政職給料表25ページをお開きいただきまして、別表第２、医療

職給料表につきましては、職員の給料について改正し、初任給1,500円、若年層1,000円程度、

その他200円、管理職層100円を基本にそれぞれ引き上げるものであります。 

  議案書をごらんいただきたいと存じます。 

  ただいまご説明を申し上げましたのが、改正条例の第１条でありまして末尾のほうに附則

の規定がございますが、この附則第２項のとおり平成30年４月１日から適用するものであり

ます。加えて、附則第３項のとおり、これまで支給された給与については内払いとみなすも

のであります。 

  再び新旧対照表をごらんいただきたいと存じます。 

  新旧対照表の46ページ、見出しが管理職手当となっております第12条につきましては、管

理職の職員の管理職手当について、現行の支給割合を支給月額に乗じて得た額を定額に改め

るものであります。 

  続いて、見出しが期末手当となっております第25条につきましては、職員の期末手当につ

いて、再任用職員以外の職員にあっては６月期の支給月数を100分の120から100分の127.5に、

12月期の支給月数を100分の135から100分の127.5に、再任用職員にあっては６月期の支給月

数を100分の65から100分の70に、12月期の支給月数を100分の75から100分の70にそれぞれ改

め、支給月数の平準化を図るものであります。 

  続きまして、見出しが勤勉手当となっております第26条につきましては、職員の勤勉手当

について、再任用職員以外の職員にあっては６月期の支給月数を100分の87.5から100分の90

に、12月期の支給月数を100分の92.5から100分の90に、再任用職員にあっては６月期の支給

月数を100分の42.5から100分の45に、12月期の支給月数を100分の47.5から100分の45にそれ

ぞれ改め、支給月数の平準化を図るものであります。 

  再び議案書をごらんいただきたいと存じます。ただいまご説明を申し上げましたのが改正

条例の第２条でありまして、附則第１項のただし書き以降のとおり平成31年４月１日から施

行するものであります。附則の第４項につきましては、規則への委任規定であります。 

  以上のとおりでございますので、よろしくご審議の上、ご可決を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

  以上でございます。 
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○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第57号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  議第58号 西川町社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  議事係長に議案を朗読させます。 

〔議事係長 朗読〕 

○伊藤議長 担当課長の補足説明を求めます。 

  片倉生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 片倉正幸君 登壇〕 

○片倉生涯学習課長 議第58号 西川町社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定につい

て、補足説明を申し上げます。 

  社会体育施設条例につきましては、昨年第２回定例会におきまして新町民体育館の供用等

に伴う新たな使用料体系としての改正をご可決いただきまして、昨年９月１日の新体育館供

用開始とともに適用いたしてきたところでございます。 

  今回の改正は、体育館アリーナの付属設備である暖房の使用料について一部改正を行うた

め提案するものであります。新旧対照表の48ページをあわせてごらんいただきたいと存じま

す。現行の暖房使用料の区分に、暖房機器の半分を使用する場合の規定、１時間当たり

1,000円として追加するものでございます。 

  以上のとおりでありますので、よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第58号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 
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  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  議第59号 西川町定住促進住宅条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  議事係長に議案を朗読させます。 

〔議事係長 朗読〕 

○伊藤議長 担当課長の補足説明を求めます。 

  伊藤建設水道課長。 

〔建設水道課長 伊藤 潔君 登壇〕 

○伊藤建設水道課長 議第59号 西川町定住促進住宅条例の一部を改正する条例の制定につい

て、補足説明を申し上げます。 

  まず、名称についてでありますけれども、西川町定住促進住宅Ｂ棟を新たに設置するため、

これまで建設済みで入居いただいている１棟６戸の棟を西川町定住促進住宅Ａ棟に、また、

現在建築中でこれから入居募集を行おうとする１棟４戸の棟を西川町定住促進住宅Ｂ棟とす

るものであります。 

  次に、位置についてでありますけれども、住居表示の統一、明確化を図るため、これまで

分譲地として５区画５筆の代表地番として大字海味1288番地25としておりましたが、合筆し

大字海味1288番地７と改めるものであります。 

  附則をごらん願います。 

  本条例の施行日は平成31年１月15日とするものであります。 

  以上のとおりでありますので、よろしくご審議いただき、ご可決賜りますようお願い申し

上げます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第59号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  議第60号 平成30年度西川町一般会計補正予算（第６号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、担当課長の補足説明を求めます。 

  佐藤総務課長。 



－122－ 

〔総務課長 佐藤俊彦君 登壇〕 

○佐藤総務課長 議第60号 平成30年度西川町一般会計補正予算（第６号）につきまして、補

足説明を申し上げます。 

  お手元の議案書の予算書をごらんいただきたいと存じます。 

  既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億9,813万2,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ53億7,937万4,000円といたすものであります。 

  歳出のほうからご説明を申し上げます。 

  予算書の11ページ、３歳出をごらんください。 

  初めに、人事院勧告及び山形県人事委員会勧告に基づく給与の改正等に伴い、各款にわた

り第２節給料、第３節職員手当等、第４節共済費の給与等に要する経費の組み替えを行うも

のであります。 

  給与等に要する経費以外につきましてご説明を申し上げます。 

  11ページの第２款第１項第１目一般管理費につきましては、需用費25万9,000円を旅費へ

組み替え、修繕料は役場第２庁舎給水管漏水修繕20万6,000円、役場本庁舎日直室１階２階

３階及び地階への消防用設備修繕11万6,000円、役場本庁舎エレベーター、インターホン、

バッテリー修繕６万円の計38万2,000円を追加、総務課管理使用の公用車ステップワゴン及

びクラウンのエコカー減税対象外に伴い自動車車検時重量税１万3,000円を追加するもので

あります。 

  第５目企画費につきましては、町内公共施設等Ｗｉ－Ｆｉ設備整備に伴い通信運搬費35万

7,000円、工事請負費200万6,000円をそれぞれ追加し、国民年金システム改修に伴い委託料

32万4,000円を追加し、さらに総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）サーバー設定変更に伴

い委託料64万8,000円を追加するものであります。特定財源の減額につきましては、社会保

障、税番号制度、システム整備費補助金が地方交付税振りかえとなったことなどに伴うもの

であります。 

  第６目支所及び出張旅費につきましては、大井沢支所及び大井沢防雪活動センターのゼロ

ックストナー購入費１万9,000円を追加、同じく施設暖房用燃料費22万7,000円を追加、同じ

く光熱水費４万2,000円を追加するものであります。 

  12ページをお開きいただきまして、第２項第２目賦課徴収費につきましては、町民税務課

管理使用の公用車サクシードの燃料費６万円を追加するものであります。 

  第４項第４目西川町議会議員補欠選挙費につきましては、今年４月15日に執行されました
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西川町議会議員補欠選挙が町長選挙に合わせて投開票が行われたことに伴い、職員手当等減

額するものであります。 

  第５項第３目経済センサス調査費につきましては、山形県交付金の増額に伴い消耗品費１

万2,000円を追加するものであります。 

  13ページ下段の第３款第１項第１目社会福祉総務費につきましては、障害者自立支援事業

の所要額増額に伴い扶助費428万円を追加するものであります。特定財源につきましては、

障害者自立支援給付費、負担金等であります。 

  第２目老人福祉費につきましては、平成29年度介護給付費及び地域支援事業費の精算並び

に30年度地域支援事業費の増額に伴い、介護保険特別会計繰出金826万円を追加するもので

あります。 

  14ページをお開きいただきまして、第２項第３目母子福祉費につきましては、ひとり親家

庭等医療給付事業の医療費増額に伴い、扶助費40万円を追加するものであります。特定財源

につきましては、山形県ひとり親家庭等医療給付事業補助金であります。 

  第４款第１項第３目環境衛生費につきましては、小山鉱山鉱害防止坑内水中和処理施設の

自動pH計交換に伴い委託料７万9,000円を追加するものであります。 

  15ページ中段の第６款第１項第４目農業振興費につきましては、町ぐるみ山菜きのこ産業

振興プロジェクトの事業費精査に伴い、賃金、報償費、旅費及び役務費の合計75万9,000円

を、需用費、委託料並びに使用料及び賃借料へ組み替え、さらに吉川地内の発芽胚芽米製造

施設の温水器ポンプ修繕に伴い、修繕料19万5,000円を追加するものであります。 

  第５目畜産振興費の特定財源につきましては、仁田山放牧場の監視舎機械格納庫の風害修

繕に伴う自動車建物等共済金であります。なお、修繕は既決予算で対応いたしております。 

  第７目農地費につきましては、大井沢小水力発電所の通電式典に要する費用として、シャ

トルバスの運転手賃金１万3,000円、燃料費6,000円、式典白布クリーニング手数料2,000円

をそれぞれ追加し、また、大井沢小水力発電所の監視通信システムの保守サービス及び回線

増に伴い、通信運搬費２万8,000円、労務費改定に伴い保守点検委託料３万8,000円、16ペー

ジをお開きいただきまして、建設事業費の変更増額に伴い負担金250万円をそれぞれ追加す

るものであります。 

  第７款第１項第２目商工振興費につきましては、小売店出店１社に対する起業支援事業補

助金100万円を追加するものであります。 

  17ページ上段の第８款第１項第１目土木総務費につきましては、建設水道課管理使用の購
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入予定公用車フォレスターのグレードアップに伴い、役務費２万6,000円を自動車重量税へ

組み替えるものであります。 

  第４項第１目都市計画総務費につきましては、住宅建築支援事業補助金申請件数の増加に

伴い、住宅建築支援補助金300万円を追加するものであります。 

  18ページをお開きいただきまして、第９款第１項第２目非常備消防費につきましては、西

川町消防団女性消防隊が第71回日本消防協会定例表彰を受賞することに伴い、表彰式出席旅

費12万1,000円を追加、消防ポンプ車の自動車車検時重量税４万1,000円を追加するものであ

ります。 

  第３目消防施設費につきましては、吉川坂ノ上地内消火栓更新工事請負費87万5,000円を

追加するものであります。 

  第10款第１項第３目教育振興費につきましては、スクールバスの燃料費100万円、同じく

修繕料110万円、同じくバッテリー２個購入費５万7,000円をそれぞれ追加するものでありま

す。 

  第２項第１目学校管理費につきましては、西川小学校駐車場の除雪用除雪車のタイヤチェ

ーン４本購入費19万2,000円を追加、同じく施設暖房用燃料費135万6,000円を追加、同じく

屋外監視カメラ及び画像記録装置修繕料11万9,000円を追加、旧入間小学校解体工事請負費

57万円を旧入間小学校廃薬品処分及び用途変更申請用県証紙購入のための手数料並びに川土

居小学校配管詰まり除去作業のための手数料として合計57万円を委託料へ組み替え、西川小

学校の冷房設備増設工事設計監理業務委託料594万円を追加、同じく冷房設備増設工事請負

費１億1,448万円を追加、同じくエレベーターバッテリー購入費16万2,000円を追加するもの

であります。特定財源につきましては、町有施設整備基金繰入金であります。 

  第３項第１目学校管理費につきましては、西川中学校の正面玄関扉のちょうつがいの取り

かえ修繕料40万円を追加、同じく冷暖房設備改修工事設計監理業務委託料259万2,000円を追

加、同じく冷暖房設備改修工事請負費4,320万円を追加するものであります。特定財源につ

きましては、町営施設整備基金繰入金であります。 

  20ページをお開きいただきまして、第４項第３目自然と匠の伝承館管理運営費につきまし

ては、自然と匠の伝承館の施設用消耗品購入費２万1,000円、同じく施設用暖房燃料費12万

2,000円、同じく光熱水費14万5,000円、同じくメノウ細工作業室換気扇修繕料１万9,000円

をそれぞれ追加し、さらに、大井沢自然博物館の収蔵庫用除湿器購入費５万円を追加するも

のであります。 
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  第４目社会体育総務費につきましては、東京オリンピックパラリンピックホストタウン構

想に伴いカヌー競技振興負担金10万円を追加するものであります。 

  第５項第１目保健体育総務費につきましては、西川小学校の給食調理室用冷蔵庫等修繕料

21万3,000円を追加するものであります。 

  21ページの第11款第２項第２目林業施設災害復旧費につきましては、今年８月５日から６

日にかけての大雨被害に係る林道蒲谷地線路肩決壊復旧事業補助金の追加並びに事業費の精

算に伴い、農林業災害復旧事業補助金143万6,000円を追加するものであります。 

  第13款第１項第２目基本財産取得費につきましては、小山のご出身で東京都にお住いの渋

谷喜美夫様から20万円、海味にお住いの奥山和茂様から30万円のご寄附をいただきましたこ

とに伴い、地域福祉基金積立50万円を追加するものであります。 

  次に、歳入についてご説明を申し上げます。 

  ８ページ、２歳入をごらんください。 

  ただいま歳出の特定財源でご説明を申し上げました各事業の実施に伴い、第９款地方交付

税4,293万2,000円、第13款国庫支出金104万9,000円、第14款県支出金361万8,000円、第16款

寄附金50万円、10ページをお開きいただきまして、第17款繰入金１億5,000万3,000円、第19

款諸収入３万円をそれぞれ追加するものであります。 

  以上のとおりでございますので、よろしくご審議の上、ご可決賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

  以上でございます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

  ８番、宮林昌弘議員。 

○８番（宮林昌弘議員） 小学校中学校の冷房設備が今度整うわけですけれども、文科省のほ

うでもいろいろ国の補助も考えておったようですけれども、今回の補正には国の補助は該当

しないというか、申請等はしなかったのかどうか、町の公共施設への基金からの充当になっ

ていますけれども、その辺についてご説明お願いします。 

○伊藤議長 答弁は佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 宮林議員のご質問にお答え申し上げます。 

  議員からもただいまございましたように、国ではことしの夏の猛暑を災害として捉えまし

て、熱中症対策としてエアコン設置のための冷房設備対応臨時交付金817億円を盛り込んだ

平成30年度補正予算を国会に提出し、去る11月７日に補正予算が成立したところはご案内の
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ところかと存じます。この臨時特例交付金は、平成31年４月１日現在での普通教室及び特別

教室を対象とした交付金でございます。本補正予算の編成に当たりまして、議員からもござ

いましたように、この臨時特例交付金の交付を受けた場合と、交付を受けないで過疎対策事

業債を発行した場合の財政措置額を比較し検討を重ねてまいったところでございます。 

  交付金の交付を受けた場合、ご案内のとおり、１平方メートル当たりの交付単価に対象面

積を乗じまして、さらに交付率３分の１を乗じて得た額が交付金として交付され、そのほか

の特定財源として地方債の元利償還金の60％が地方交付税措置されます。補正予算債、具体

的な名称で申し上げますと、学校教育施設等整備事業債という名称のようでございますけれ

ども、これがあるところであります。ただし、補正予算債の発行可能額は交付金の対象事業

費、つまり１平方メートル当たりの交付単価に対象面積を乗じて得た額、これから交付金の

額を控除した額と、こういうことになります。したがいまして、事業実施単価が交付金の交

付単価を上回った分並びに普通教室及び特別教室以外の面積分については補正予算債を発行

することができないと、こういうことになります。加えまして、地方債の元利償還金の70％

が地方交付税措置されます過疎対策事業債、これは発行できないと、こういうことになりま

す。 

  一方、交付金の交付を受けない場合は、過疎対策事業債の発行が可能でありまして、総事

業費が発行可能額ということになります。 

  以上のことから、交付金の交付を受けないで実施したほうが、交付を受けた場合と比較し、

国からの財政措置額が多くなることから、過疎対策事業債の発行を今後検討、協議いたすこ

ととしているものでございます。本補正予算では、その他の特定財源としまして、議員から

もございましたように町有施設整備基金からの繰入金１億5,000万円を計上いたしておりま

すけれども、今後、過疎対策事業債につきまして、既に今年度、発行の同意を得ている対象

事業の精査や追加発行について、県とも協議を重ねながら３月定例会の補正予算に特定財源

の補正を盛り込むことも検討していたしてまいりたいというふうに考えておるところでござ

いますのでご理解をいただきたいと存じます。さらに３月定例会には、本事業の平成31年度

への繰越についても合わせて上程させていただくことも検討いたしておりますので、よろし

くお願い申し上げたいと思います。 

  以上でございます。 

○伊藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

  ３番、佐藤耕二議員。 
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○３番（佐藤耕二議員） ２点ほどお聞きしたいというふうに思います。 

  まず、16ページの商工費ですけれども、商工振興費に起業支援事業補助金、100万円の補

正があったわけですけれども、先ほどの総務課長のお話では１社というふうにお聞きしたよ

うな気もするんですけれども、予算が150万ほど、当初予算が見られております。さらに補

正を組んだということで、企業支援ということですから非常にいいことだと思いますけれど

も、何社くらい企業支援の補助金を出していらっしゃるのか、お聞きしたいというふうに思

います。 

  もう１点は、次のページ18ページになりますけれども、消防施設費ですけれども、今回吉

川坂ノ上の消火栓更新工事というふうになっておりますけれども、消火栓のことでちょっと

お聞きしたいんですけれども、消火栓はもちろん町のほうで更新工事なりやるということで

すけれども、例えば消火栓を移設した場合、これへの地元負担があるのかどうかお聞きした

いというふうに思います。 

○伊藤議長 答弁は、志田商工観光課長。 

○志田商工観光課長 ７款商工費の起業支援の補助金の関係でございまして、これまで起業支

援のほう、どの程度というところのご質問でございます。 

  今回150万、起業支援のほうで支援していきたいというふうに考えている業者数につきま

しては、今のところ４社、今回の補正を含めまして４社というようなところで考えておりま

して、また現在、申請を上げたいというふうな業者さんもいらっしゃいまして、今後また補

正なども検討したいと思ってございますけれども、そういったことからすると、今年度合わ

せまして５社程度の起業の申請があるものというふうに見ております。 

○伊藤議長 消防関係は、佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 佐藤耕二議員の質問２番目のご質問にお答えいたしたいと存じます。 

  消火栓の移設等に係る経費についてのご質問でございますけれども、おおよそ町内には

300基弱の消火栓があるところでございますけれども、原則、個人のご都合により消火栓を

移設される場合は一定程度のご負担をいただいているということがございます。ただし、公

共的公用的な原因、理由によりまして移設が必要であると、移設せざるを得ないというケー

スですと町のほうで負担していると、こういう状況でございます。したがいまして、個々の

事案によりまして私どものほうでも相談を受けながら対応いたしておりますので、よろしく

ご理解いただきたいと存じます。 

  以上でございます。 
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○伊藤議長 ３番、佐藤耕二議員。 

○３番（佐藤耕二議員） 起業支援事業補助金ですけれども、今後のことも考えて５社という

ことですけれども、なかなか誘致企業は見込まれない中で起こす企業があるということで、

非常にうれしく思っておりますし、また、これからもこの補助金が有効に活用されると願っ

ております。 

  それから、先ほどの消火栓の件ですけれども、具体的なお話をさせていただきますけれど

も、今の大井沢地域で中上町内会地域で水道管、石綿管の新設工事を行っております。それ

に伴って消火栓が数基ほどあるわけですけれども、その消火栓をやはり移設しているという

ような中で、地元負担金が発生しているというようなお話を聞いておりますけれども、その

辺は当然今のお話ですと、町の都合でやったということですので個人の都合ではないと思い

ますけれども、その辺が定かな話ではないんですけれども、確認ということでぜひ答弁お願

いしたいと思います。 

○伊藤議長 答弁は、佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 ただいまのご質問にお答え申し上げます。 

  具体的に大井沢中上地内の消火栓ということで、いまお話がありましたので、その移転し

ようとする原因等について、なお、私どものほうでも再度調査を行いながら対応確認を行っ

てまいりたいと思いますので、よろしくご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○伊藤議長 ９番、古澤議員。 

○９番（古澤俊一議員） １点お聞きします。先ほどちょっと聞き逃したかわかりませんけれ

ども、19ページの教育費の中の学校管理費なんでございますけれども、この11節の修繕料、

先ほど屋外監視カメラの修繕ということで聞いたと思いますけれども、最近やはり交通等々

さまざま通り魔関係でも監視カメラという形が大変ふえてきておりますけれども、今回この

修繕という形においては、まるっきり修繕の11万9,000円の費用がかかるのか、新規の場合

は実際どのくらいの値段がするものか、そしてまた、今、小学校・中学校において、この監

視カメラというものが何台設置されているのか、関係者の中では一応大体わかっているのか

なと思いますけれども、お答えいただきたいなと思います。 

○伊藤議長 答弁は、安達学校教育課長。 

○安達学校教育課長 古澤議員のご質問にお答えいたします。 

  小学校の屋外監視カメラの修繕料ですけれども、現在小学校のほうには屋内監視カメラ３
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台、屋外監視カメラ３台の合わせて６台設置しておりまして、そのうちの屋外のカメラが１

台故障したということで、今回補正をしたところでございます。今、修繕しなければいけな

いものにつきましては別な機械をお借りしてということで、カメラのほうは６台稼働してい

るというような状態であります。 

  中学校のほうでも、監視カメラのほうはありますけれども、はっきり、申しわけありませ

んが、何台というふうにすぐ申し上げることができないので、後から調べてご回答申し上げ

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

○伊藤議長 ９番、古澤俊一議員。 

○９番（古澤俊一議員） まあ、小中学校合わせて６台ずつ、中学校はちょっと何台かわから

ない、やはり、生徒を預かるものとしてはやはり、これはある程度は把握していただいてお

く必要があるなと強く思いますけれども、今後ともよろしくお願いします。 

○伊藤議長 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第60号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  ここで休憩をします。 

  再開は10時45分とします。 

 

休憩 午前１０時３５分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

○伊藤議長 休憩を閉じ、会議を再開します。 

  先ほどの答弁保留を、安達学校教育課長より回答させます。 

  安達課長。 

○安達学校教育課長 先ほど古澤議員の質問について、中学校の防犯カメラの設置台数につい

て申し上げます。 
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  中学校につきましては、屋外カメラ２台設置しております。 

  以上です。 

○伊藤議長 続いて、議第61号 平成30年度西川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、担当課長の補足説明を求めます。 

  飯野町民税務課長。 

〔町民税務課長 飯野 勇君 登壇〕 

○飯野町民税務課長 議第61号 平成30年度西川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について補足説明を申し上げます。 

  議案書の補正予算書案をごらんください。 

  事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,111万4,000円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億2,898万9,000円とするものであります。 

  ４ページのほうをごらんください。 

  歳出から申し上げます。 

  第１款１項１目の一般管理費については、旅費及び需用費の経費の見直しにより、印刷製

本費を旅費と燃料費として組み替えを行うものであります。 

  ５ページのほうをごらんください。 

  第２款第１項療養諸費及び第２項高額療養費につきましては、今後、高額医療及び高額薬

剤の支出が見込まれるため、一般被保険者の療養給付費として2,478万円を、同高額療養費

として622万円をそれぞれ追加し、また、同様に支出の増額が見込まれる退職被保険者の高

額療養費に同療養給付費から26万円を組み替えるものであります。 

  第６款第１項第１目保健衛生普及費につきましては、所得税法等の一部を改正する法律に

より医療費通知を確定申告に添付することが可能となったため、その通知作成委託料と郵送

経費として11万4,000円を追加するものであります。 

  歳入につきましては、４ページのほうをごらんください。 

  保険給付費の3,100万円は保険給付費と交付金で、保健事業費の11万4,000円については繰

越金でそれぞれ対応するものであります。 

  以上のとおりでありますので、よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第61号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  議第62号 平成30年度西川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、担当課長の補足説明を求めます。 

  伊藤建設水道課長。 

〔建設水道課長 伊藤 潔君 登壇〕 

○伊藤建設水道課長 議第62号 平成30年度西川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

について、補足説明を申し上げます。 

  既定の歳入歳出予算に、歳入歳出それぞれ16万4,000円を追加し、それぞれ１億7,926万

5,000円とするものであります。 

  歳出からご説明いたします。 

  補正予算書の４ページをお開きください。 

  ２款１項１目管渠管理費の役務費に１万8,000円、委託料に14万6,000円を追加するもので

あります。間沢地内において、本管が閉塞し家屋床上に汚水が逆流する事故が発生したため、

床上に置いてあった衣類、書籍等の処分手数料並びに本管清掃、床上の汚物清掃を委託する

ものであります。今後、汚水で汚れた床の張りかえ等が賠償金として発生するわけでありま

すけれども、賠償の範囲や施工時期について被害に遭われた方と現在協議中であり、今後ご

提案させていただくことになりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

  歳入については、繰越金で対応するものであります。 

  以上のとおりでありますので、よろしくご審議いただき、ご可決賜りますようお願い申し

上げます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第62号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 
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○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  議第63号 平成30年度西川町介護保険特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、担当課長の補足説明を求めます。 

  奥山健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 奥山純二君 登壇〕 

○奥山健康福祉課長 議第63号 平成30年度西川町介護保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて、補足説明申し上げます。 

  既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ890万8,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７億5,195万8,000円といたすものであります。 

  歳出から申し上げますので、補正予算書の７ページをお開き願います。 

  ３款１項１目介護予防生活支援サービス事業費につきましては、訪問型サービス事業費の

増加に伴い100万円を追加し、５款１項３目償還金につきましては、平成29年度介護給付費

国庫負担金及び地域支援事業交付金の実績報告に伴う返納金790万5,000円の追加、５款３項

１目一般会計繰出金につきましては、介護給付費県負担金の再精算に伴い繰出金3,000円の

追加であります。 

  次に、歳入につきましてご説明いたしますので、５ページをごらんください。 

  ３款２項２目地域支援事業交付金につきましては、訪問型サービス事業費の増額に伴う国

庫補助金25万円の追加、４款１項２目地域支援事業支援交付金につきましては、同じく訪問

型サービス事業費の増額に伴う支払基金交付金27万円の追加、５款１項１目介護給付費負担

金につきましては、介護給付費県負担金の再精算に伴う県負担金3,000円の追加、６ページ

をお開きください。 

  ５款２項１目地域支援事業交付金につきましては、訪問型サービス事業費の増額に伴う県

補助金12万5,000円の追加、７款１項１目介護給付費繰入金につきましては、平成29年度介

護給付費国庫負担金及び地域支援事業交付金の実績報告に伴い、過年度分の一般会計繰入金

790万5,000円、２目地域支援事業繰入金につきましては、訪問型サービス事業費の増額に伴

う一般会計繰入金35万5,000円を追加するものであります。 

  以上のとおりでありますので、よろしくご審議の上、ご可決くださいますようお願い申し

上げます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 本案に対する質疑を終結し、討論を省略し採決します。 

  議第63号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第１０号 

○伊藤議長 日程第２、報告第10号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について

を議題とし、報告を求めます。 

  佐藤総務課長。 

〔総務課長 佐藤俊彦君 登壇〕 

○佐藤総務課長 報告第10号 損害賠償の額の決定についての専決処分につきましてご報告を

申し上げます。 

  この報告につきましては、地方自治法第180条第１項の規定により、損害賠償の額の決定

について専決処分いたしましたので、同条第２項の規定により報告をいたすものであります。 

  お手元の報告書をごらんいただきたいと存じます。 

  事故発生日時につきましては、平成30年６月27日午後６時であります。 

  事故発生場所につきましては、西川町大字吉川227の28、西川中学校であります。 

  相手方につきましては、西川中学校の教職員であります。 

  原因、状況等につきましては、西川中学校の敷地にある側溝のグレーチングに教職員の運

転する車両が乗り上げた際、グレーチングがゆがんでいたために、はね上がって側溝に落ち

てしまい、車両も落輪し車両が破損したものであります。 

  事故の種類は物損。 

  町の過失割合は100分の100。 

  損害賠償の額につきましては19万6,787円。これにつきましては、全額、保険金で補塡し

たものであります。 

  以上のとおり、ご報告申し上げます。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎請願の審査報告 

○伊藤議長 日程第３、請願の審査報告を議題とします。 

  請願第５号 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシーを国に求める意見書の

提出について、委員長の報告を求めます。 

  総務厚生常任委員長、宮林昌弘議員。 

〔総務厚生常任委員長 宮林昌弘議員 登壇〕 

○総務厚生常任委員長（宮林昌弘議員） 総務厚生常任委員会に付託されました請願について、

審査報告を申し上げます。 

  お手元にお配りしてある請願審査報告書のとおりですが、朗読して委員長報告にかえさせ

ていただきます。 

  １ 件名 

  請願第５号 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシーを国に求める意見書の 

        提出について 

  ２ 付託年月日 

  平成30年12月３日 

  ３ 審査の結果 

  願意は適当と認め「採択」 

  ４ 委員会の意見 

  本委員会において慎重に審議した結果、全員賛成をもって上記のとおり処理することを適

当と認める旨決しました。 

  以上のとおり報告申し上げましたが、十分ご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上

げます。 

○伊藤議長 ただいまの委員長報告に対し、質疑、討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 質疑、討論なしと認め、採決します。 

  本請願に対する委員長の報告は採択です。 

  請願第５号は委員長の報告のとおり採択することに賛成の議員の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、請願第５号は委員長報告のとおり採択することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議員派遣について 

○伊藤議長 日程第４、議員派遣についてを議題とします。 

  お諮りします。 

  お手元に配付しております議員派遣計画に基づき、派遣することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 異議なしと認め、議員派遣については原案のとおり決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の継続調査申出 

○伊藤議長 日程第５、閉会中の継続調査申出を議題とします。 

  議会運営委員長から、会議規則第73条の規定によりお手元に配付しております閉会中の継

続調査の申し出があります。 

  お諮りします。 

  議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 異議なしと認めます。 

  よって、議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 
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○伊藤議長 ただいま８番、宮林昌弘議員から発議第５号が提出されました。 

  ここで議案書を配付します。 

〔議案書配付〕 

○伊藤議長 これを議事日程に追加し、議題にしたいと思いますが、これにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 異議なしと認めます。 

  よって、これを議事日程に追加し、議事日程第６、発議題５号 ライドシェアの導入に反

対し、安全・安心なタクシーを国に求める意見書とします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎意見書の提出について 

○伊藤議長 追加日程第６、発議第５号 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシ

ーを国に求める意見書を議題とします。 

  議事係長に議案を朗読させます。 

〔議事係長 朗読〕 

○伊藤議長 提出者の説明を求めます。 

  ８番、宮林昌弘議員。 

〔８番 宮林昌弘議員 登壇〕 

○８番（宮林昌弘議員） ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシーを国に求める

意見書でありますが、ただいま議事係長が朗読したとおりであります。 

  提出先については、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土交通大臣及び内閣府特

命担当大臣（規制改革）であります。 

  内容を十分ご審議され、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○伊藤議長 本案に対する質疑、討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○伊藤議長 質疑、討論なしと認め、採決します。 

  発議第５号、本案を原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 
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○伊藤議長 全員起立です。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉議・閉会の宣告 

○伊藤議長 以上で本定例会に付議された事件は全て終了しました。 

  会議を閉じ、平成30年西川町議会第４回定例会を閉会します。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時１０分 


